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新入生と留学生　四月六日（水）







　四月六日水曜日、この日には吉きつ祥しよう春はる風かぜ高こう校こうの始業式がある。春休みは昨日までで、生徒達たちは学年も上がり、この日から心機一転新しい季節に踏ふみ出だしていくのだ。だがこの日は例年とは少しだけ生徒達の雰ふん囲い気きが違ちがっていた。彼かれらはいつも通りに通学路を歩きながらも、いつも以上の熱気で隣となりを歩く友人達と意見を交かわしている。彼らには例年以上の大きな変化が待ち受けているからだった。

「やっぱりみんな落ち着かないみたいですね………」

　心を操あやつる藍あい色いろの魔ま法ほう使つかい、藍あい華か真ま希き。彼かの女じよは繰くり返かえした魔ま法ほうの鍛たん錬れんのおかげで、何もしていなくても周囲の人間の感情を大まかに知る事が出来る。彼女が感じていたのは強い興奮と好こう奇き心しん。その殆ほとんどが吉祥春風高校と始業式へ向けられている。それを感じた彼女は小さく微笑ほほえむと、自らも山の上の方にある吉祥春風高校を見上げた。森の木々に半分隠かくれている校舎は、金属パイプで組まれた足場に囲まれている。拡張工事の真っ最中だった。

「そうねぇ、やっぱり宇宙人が留学してくるとなればねぇ………」

　静しず香かも一いつ緒しよになって高校を見上げる。登校していく生徒達が興奮しているのは、吉祥春風高校にフォルトーゼからの留学生がやってくる為ためだった。この日は始業式だけでなく、入学式も一緒に行われる。その時に一人やって来る筈はずなのだ。宇宙人―――フォルトーゼからの留学生が。それはアイドルがやって来るとか、有名スポーツ選手がやってくるのとは次元が違っている。その人物が特別だというだけでなく、世界の在り方が変わる事を意味しているからだ。今日この日から、地球人が宇宙からの来訪者と共に生きる世界が始まる。それは驚きよう天てん動どう地ちの世界の大変革だった。

「実は二年前から既すでに宇宙人が留学して来ているのじゃがな」

「ふふふ、皆みな様さまとても驚おどろかれるのではないでしょうか」

　ティアとルースは二年前から吉祥春風高校に通っている。だから本当は二年前から世界は変わっていたのだが、生徒達がそれを知るのは今日だった。だからクラスメイト達は特に、二重の意味で驚く事になる筈だ。それを思うと少し楽しくなる二人だった。

「わたくしは正直不安ですわ。この国の人々と上手うまくやっていけるのかどうか………」

　ティアやルースとは違って、クランは少しだけ表情が曇くもっていた。クランは今年から高校に通う事にしたのだが、生活が大きく変わる事になるので不安になっていたのだ。

「お前の場合はこの国の人間というより、単純に他人が苦手なだけだろう？」

「そうかもぉ、しれませんけれどぉ………」

　孝こう太た郎ろうの言葉を聞くと、クランは両手の指先を合わせて軽く俯うつむく。孝太郎の言葉は正しい。正しいのだが、少しばかり寂さびしいクランだった。

「里さと見み孝太郎、言うべき言葉が間ま違ちがっている。今必要なのはそんな言葉ではないぞ？」

　キリハが孝太郎に笑いかけた。彼女はクランが言った『この国の人々と上手くやっていけるのか』という言葉には、遠回しに別の意味が含ふくまれていると気付いている。ゆえに彼女としては、孝太郎は発言を再考すべきだった。

「………んー」

　孝太郎はクランにちらりと目を向けると、少しだけ考え込む。そして幾いくつか思い付いた言葉の中から、もしかしてこれだろうか、という言葉を選んで口にした。

「………心配しなくていいぞ。お前の制服姿はよく似合ってるから、すぐにクラスの人気者になるだろ」

「ばっ、べっ、べつにそんな事を心配していた訳ではありませんわっ！」

　クランはカッと顔を赤らめると、歩くスピードを上げてどんどん先へ行ってしまう。普ふ段だんは歩くのが遅おそいクランなので、その動どう揺ようぶりは明らかだった。

「正解だ、里見孝太郎」

　キリハはとても嬉うれしそうに目を細めると、自らも歩くスピードを上げてクランを追う。フォローを買って出てくれたのだ。孝太郎はそんな二人の背中を見送りながら、正解出来てよかったと胸を撫なで下おろした。

　―――以前の俺おれなら、何か意地悪を言ってそうな局面だが………どうして俺はああいう言葉を選んで、それが正しかった事に安あん堵どしたのか………。

　孝太郎は自分の行動に少し疑問を持つ。かつての自分との違いに気付き、それを不思議に思ったのだ。だがそれが不快であるという訳ではない。孝太郎としても、この変化は正しい事のように思えていたから。

「最近の里見君は、優やさしさを表に出すようになってきましたね？」

　そんな孝太郎の様子に気付いたのが晴はる海みだった。晴海は下から孝太郎を見上げながら、優しげに微笑んでいる。孝太郎はその笑え顔がおを見て、やはり自分の選せん択たくは正しかったのだろうと再さい認にん識しきした。

「………なんというか、最近は、あいつやみんなが大事にしているものが以前よりはっきり分かるようになったから、そこは傷付けないようにしておこうというか………」

　色々と頭の中を整理してみた結果、孝太郎はそのように結論した。最近の孝太郎は少女達の気持ちや考え方が以前よりずっと分かるようになった。だからからかうならからかうで、より適切な話題でやるべきだと思ったのだ。

「そうですか………それは素す晴ばらしい考え方ですね」

「俺も流石さすがに三年生ですから、多少の自覚が芽生えたのかもしれません」

「ちなみになんですけど、私に言わないようにしている事ってありますか？」

「それは簡単です、先せん輩ぱいだけ大学生になってしまった」

「そう、それなんですよ、ちょっとだけ寂しいです」

　晴海は今年から大学生だが、今日はまだ授業がないので、孝太郎達たちと共に吉祥春風高校へ向かっている。念には念をという事で、入学式と始業式に魔法が使えて、しかも自由に動ける晴海を配置しておこうという考えからだった。

「あたしは、晴海は病気で損をしてるから、今年一年は気楽に過ごしていいと思うなー」

「そうですそうですぅ、楽しい事をしながら体力を作るぐらいでいいですよぅ！　来年は私達も入学しますからぁ！」

　早さ苗なえとゆりかは、晴海にはボーナスタイムがあって然しかるべきだと思っていた。生まれてからずっと身体からだが弱かった晴海なので、間違いなく十代の特権を幾つか取とり零こぼしている。だから自分達よりも一年年上である分を、その時間に充あてても良い筈だ―――二人はそんな風に思っていたのだ。

「実は両親からもそう言われています。今年は学業など放っておいて、体力作りをしながら好きな事をして暮らせと」

「信用されてるんだね、晴海は。………って、当たり前か」

「そのおかげでわらわ達も助かっておる」

「申し訳ありません、ハルミ様。貴重なお時間をわたくし達の為に………」

「良いいんですよ、これが私の好きな事なんですから」

「ちなみに俺は、お前には絶対に好きにしろなんて言わないからな」

「分かってますよぅ、そんな事ぉ………そんな事言われたらぁ、絶対に吉祥大に入れなくなりますぅ」

　孝太郎達は今日から高校三年生になった訳だが、このように暮らしぶりにはあまり大きな変化はなかった。晴海が卒業してしまったものの、代わりにクランが編入。またフォルトーゼに関する問題があるので、結局晴海は高校の周辺に出しゆつ没ぼつする事になる。結果的に、今の状じよう況きようは晴海や孝太郎達にとって望ましい状態を作り出してくれていた。










　孝太郎達には直接の大きな変化はなかったのだが、間接的になら大きな変化はあった。その変化は通学路を歩く孝太郎達から吉祥春風高校の校門が見え始めた頃ころに訪おとずれた。

「おーい、コウ！」

「マッケンジーか。おーす」

　孝太郎達の背後から賢けん治じの声がかかる。賢治は通学路で追い付いてくるのが通例で、そのタイミングは日ごとに多少前後するものの、今日も普段通りと言って良い範はん囲いに収まっていた。だから孝太郎はいつも通りに軽く振ふり返り、ひらひらと軽く手を振った。しかしいつも通りだったのはそこまでだった。

「おはようございます、コウ兄さん！」

　自転車を押おして歩く賢治の隣には、一人の女の子の姿があった。賢治の隣に女の子が居る事自体は珍めずらしくないのだが、それが恋こい人びとではないという事は珍しい事だった。

「キンちゃん！」

「ご無ぶ沙さ汰たしています、お元気そうですね！」

「そうか、今年はキンちゃんも入学してくるんだったよな」

「はいっ、よろしくお願いします、先輩っ！」

　孝太郎が『キンちゃん』と呼ぶこの少女は、正しくは松まつ平だいら琴こと理りという。彼女は賢治の実の妹で、孝太郎との関係も長い。性格は内気で寂さみしがり屋や、子供の頃から孝太郎と賢治の後をついて回っていた。孝太郎達が高校に入ってからは学校が違うせいで少し疎そ遠えんではあったのだが、彼女は今も以前と変わらずに孝太郎の事を兄同然に慕したっている。ちなみに孝太郎が使っている『キンちゃん』という呼び名は、彼女の一いつ般ぱん的てきなあだ名であるマッキンリーを短縮したものだ。この呼び方をするのは孝太郎だけなので、彼女は別段嫌いやがったりはしていない。むしろこの呼び方を気に入っていた。

「キンちゃんも制服良く似合ってるじゃないか」

「本当ですか？　今のサイズに合わせ過ぎじゃないかって気もするんですけれど」

「サイズが変わったらまた買ってやるから良いんだ」

「さーすがマッケンジーお兄様、妹の事となると太っ腹ですなー」

　そうやって孝太郎と松平兄妹きようだいがいつもの挨あい拶さつを交わしていると、六ろく畳じよう間まの少女達もわらわらと集まって来る。賢治の妹が入学してくるというのは、やはり彼かの女じよ達たちにとっても興味がある事だった。

「久方ぶりじゃのう、マッキンリー」

　ティアと琴理には面識があった。以前の初はつ詣もうでの際に会った事があったのだ。また賢治が兄馬ば鹿かで繰り返し写真を見せる。おかげで直接会った回数よりもずっと多く、会っているような感覚があった。

「あ、えと、いつも、兄がお世話になっております」

「どうした、顔色が悪いぞ？」

　対する琴理は少女達に囲まれた時から目に見えて表情が暗くなった。同時に声からも元気が失われている。そして助けを求めるかのように孝太郎と賢治に視線を走らせた。

「あ、いえ、べ、べつに………」

「ぬ？」

「一歩下がれ、ティア」

　琴理の事情を察した孝太郎は、ティアの頭を掴つかむと強ごう引いんに一歩下がらせた。するとティアは頭を掴まれたまま孝太郎を睨にらみ付つけた。

「これ、頭を掴むでない！　それは女の子に対してやる事ではないぞ！」

「お前には全く想像出来ないだろうがな、キンちゃんは人見知りなんだ。あんまりぐいぐいいくと嫌きらわれるぞ」

　実は琴理は内気というだけでなく、人見知りでもあった。孝太郎と賢治という自己主張の強い人間の傍そばで成長して来た為に、他人との対話は基本的に彼女の役目ではなかった。対話は前にいる二人の役目であり、後ろで黙だまっているのが彼女の役目だったのだ。結果的に彼女には他者との対話のチャンネルが孝太郎と賢治に対するものしかなくなり、二人に対した時の彼女と、それ以外に対する時の彼女には、大きな隔へだたりが出来てしまったのだった。

「何じゃ、そのわらわはガサツだと言いたげな言葉は！」

「ガサツだろ、どう見ても」

「ホー、そなたわらわにガサツさを力いっぱい発揮して貰もらいたいようじゃのー」

「発揮するとどうなるのか見せて貰おうじゃないか」

　幸いティアの意識は完全に孝太郎へ移った。おかげで琴理は幾らか心の余よ裕ゆうを取り戻もどした。しかしまだ気は抜ぬけない。他にも多くの少女達が琴理に目を向けている。琴理の表情は緊きん張ちようで硬くなっていた。

「騒さわがしくしてごめんなさい。ティアさんも孝太郎君も悪気はないんです」

　そんな琴理に笑いかけたのがキリハだった。強い意志を感じさせつつも、穏おだやかな眼まな差ざし。優しげに緩ゆるめられた口元。理性的な口調、落ち着いた声。そしていつもの猫ねこかぶりをしていたのが良かった。女性としての余裕を感じさせるその立たち振ふる舞まいが、琴理の緊張を幾らか和やわらげた。そして緊張が和らいだおかげで琴理は自分でも話せる話題がある事に気が付いた。

「コウ兄さんは、いつも私を助けてくれるので、悪気が無いのは分かっています………きっとティアさんも、そうでしょうし………」

「いつも、ですか。孝太郎君とは長いんですか？」

「はいっ！　小学校に上がった頃から、ずっと兄さんとコウ兄さんの後を追いかけていました！」

　琴理は孝太郎の話題になると饒じよう舌ぜつだった。話せる事が沢たく山さんあるので、初めて会った人に何を話したら良いのかで困る事もない。緊張が緩み、少しだけ笑顔を覗のぞかせるようになった。それに気付いたキリハは、もうしばらく孝太郎の話を続ける事にした。

「でも孝太郎君は多少元気過ぎる所があるでしょう？　その辺は大だい丈じよう夫ぶだったんですか？」

「その辺は過保護な兄と上手くバランスが取れていたんだと思います。それに私が本当に大変だと思っている時は、気付いて立ち止まってくれる人でしたから」

「分かります、意外と気き遣づかいの出来る人なんですよね」

「そうなんです！　私の十歳さいの誕生日の時なんて、私の大好きな本を探し回って買って来てくれて………今も大事にしています！」

　キリハがうまく誘ゆう導どうしてやると、琴理は楽しそうに想おもい出で話を披ひ露ろうし始めた。琴理は人見知りではあっても、他人と話すのが嫌いという訳ではない。共通の話題さえあれば、お喋しやべりはむしろ好きな方だった。実際、賢治や孝太郎と話している場合は、いつもこの調子だった。

「どうだコウ、相変わらずうちの琴理は最高に可愛かわいいだろう？」

「まあな、お前の妹にしておくのは惜おしい位だ」

「手ぇ出すなよ？　あるいは突つき抜けて全力で手ぇ出せ」

「どっちなんだよ」

「中ちゆう途と半はん端ぱは許さないってコトだ」

「もう止めて下さい兄さんっ、恥はずかしいっ！」

　結果的に見て、六畳間の少女達と琴理の顔合わせは上手くいったと言えるだろう。人見知りの琴理なので、兄の賢治や幼おさな馴な染じみの孝太郎としては、笑顔で六畳間の少女達と話が出来ているだけで合格点だった。
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　会ってすぐは多少気け圧おされていた琴理だが、吉祥春風高校の校門の傍まで来る頃には遠えん慮りよがちながらも少女達の会話に参加出来るようになっていた。キリハや晴海のような精神年ねん齢れいが高い面々が上手にフォローしたというだけでなく、やはり孝太郎や賢治という共通の話題があった事が大きい。そしてそこから上手い具合に別の話題を切り拓ひらいていく事ができたのだった。実際、この時に静香が部活の話に持っていけたのも、孝太郎が編み物研究会に入っている話の流れからだった。

「コウ兄さんが編み物研究会に入っているって聞いた時には驚きましたけど、よくよく考えてみるとそれもそうかなって」

「やっぱり琴理ちゃんは里見君の事をよく知ってるのね。ああ、そうだ！　琴理ちゃんはどの部活に入るか決めたのかしら？　よかったらウチに来ない？　お料理研究会！」

「お料理研究会、ですか」

「苦手？」

「レシピ本は何冊か読んでますけど、実じつ践せんした経験はあまりなくて」

「読書が趣しゆ味みなんだ？」

「はい。どんな本でも、とりあえず一通り読む感じで………」

「そういう感じの人にお得な情報です。我わがお料理研究会では、絶版のレシピ本が代々伝承されてるわよ」

「気になります、それ！」

　そうやって琴理は静香とお喋り出来ていたのだが、ちょうど校門に差さし掛かかったところで不意に琴理の表情が硬かたくなった。その原因は、琴理が知らない人間が、孝太郎達に近付いて来た為だった。

「おはよう、みんな！」

『おはようございまーす』

　やってきたのは松まつ坂ざか健けん一いちという新任の体育教師だった。この人物は爽さわやかな笑顔で朝の挨拶をすると、真まっ直すぐに孝太郎に歩み寄った。

「早さつ速そくなんだが、里見君、ちょっといいかい？」

「どうしました、先生？」

「少し入学式の進行に関して、君にお願いしたい事があってね。資料室まで来て貰えないだろうか」

　この松坂健一という教師の正体はサンレンジャーのレッドシャイン、ケンイチだ。だから彼が孝太郎に投げかけたお願いは、文面通りの意味ではなかった。

「分かりました、すぐに伺うかがいます。俺だけですか？」

「ティアさんとキリハさん辺りも来てくれると助かるよ」

　話の内容はフォルトーゼに関するもの。そうなってくるとフォルトーゼ側の責任者であるティアと、参さん謀ぼう役やくのキリハが同席してくれる事が望ましい。その辺りの事を察した孝太郎は、背後を振り返る。するとその時にはもう、ティアとルース、キリハの三人がすぐ後ろまで進み出て来ていた。

「そういう事みたいだから、また後でな、マッケンジー」

「おう。そうだ、お前の鞄かばん教室に持ってってやろうか？」

「頼たのむ。キンちゃんは………そうか、もう同じ学校だし、また後でな」

「はい、また後のち程ほど」

「後はよろしく」

　賢治と少女達に別れを告げ、孝太郎とティア、ルースとキリハの四人はケンイチと一緒に小走りで校舎へ向かう。残された者達はこれまでと同じ速度で歩きながら、離はなれていく五人の背中を見送った。

「………またわたくしを置いていきましたわ」

　ただ一人、クランだけが不満げだった。クランは孝太郎の相棒を自任しているので、この扱あつかいには不満が大きい。人選の意味は分かっていながら、それでも一緒に来いと言って欲ほしかったのだ。

「また？　クランさんって以前からコウと面識があったんですか？」

「ああっ、え、ええっ、ティアさんを介かいして何度か。おほほほほっ」

　賢治と琴理には、クランは新たに留学して来たティアの親しん戚せきとしか紹しよう介かいされていない。クランはそこを意識せずにボヤいてしまった格好で、賢治の疑問を必死で誤ご魔ま化かさねばならなかった。そしてクランは人見知りという意味では琴理に負けない。だから焦あせる彼女は結果として、孝太郎への苛いら立だちを忘れてしまうのだった。










　資料室には指揮官の六ろつ本ぽん木ぎ博士はかせを含めた、太陽部隊サンレンジャー全員の姿があった。その誰だれもが何処どこか緊きん張ちようした面おも持もちをしている。それもその筈、今日は入学式と始業式がある。つまりフォルトーゼからの留学生を吉祥春風高校へ正式に迎むかえ入いれる日なのだ。サンレンジャーは対侵略者案件を専門に扱う部署なので、法整備が遅おくれている現時点では、彼らが先頭に立ってフォルトーゼ人留学生を守らねばならない。日本の宇宙外交の根幹を支える仕事をしているのだから、この緊張は止やむを得えないだろう。

「もう少し肩かたの力を抜いた方が良いぞ。それではいざという時に動けぬじゃろう」

「分かってはいるんですが、これがなかなか」

　二年前までは明らかな窓まど際ぎわ部署だったサンレンジャー。それが今や泣く子も黙る花形部署で、志願者も続出しているという。仕事の内容も立場も激変した彼らに、緊張するなというのも無理な話だ。そんな彼らにとって手本となるのは、幾いく多たの戦いを潜くぐり抜けて来た孝太郎だ。ケンイチは助言を求めて孝太郎を呼んだ。

「男だん爵しやくさんはこういう時どうしたんですか？」

「俺の場合は………友達を心身共に守る事を考えていたら、それが全体を守る結果に繋つながっただけだ。別に大した事を考えていた訳じゃない」

　孝太郎が過去の世界で直接守ったのはアライアやシャルル、クランだが、本質的にはティアの信念を守ったとも言えるだろう。それが結果的にフォルトーゼを守る事へ繋がっていった。孝太郎としてはそれほど大きな事を考えていた訳ではないのだ。

「だったら俺おれ達たちは、宇宙の果てからやってくる新しい生徒を守る事だけを考えて、やってみようと思います」

「良いんじゃないか、それで。教師の使命だもんな」

「はははっ、はい。早速ですが、こちらをご覧下さい。今朝開示された情報です」

　丁度話が途と切ぎれたので、ケンイチは留学生に関する情報を印刷した資料を孝太郎達に手て渡わたした。トップのページには留学生の経歴が記されていた。

「へぇ、女の子か………名前はナルファ・ラウレーン………」

　実は孝太郎達が留学生の名前を知ったのはこの時が初めてだった。責任者のティアでさえ知らなかった。これは警備上の観点から、全すべての情報が伏ふせられていたのだ。知らなければ情報が漏もれる心配はない。そして今朝の段階で情報が開示され、どこの学園都市に誰が行くのかが明らかになったのだった。

「………ナルファ・ラウレーン？」

　孝太郎はその名前に軽い引ひっ掛かかりを覚えた。ナルファは夜明け前、ラウレーンは虹にじ。夜明け前の空にかかる虹、姓せい名めいを合わせるとそのくらいの意味になるだろうか。別段奇き妙みような名前ではない。ナルファもラウレーンもフォルトーゼでは一般的な名詞なので、名前としては妥だ当とうなものだった。

　―――この名前は見るのも聞くのも初めての筈だが………？

　孝太郎が引っ掛かっていたのは、この留学生の名前に聞き覚えがあるような気がしたからだった。だが記き憶おくを辿たどってもそんな覚えはない。記憶の中には留学生の名前は存在していなかった。

　そして同じ事は留学生の少女―――ナルファの写真を見た時にも感じた。

　―――それにこの写真も………不思議と初めて見たという気がしない………なんでそう思うんだろう？

　孝太郎はかつてどこかで彼女に会っているかのように感じるのだ。しかし記憶を辿ってもそんな覚えはない。彼女は虹にじ色いろの髪かみという印象的な特とく徴ちようを持っているから、過去に会っていれば忘れる事はないだろう。技術の進んだフォルトーゼの場合、髪の毛けの色などどうとでもなる。それでも角度によって虹色に見える髪というのは、一度見れば忘れないだろう。だから会った事はない、という結論になる訳だった。

「おい、コータロー」

　孝太郎が考え込んでいると、資料と孝太郎の顔の間にティアの顔が割り込んでくる。そしてティアは孝太郎の鼻を人差し指でぐりぐりと押しながら、不満げな眼差しで孝太郎を見上げた。

「見み惚ほれる相手が間違っておるぞ」

「別に見惚れてたんじゃない」

「じゃあ何だというのじゃ？」

「以前どっかで会ったような気がしたんだよ。まあ、気のせいだったんだが」

　孝太郎は資料をデスクに置くと、ティアの顔を両手で左右から挟はさむように持つ。そして両手を同時に動かして、ティアの頬ほおをぐりぐりと揉もみ始めた。

「確かにわらわもろこかで会ったような気がしゅゆぢょ。じゃがろこで会ったろかぢぇんぢぇんおもいらしぇんのりゃ」

　ティアは両頬を揉まれて喋り難にくそうだったが、不満げな眼差しはどこかへ消え去っていた。どうやらこの状態には不満は感じていないようだった。

「殿でん下かがそう感じる理由が分かりました」

「まことか!?」

　不満はなかったが、ルースが口にした事には興味があった。ティアは孝太郎の手の間から抜け出し、ルースの手元を覗き込んだ。

「このナルファ様という留学生は、ジャーナリストのディーンソルド・ラウレーン氏の妹でいらっしゃるようです」

「ディーンソルド………？　そうかっ、エコノミック・マスティルの性悪記者か!!」

　ルースの言葉でティアの脳のう裏りに苦い思い出が蘇よみがえってきた。まだヴァンダリオンとの戦いが続いている頃、孝太郎の正体を暴あばこうとティアの記者会見で鋭するどい質問を繰り返したのがディーンソルド・ラウレーンだった。彼はフォルトーゼの経済専門の報道機関、エコノミック・マスティルに所属する記者で、鋭い質問でティアの失言を引き出し孝太郎の正体に迫せまり、今年のジャーナリスト大賞にノミネートされている。彼は今、フォルトーゼで一番注目されているジャーナリストだった。その功績もあって、妹の留学希望が通ったのではないかともっぱらの噂うわさだった。

「殿下はディーンソルド氏を知っていますから、御ご家か族ぞくのナルファ様にその面おも影かげを見み出いだしたのではないかと」

　家族ならば顔形に何かしら似た印象を持っていてもおかしくない。あるいは彼が報道カメラの前に姿を現した時に、一緒にナルファも映ったのかもしれない。どちらにしろ家族であるが故ゆえに、ティアには見覚えがあったのだろう、ルースはそう考えていた。

「………わらわはこのナルファという留学生が嫌いになった」

「嫌いなのはこの子じゃなくて、お兄さんの方だろう？」

「同じような感じじゃったら絶対に嫌いになるぞ」

「大丈夫だろ、多分。お前より日本に注目するさ」

　ティアは度たび々たび苦しめられたディーンソルドに良い感情を持っていない。それが妹のナルファに対しての感情に伝でん播ぱした格好だ。だがナルファはジャーナリストではないし、しかも異文化日本に注目するだろうから、ティアが苦労させられる事はない―――孝太郎はそのように考えていた。

「ケンイチ殿どの、彼女の居住先が空くう欄らんになっているようだが」

　個人的な話に終始していたティアとは対照的に、キリハは淡たん々たんと仕事をしていた。読んでいた書類に不備を見付け、ケンイチに質問した。

「それは単なる入力の遅れです。誰が何処どこへ行くのかは数時間前にフォルトーゼ側で決定されたものですから、まだこちらのデータに反映されていないのです」

「居住先は吉祥春風高校の学内に新設された宿舎と考えて良いのか？」

「その筈です。宿舎の建築に関しては、彼女の部屋の周辺はギリギリ間に合ったとの報告が上がって来ています」

「入居は？」

「入学式と始業式の後になる予定です」

「分かった、そのつもりで対応する」

　キリハはケンイチの報告を書き加えながら、更さらに資料を読み進めていく。そして気になる事が見付かる度にケンイチを始めとするサンレンジャー達に質問していく。その徹てつ底ていした仕事ぶりには孝太郎とティアが口を挟む余地がなかった。

「俺達、全然役に立ってないな」

「うむ。これでは来た甲か斐いがない。賑やかし要員にしかなっておらん」

　孝太郎とティアも資料に目を通していたが、キリハほどには資料を理解出来る訳ではない。またルースはデジタルでデータを受け取って分ぶん析せきしているので、キリハとは別の角度で役に立っている。孝太郎とティアは二人に任せてお茶を飲んでいるだけだった。

「大丈夫ですよぉ、男爵さまぁ！　少ししたら警備の話が始まりますからぁ、そこからは男爵様とデビル姫ひめ様さまの独どく壇だん場じようですぅ！」

　お茶を出してくれたメグミが孝太郎とティアに笑いかける。最近ダイサクと付き合い始めた彼女だが、悪あく魔ま男だん爵しやくファンである事は変わっていない様子で、先さき程ほどから熱い視線を孝太郎に向けていた。

「それは良かった。メグミさん、体育館の見取り図を貰えるかな？」

「はぁいっ、ただいまぁっ！」

「ルース、仕事中悪いが無人戦せん闘とう機きに搭とう載さいできる非殺傷兵器のデータを回しておくれ」

「仰おおせのままに」

　メグミのおかげで孝太郎とティアも自分の仕事を見付ける事が出来た。二人とも少し前までの呑のん気きな表情を消し、真しん剣けんな表情で自分の仕事を始めた。

「はぁ～～～ん、だんしゃくさまぁ～～～。相変わらず凛り々りしい横顔～～はふぅ～～」

「ケンイチ兄ちゃん、またメグミ姉ちゃんが壊こわれたよ」

「ダイサク、頼む」

「うん。さぁメグちゃん、こっちにおいで。ここに座すわって男爵さんを見ていようね」

「はぁ～～～い。いいこにしてまぁ～～～す！」

　代わりにメグミの仕事がなくなった、というより仕事が出来る状態ではなくなった。彼女が仕事に戻るのは、孝太郎達が資料室を去った後になる予定だった。










　校長が壇だん上じようでフォルトーゼからの留学生を紹介すると言った瞬しゆん間かん、体育館は水を打ったかのように静まり返った。全員が壇上に注目し、留学生の登場を今か今かと待ち構えている。そうではないのは孝太郎達とサンレンジャー達だけだった。

　―――敵意は感じられない。大丈夫そうだな………。

　孝太郎は早苗から借りている霊れい能のう力りよくによって、体育館に好奇心や興奮など、遂ついに姿を現す異星人の留学生の存在によって呼び起こされた様々な感情が渦うず巻まいているのを感じ取っていた。だがそこには敵意や殺意のような、危険な感情は含まれていない。危険な人間が式に紛まぎれ込んでいる心配は無いようだった。

「こちらは問題なし。クラン、ルースさん、そっちは？」

『空間歪わい曲きよく反応、超ちよう空くう間かん通信の重力波、共に検知されておりませんわ』

『おやかたさま、電磁波の通信量がやや増えていますが、これは携けい帯たい電話やスマートフォンでメッセージのやり取りが増えたからのようです。自動兵器へ向けた暗号化したコマンドのような、特とく徴ちよう的てきな波形は見られません』

『フォルトーゼ式の襲しゆう撃げきの兆候はない、そう言ってよろしいかと思いますわ』

　孝太郎の感覚では捉とらえられない部分を、クランとルースがカバーしてくれていた。二人は科学の力を操って、敵対的な勢力の存在を探さぐっている。幸いな事に、こちらにも危険な兆候は見られなかった。

『里見君、体育館の外をぐるっと一周回ってみたけれど、魔ま力りよくは感じられませんでした。念ねんの為にもう一周して来ますね』

「お願いします、桜さくら庭ば先輩」

　魔法関連の警けい戒かいは晴海が担当していた。彼女は保護者扱あつかいの立場を生かし、体育館の外を担当している。こちらも今のところ問題はなかった。

『私正直こういうの苦手だなぁ。「敵が来る」から待つんじゃなくて「敵が来るかもしれない」から待つのって、何かこう、もやもやするというか』

『分かりますぅ。ずっと緊張してなきゃいけないんですもんねぇ』

『こーげきする方は一いつ瞬しゆんで良いんだもんねー。守るって大変なんだねー』

　逆に生徒の立場を利用しているのが静香とゆりか、早苗の三人。彼かの女じよらは危険な人間が現れた時に直接対処する役目を負っていた。おかげで彼女達の仕事は緊張感を保ちながら待ち続ける事となり、大分神経をすり減らしていた。

『このタイミングで留学生を狙ねらう意味は殆ほとんどない。異星人排はい斥せきアピールが狙いなら今夜の歓かん迎げいレセプションの方が効果的だし、誘ゆう拐かいもこのタイミングでは不必要に困難だ。だが集中力は切らさないで欲しい』

『しっかりしなさい、ゆりか。敵が狙うのは貴女あなた達たちがへたれた時よ』

　キリハと真希は比ひ較かく的てき大人びた外見を生かして保護者席にいる。役目は静香達たちと同じで、保護者の中に危険人物が紛れていた時に対応する。そんな訳でクラスの列にいるキリハと真希は魔ま法ほうで作った幻げん影えいだった。

「よし、良いぞ、ティア」

『分かった、今からナルファを壇上へ上げるぞ』

　ティアはナルファのすぐ傍に居た。ティアはフォルトーゼ側の責任者であるのと、戦せん闘とうが得意である事がその理由だった。ちなみにティアの近くには同じ役目を負ったサンレンジャーの五人もいる。仲間達からの報告で安全の確かく認にんが取れたティアは、予定通りナルファを体育館の壇上へ上げる事に決めた。彼女が手で合図すると、サンレンジャーを介して校長にその事が伝わった。

『それではおいで頂きましょう、我わが校こうにお迎えする神聖フォルトーゼ銀河皇国からの留学生、ナルファ・ラウレーンさんです！』

　校長は器用に話を切り上げると、ナルファの名を呼ぶ。するとサンレンジャーのケンイチとハヤトが先導するようにしてナルファを壇上へと導いた。










　ナルファ・ラウレーンは目を惹ひく少女だった。彼女は全体的に身体の線が細く、肌はだの色は薄うすく透とう明めい感がある。触ふれれば壊れてしまいそうな雰ふん囲い気きの持ち主だった。だがそれ以上に存在を強調しているのが、彼女の長い髪だ。一見シルバーブロンドやプラチナブロンドのようにも見えるが、よく見ると虹色に輝かがやいている。科学が進んだフォルトーゼでは髪の色などどうとでもなるが、この時代の日本では明らかにあり得ない配色だった。そんな彼女が見慣れた制服に身を包つつんでいるものだから、その姿は唯ゆい一いつ無む二にの独特な空気感を作り出だしていた―――のだが。

　ガッ

「きゃああぁぁぁああぁぁぁぁぁっ!?」

　ずるべしゃーん

　壇上に上がって何歩も歩かないうちに、何もない所でつまずいて転んだ。そしてゴロゴロと転がり、大の字になって止まる。孝太郎はこの時の事を、後にこう表現した。ゆりか並みに酷ひどかった、と。

「あいたたたたぁぁぁ………」

「大だい丈じよう夫ぶかい、ナルファさん」

「ありがとうございます、ケンイチ先生」

「どうして何もない所で転ぶんだ」

「シッ、ハヤト、声が大きい」

　ナルファはサンレンジャーの二人に助け起こされた。幸い怪け我がは無かったらしく、彼女は何事も無かったかのように校長へ近付いていく。マイペースな少女だった。この出来事は吉祥春風高校の生徒達の度ど肝ぎもを抜いた。だがそれが良かったのだろう。この出来事の直後から、生徒達がナルファに向けている視線の質が変わった。これまでは得体の知れない怪かい物ぶつか何かに向けられるような視線だったのだが、転んだ直後から視線には親近感や共感が混じり始めた。この変化は劇的で、霊れい視しで周囲を見ていた孝太郎と早苗は、まるで伏せられていたカードが一気に裏返ったかのように感じていた。

『大丈夫でしたか、ナルファさん？』

『はい。見苦しい所をお見せしてしまって、申し訳ありませんでした』

『では改めて御ご紹しよう介かい致いたします。留学生のナルファ・ラウレーンさんです！』

『初めまして。フォルトーゼからやってきました、留学生のナルファ・ラウレーンです。皆みなさん、これからよろしくお願いします』

　だからだろうか。マイクで増ぞう幅ふくされたナルファの声が体育館に響ひびき渡わたり、同時に彼女が深々と頭を下げた瞬間、体育館は大だい歓かん声せいに包まれた。彼女が登場した直後の凍こおり付いた空気は、もはや何処にも存在していなかった。










　ナルファの簡単な自己紹介が済むと、校長は彼女が吉祥春風高校へ留学してきた経けい緯いを話し始めた。留学生は志願制で、それをフォルトーゼ政府と日本政府が留学に相応ふさわしいかどうかを審しん査さする。それにより適切だと判断された者達が、日本各地にある特区―――モデル都市に四人ずつ留学する。モデル都市は七ヶか所しよなので、留学生は全部で二十八人という事になる。その二十八人がどのような生活を送っていくかで、その後の留学や外交、政策が変化していく。つまりナルファは非常に重要な役割を持たされてこの場所に立っている。もちろん同じ事は吉祥春風高校の生徒達についても言える。だから校長はくれぐれも失礼が無いようにと念を押した。

　そして校長がここまで話した段階で、生徒達はある疑問を感じ始めた。それは留学生の人数だった。校長の言う通りなら、吉祥春風高校には四人の留学生が来る筈はず。しかし壇上にはナルファ一人。留学生が三人、不足していた。もちろんこれには理由があった。吉きつ祥しよう春はる風かぜ市しには既すでに、この留学の枠わく組ぐみから外れたフォルトーゼ人が三人住んでいるからだった。

『私も驚おどろいたのですが、こちらにいらっしゃるティアミリスさん、ルースカニアさんは共にフォルトーゼのご出身であるとの事。我々は既に二人の留学生を受け入れていたという事になります』

『既に二年間世話になっておるが、卒業までもう一年厄やつ介かいになる。これまでと同様仲良くして欲しい』

『これまで出身地を隠かくしていて申し訳ありませんでした。無用の混乱を避さける為ためではありましたが、深くお詫わびを申し上げます』

『そしてこちらはティアミリスさんのご親戚にあたるクラリオーサさん。しばらく前から吉祥春風市にお住まいで、この機に我が校に編入なさる事になりました』

『ごきげんよう、皆みな様さま。これからしばらくお世話になります。ティアミリスさん達と同様に、よろしくお願い致いたしますわ』

　ティア達はこの機にフォルトーゼからやってきた事を公表、残る留学生三人分の枠わくに収まった。あえて皇族である事は口にしなかったが、別段隠そうという意図はない。この日はただでさえ混乱する状じよう況きようなので、混乱に拍はく車しやをかける情報は言わなくていいとの配はい慮りよからだった。既に一部の生徒達は名前や演劇の内容からティアの真の身分に気付き始めている。事実はこれからの数日間で、ゆるやかに学校全体へ広まっていく筈だった。

『この四名の留学生の皆さんを仲間に加えて、我々吉祥春風高校は未知の世界へと踏ふみ出していく事になります。正直な所、我が校が宇宙時代の先さき駆がけとなるとは夢にも思っていませんでした。恐おそらく生徒の皆さんもそうでしょう。しかし人生とは常にそういうもの。予想した通りに進む事は稀まれなのです。だからこそ、目の前に現れたこの奇き跡せきに、精せい一いつ杯ぱい向き合っていきましょう！』

　結果的に見て、吉祥春風高校は幸運であったと言えるだろう。異星人であると分かる前の時点で、ティアは既に校内の有名人だった。能力も人ひと柄がらも良く知られていた。おかげでティアちゃんだったら異星人でも別に問題ないな、という意見が大たい勢せいを占しめた。これは程度に多少の差は有れど、ルースも同じだった。そしてそれに引き摺ずられるように、クランとナルファに対する抵てい抗こう感も低かった。ティアとルースが先行して校内に存在していた為に、異星人もただの人間であるという認にん識しきが周知されたのだ。

　そしてその事が将来的に、吉祥春風市と吉祥春風高校を宇宙外交の最重要拠きよ点てんとして押おし上あげていく事になる。だが、今の時点でその事に気付いている学校関係者は少ない。むしろフォルトーゼの技術を盗ぬすもうと考えている者、あるいは異星人排斥論者の方が、その兆きざしを感じ取っていたかもしれない。実際この時、そうした者達の一人が入学式と始業式の様子を窺うかがっていた。そして彼かれは何枚か写真を撮さつ影えいした後で、体育館を去った。ただの偵てい察さつ要員だったので、孝太郎達たちは彼の存在に気付いていない。霊波では批判的な報道機関の人々と区別が付かないのだ。今の吉祥春風高校には、希望と危険が同居している。そのどちらが優位に立つのかは、まだ誰にも分からなかった。










　担任教師が呼び込んでくれるのを待つ間、ナルファは廊ろう下かにかかっている一年Ａ組の部屋表示のプレートを見上げていた。

「レイオス様と一いつ緒しよが良かったなぁ………残念………」

　ナルファは希望クラスを三年Ａ組とした。青騎き士しと皇女達がいるクラスだったからだ。やはり年とし頃ごろの女の子としても、ジャーナリストの妹としても、青騎士と皇女の暮らしぶりにはとても興味があった。だが実際の年齢の問題で、配属されたのは一年Ａ組だった。

「でも駄だ目めだった事を嘆なげいていても始まらないよね。チャンスが無い訳じゃないし、むしろチャンスは自分で作らないと！　兄さんはそう言ってた！」

　ナルファは青騎士と皇女達が居る三年Ａ組には行けなかったものの、吉祥春風高校ではイベント事は組の縦割りで行う事が多い。つまり一年Ａ組に居れば三年Ａ組と行動を共にする事が多くなるのだ。そしてそのチャンスを利用して面識が出来れば、そこから自分でチャンスを作っていく事も出来るようになるだろう。その辺りは記者である兄のディーンソルドから色々と入れ知ぢ恵えをされていた。

「ナルファさん、入って来てくれるかい？」

「はいっ！」

　ナルファが気合を入れ直したその直後に、担任の中年教師が教室の中から彼女を呼ぶ。ナルファは元気に返事をすると、今後の生活に胸躍おどらせながら教室の中へ入っていこうとした―――のだが。

　ゴォンッ

「きゃあっ!?」

　ナルファは完全に開き切っていなかったスライド式のドアに額を強打した。それは倒たおれるほどの一いち撃げきではなかったが、ナルファは額の痛みで涙なみだ目めになった。

「大丈夫かね、ナルファさん」

「だっ、大丈夫ですっ。私昔からそそっかしくて………」

　心配そうにしている担任教師に、ナルファは額を押さえたままバツが悪そうに笑いかける。ナルファは自分でも言っているように、そそっかしい少女だった。今回のように障害物の存在に気付かなかったり、何もない場所で転んだりと、幼い頃ころから生傷が絶えなかった。兄のディーンソルドからは『もっと現実を見ろ』とか『お前の前世は壁かべ抜ぬけが出来る幽ゆう霊れいか何かだ』と言われたりしている。そんな兄の評価は腹立たしかったが、今日という大事な日にも既に二度やらかしてしまっているので、自分でも正しい評価だと認めざるを得なかった。

「大丈夫ならこっちへ来てくれるかね、クラスのみんなに紹介したいんだ」

「はい」

　ナルファは額と頬をそれぞれ違ちがう事情で赤くしながら一年Ａ組の教室へ入っていった。教室に入ると、やはり今日からクラスメイトになる生徒達の視線がナルファに集中する。この状況は彼女に、フォルトーゼを出発する時の記者会見の事を思い出させた。どこの星でも同じなのだな、そんな感覚が彼女に少しだけ冷静さを取とり戻もどさせていた。

「神聖フォルトーゼ銀河皇国から参りました、ナルファ・ラウレーンと申します。皆さんこれからよろしくお願いします」

　額と頬は赤くなったままだったのだが、ナルファは落ち着いた様子で名乗ると、深々と頭を下げた。頭を打って恥ずかしかったのはともかく、ナルファは人前に立つ度胸はあった。それは皇女相手でも物もの怖おじしない兄のディーンソルドに似ている部分だろう。

「やっぱり可愛い！　ティア先せん輩ぱいに勝まさるとも劣おとらない！」

「宇宙からの留学生、しかも女の子っ！　神様ありがとうっ！」

「綺き麗れいな髪………ああいう髪にするヘアケア製品って輸入されるのかなぁ………」

「フォルトーゼの人達って、みんなああなのかしら………自信無くしちゃう」

　ナルファが頭を下げたのをきっかけにして、生徒達は口々にナルファについての感想を話し合い始めた。彼らは同じ中学校の者達も少なくないが、大半が初対面だ。だが宇宙から留学生がやってくるとなれば、中学校の違いなど大した問題ではない。担任とナルファが教室へやってくる前から、彼らはそうやってナルファや今後の事を話し合っていた。もはや『お前、どこ中から来たんだよ？』は時代遅れ。これからは『お前、どこ星から来たんだよ？』の時代だった。

　―――何だか、想像とは違う感じ………もっとこう、異物を見るような目を覚かく悟ごしていたんだけど………これって、もっと俗ぞくっぽい………よね？

　ナルファが顔を上げると、クラスが騒そう然ぜんとなっている事に気が付いた。だがナルファが異星人である事に奇き異いの目を向けているというよりは、可愛らしい留学生が来たという意識が先行しているように感じられる。男子は単純に喜び、女子は自身と比べて溜ため息いきを漏らしていた。

　これにはやはりナルファが地球人と区別が付かない事が大きく影えい響きようしていた。会話も翻ほん訳やく機きで万ばん全ぜんであったから、説明されなければ異星人とは思えないのだ。加えてフォルトーゼの代表団が積極的に人々の前に出て来ていた事も影響していた。自ら街を歩き、地元の食べ物を食べ、人々と対話する。そうした映像を何度もネットやテレビで見ていたから、生徒達は異星人に対する驚きが一区切りついていたのだ。『フォルトーゼの人間が得体の知れない怪物に見えている内は交流は進まない』―――そう考えて早めに手を打ったエルファリアとティアの作戦勝ちだろう。

「ナルファさんはあそこにある空席に座ってくれるかな？」

「はい、分かりました」

　ナルファは担任教師の指示に従い、最後列にある空席に近付いていく。この時、生徒達は自然と彼女の姿を目で追っていた。だがナルファが自分よりも後ろに行った段階で、大半の生徒が前に向き直る。最後列なら、生徒達の視線は集中し難い。担任教師が事前に打っておいた手の一つだった。

「その隣となりの松平さん、ナルファさんは日本に来たばかりで不慣れだから、生活で困らないように色々と教えてあげてくれないか」

「わっ、私ですかっ!?」

「駄目かね？」

「い、いえ、そういう訳では………」

　もう一つの手は松平琴理をナルファの隣の席に配置しておいた事だった。今日が入学式なので担任教師が琴理と会うのはこの日が初めてだったが、彼女に人見知りの気があるのは資料に記き載さいがあって知っていた。その彼女をナルファの案内役にする事で、日本に不慣れなナルファと、友達を作るのが苦手な琴理の問題を同時に解決する。ベテラン教師の本領発揮だった。

「では頼むよ」

「はい………」

「よろしくお願いします、マツダイラさん」

「あの、こ、琴理って呼んで下さい」

「分かりました。よろしくお願いします、コトリさん」

「こちらこそ、よろしくお願いします、ナルファさん」

　その琴理はこの時、大変な事になってしまったと大きく動どう揺ようしていた。ただでさえ新しい人間は苦手なのに、それが異星人ときた。琴理の動揺はかつてなく大きい。こちらも人見知りの本領発揮だった。







兄の威厳の危機!?　四月六日（水）







　無事に入学式と始業式を終えた孝こう太た郎ろうだったが、それですぐに家に帰れた訳ではなかった。その後にフォルトーゼ側やサンレンジャーとの打ち合わせがあり、家に帰ったのは夕方の五時を回ってからの事だった。

「………なんだこりゃ？」

「なんだろうねぇ」

　一〇六号室に入った孝太郎と早さ苗なえを出で迎むかえたのは、直径五センチで数メートルの長さの透明なプラスチック製の筒つつだった。筒は和室から突つき出していて、玄げん関かんの辺りまで伸のびて来ている。早苗は靴くつを脱ぬぎ散ちらかすと筒を辿って六畳間へ入っていった。

「そこにいると危ないですわよ、ベルトリオン」

「なるほど、これはお前の仕し業わざか」

　孝太郎は早苗と自分の靴をきちんと揃そろえてから六畳間へ入っていく。すると六畳間の端はしに置かれた機械の塊かたまりの傍そばに、クランが立っていた。プラスチック製の筒はその機械から伸びている。先にやって来ていた早苗は、問題の機械を物もの珍めずらしそうに覗のぞき込んでいた。

「メガネっ子、これは何を作ってるの？」

「作っているというか、試ためしているというか………んー、まあともかく、ピンポンキャノンですわ」

「何だその矛む盾じゆんしまくったネーミングの武器は」

「言葉通りですわ。こちらの技術だけを使って、ピンポン玉を限界まで加速して撃うち出しますの」

　クランはメガネの位置を直しながら孝太郎達にこの機械の用よう途とを説明していく。驚いた事に、この数メートルに及およぶ大きな装置は、ピンポン玉の発射装置だった。

「どのくらいのスピードで飛ばせるの？」

「今は時速千キロメートル強という辺りですわね。この辺りからは音速の壁かべが邪じや魔まになって、スピードが伸びなくて………どうしたものかと悩なやんでいるところですの」

　時速千キロメートルというのは、音速の少し手前の辺りの速度になる。それはピンポン玉が飛ぶ速度としては既に有り得ない程ほどに速い。だからこそ、そこから更に加速するのは難しい。クランはそれに挑いどんでいるのだった。

「音速の壁って具体的にはどういう事なんだ？」

「ええと………簡単に申しますと、玉が速過ぎるせいで前方で空気が圧縮されて抵抗が増したり、衝しよう撃げき波はが気流の流れを乱したりして、前に進む為に余計にエネルギーが必要になりますの。その抵抗が一番強くなるのが音速の周辺であって、その事を音速の壁と表現しておりますのよ」

　かつては航空機の課題であった音速の壁。クランはその課題に、非常に軽くて脆もろいピンポン玉で挑んでいる。その難易度は航空機のそれに勝るとも劣らないだろう。それは科学に疎うとい孝太郎にも良く分かった。

「ピンポン玉が潰つぶれちまいそうだな」

「そうですの。これをご覧になって下さいまし」

「ピンポン玉、バラバラだね」

「対策なしで時速千百キロで撃ち出すとこうなってしまいますの」

「音速の壁に正面激げき突とつってところか」

「それをどう回かい避ひするのかを考える必要がありますの」

「どう考えてもピンポン玉には向かない事だから、難しそうだな」

　実の所、フォルトーゼの技術を使えばピンポン玉で音速を突とつ破ぱするのはさして難しくはない。バリアーでピンポン玉を守り、重力と慣性を制せい御ぎよして発射すれば速度など出し放題になる。しかしクランはそれをせず、あえて地球にある技術だけでやろうとしている。それは一見無む駄だとも思える行こう為いだが、孝太郎はそうは思わなかった。

「面おも白しろそうだ。俺おれも手伝う」

「珍めずらしく肯こう定てい的てきですわね？」

　孝太郎のこの反応に、クランは目を丸くした。クランは無駄だと笑われたりするんじゃないかと思っていたのだ。

「俺もこういう夏休みの自由研究的なものは嫌きらいじゃない」

「………そういえば貴方あなた、カブトムシを飼ったりしていましたわね」

　カブトムシを飼う事も、多くの人間にとっては無駄だろう。孝太郎はそれを分かった上で、あえて飼って楽しんでいる。だからクランがあえて地球の技術に拘こだわる事も、趣しゆ味みとしては正しいものだと考えている。この辺りの事は他の趣味、例えばプラモデル制作とかであっても同じだろう。

「あたしも混ぜて！　凄すごい速さのピンポン玉見てみたい！」

「速過ぎて目では追えませんわよ？」

「それでも壁に穴が空くのが見れるよ、きっと！」

　そしてこういう馬ば鹿か馬ば鹿かしい事には早苗も興味がある。こうして地球最速ピンポン玉プロジェクトは始動したのだった。










　しばらく現在のピンポンキャノンを眺ながめて改善点を洗い出した後、孝太郎達はちゃぶ台を囲んで今後の方針を相談し始めた。

「アニメで見た大たい砲ほうは筒がねじねじしてたけど、ああいうのしないの？」

「ねじねじって、砲ほう身しんの内側の螺ら旋せんの事か？」

「うん。ソレ」

「悪くないんじゃありません事？　ピンポン玉がバレル内で横に回転するようになれば滑なめらかに飛ぶでしょうし、空気抵抗も軽減出来るかもしれませんわ」

「でもさっきお前が言ってた、後方から玉を押す空気が脇わきを抜ぬけて正面側に出てしまう問題が、より悪化するんじゃないか？」

「試しに条件を変えて幾いくつかバレルを作ってみますわ。今より良い結果が出るものが出来るかもしれませんもの」

「おっ、科学者みたいな事を言ったな」

「わたくしは科学者ですわ！」

　孝太郎はそうやってしばらくクランや早苗と話をしていたのだが、お茶を飲んで湯のみをちゃぶ台に戻した時、ちゃぶ台にいる人間が一人増えている事に気が付いた。その人物は雑誌を開いて難しい顔をしていた。

「ゆりか、お前は何をやってるんだ？」

「ええぇっ、私何か失敗しましたかぁっ!?」

　日ひ頃ごろから怒おこられる事が多いので、ゆりかは孝太郎の言葉を勘かん違ちがいした。雑誌から顔を上げて半泣きで孝太郎の顔を見る。

「いや、そういう意味じゃなくてだな、単にお前がやってる事が気になっただけだ」

「そうですかぁ、びっくりしたぁ」

　勘違いが解けたゆりかはホッと胸を撫なで下おろす。そうして笑え顔がおを取り戻したゆりかは、見ていた雑誌を持ち上げて表紙を孝太郎に向けた。

「これですぅ」

「バイトの情報誌か………」

　この時ゆりかが読んでいた雑誌は地元の商工会が発行している無料のアルバイト情報誌だった。極きわめて狭せまい範はん囲いの情報が載のっているので、大手のアルバイト情報誌のものよりは時給が安かったりはするのだが、職場は近いし競争率も低い。ゆりかがアルバイトを探すには丁度いいだろう。

「お金が無くなってきたのでバイトしようかとぉ」

「あー、しばらく漫まん画がを買いまくってたもんな、お前」

　フォルトーゼに行っていた期間の反動で、ゆりかは漫画を沢たく山さん買ってしまった。おかげでゆりかは貯金を使い果たしてしまい、このままでは定期購こう読どくしている漫画雑誌が買えなくなる恐れがあった。それを回避する為に、ゆりかは短期のアルバイトをしようと考えていたのだった。

「里さと見みさんがぁ、おこづかいをくれるんでも良いいんですよぉ？」

「単純な遊びの金は自分で稼かせげ」

　フォルトーゼに行っていた事も含ふくめて、孝太郎とゆりかの周りには妙みような事が起こりがちだ。だからもしこれが通常の生活費の不足であれば、孝太郎もゆりかを支し援えんしてやったに違いないだろう。だがこれはあくまで漫画の為。孝太郎はゆりかを助けない事にした。遊びのお金まで支援すると、ゆりかの為にならないという判断だった。

「そう言うだろうなって思ってぇ、バイト先を探してるんですぅ」

「正しい判断だ」

「おこづかいで思い出した。孝太郎、あたしのおこづかい増やしてー！」

　早苗は今も孝太郎からおこづかいを貰もらっている。これはまだ彼女が幽霊だった頃からの習慣であり、その額は大したものではない。今は月額三百円だった。だが大事なのは額ではない。早苗はただ孝太郎からおこづかいを貰うのが好きなのだ。孝太郎は孝太郎で早苗におこづかいをあげるのが嫌いではない。つまりティアが孝太郎に俸ほう給きゆうを渡したいのと事情は同じだった。

「お前両親からも貰ってるから足りてるだろ？」

「うん、全然足りてる。でも一生に一度くらいは値上げ交こう渉しようを挑むのが、健全な関係だと思うのであります！」

「値上げ交渉そのものがしたいのな、お前」

「ベルトリオン、なんでしたら研究費を寄付してくれてもいいんですのよ？」

「………殴なぐるぞお前ら」

　孝太郎達の注意が自分から逸それたので、ゆりかはアルバイト探しに戻った。ゆりかにとって漫画の予算不足は由ゆ々ゆしき問題だ。早さつ急きゆうな解決が必要だった。

　―――あっ、これ………日給二万円!?　しかも当日払ばらいでっ!?

　情報誌の片かた隅すみに、非常に高額の日給を提示しているアルバイト募ぼ集しゆうが記されていた。だが携帯電話を使って、募集元の企き業ぎようをネット検けん索さくしてもヒットしない。また連れん絡らく先さきとして記されている電話番号も固定電話のものではない。仕事の内容は雑用・倉庫整理となっているが、むしろそれで二万円も出す理由が分からない。その理由となりそうなのが募ぼ集しゆう要よう項こうの末まつ尾びに書かれた秘密厳守の四文字だ。明らかにいかがわしい募集なので、流石さすがのゆりかも多少考えた。

　―――本当にやっちゃいけないお仕事だったりしたらやだなぁ………里見さんがぁ、がっかりするしぃ………でもなぁ………二万円ならしばらく働けば勉強に戻れるんじゃないかなぁ………あぁ～～～うぅぅ～～～。

　この高額の給料は魅み力りよく的てきだが、仕事の内容が分からないのが怖こわい。ゆりかも女の子。しかも自分の気持ちはきちんと自覚していたから、絶対に守りたい一線はあった。そこでゆりかは一計を案じた。

　―――そうですそうですぅ！　住所とか電話番号はセーフハウスのにしてぇ、偽ぎ名めいで応おう募ぼすればいいんだぁっ！

　怖い状況に陥おちいった時に備えて、ゆりかは履り歴れき書しよには本当の住所や電話番号、名前は記載しない事にした。アークウィザードの地位に付ふ随ずいする幾つかの権限がそれを可能としてくれている。アークウィザードはセーフハウスの住所と電話番号、そして偽名に関しては公私の区別なく使っていい事になっている。私用であっても正体を隠すのはレインボゥハートとしても有益だからだった。

　―――あとあとぉ、面接とバイトの日はぁ、いっぱい魔法で身を守ろう………私用で魔法を使っちゃ駄目だけどぉ、身を守る場合はおっけーの筈ですぅ！

　レインボゥハートの規則では、魔法の私的な利用は禁じられている。だが身を守る為の止やむを得えない利用は許されている。その辺りの事情は偽名などと同じだった。

「えっとぉ………永久とわ野の、百合愛ゆりあ………女性………じゅうななさい………」

　ゆりかはレインボゥハートが用意してくれた偽にせの身元を履歴書に書き込んでいく。本当はこんな事をしないで済ませたかったのだが、日給二万円はあまりにも魅力的だ。アルバイトが長引いて勉強が遅おくれても困るという真ま面じ目めな理由もあって、ゆりかはそのアルバイトに応募する事に決めたのだった。










　昼休み、琴こと理りとナルファは中庭へやってきていた。目的は二人で食事をする為だ。教室だとナルファのところに多くの人が集まって来てしまうので、樹木で視線が遮さえぎられる中庭へ逃にげて来たのだった。

「兄さんはコウ兄さんといつも何処どこかへ飛んで行ってしまうから、母さんはいつも怒ってばっかりで………」

「コウ兄さん？」

「コウ兄さんっていうのは、里見孝太郎さん。私と兄さんの幼おさな馴な染じみです」

　琴理はかなりの人見知りだったが、ナルファとは話が出来るようになっていた。担任教師から与あたえられた役目であるという建前が大きな助けになったのだ。また彼女は責任感が強かったから、役目を果たす事そのものにも強い目的意識があった。おかげでナルファとは早い時期に打ち解ける事が出来た。それは担任教師が期待した通りの結果だった。

「コータロー様の幼馴染み!?　本当ですかっ!?」

「え、は、はい。兄さんが小学校でコウ兄さんと出会って、私はそのついでだったんですけれど………」

　そしてもう一つ、琴理がナルファとの関係を深める助けとなったのが孝太郎の存在だった。フォルトーゼ人であるナルファにとって、孝太郎は伝説上の人物であり、しかも現在においても変わらず伝説を体現し続ける英えい雄ゆうだった。その幼馴染みである琴理は、孝太郎の個人的な情報を多数握にぎっている。それはナルファの知りたい事ばかり。ナルファとしては宝の山を発見したのと同義だった。そしてそれが琴理とナルファの会話を増やす結果となっていた。

「………でも、どうしてナルちゃんはコウ兄さんの事を知っているんですか？」

「あっ、え、えーっと………詳くわしい事情は話せませんが、簡単に言うとコータロー様はティアミリス様とそのご親族の恩人なんです。だからあの方はフォルトーゼでは良く知られています」

　孝太郎が青騎士、つまりフォルトーゼの英雄である事はまだ秘密にされている。そこでナルファは話せる範囲で事情を話した。長い付き合いになるので、変に嘘うそを言ってボロが出るよりはいいだろうという判断だった。

「そうだったんですか………でも、コウ兄さんならそういう事もあるかも。昔から義ぎ理り堅がたい人でしたから」

「もっと聞かせて下さい、そういう話！」

　幸い琴理はナルファの説明で納なつ得とくした。異星人だと公表される前から、ティアが孝太郎と仲良しだったのは琴理も知っている。だからその頃に何かあったのだろうという事は想像がついた。またティアはフォルトーゼの代表団の一員でもあるので、政治的な内容を含むのではないかとも考えられる。琴理は兄の賢けん治じと同じく頭の回転が速い。それが結果的にナルファにとってプラスに働いた格好だった。

「何の話をすれば良いのか………」

「コータロー様と初めて会った時の話からお願いします！」

「初めて………あれはいつだったかしら………？」

「コトリ、貴女あなたのお話を撮影しても良いですか？」

　ここでナルファは鞄かばんの中からカメラを取り出した。技術の持ち込みは禁じられているので、このカメラは日本製だ。静止画と動画の双そう方ほうに対応した、個人用としてはかなり高価なカメラだった。

「良いですけど、何に使うんですか？」

「ネットにアップロードして、地球のお友達の映像を故郷の人達にも見せてあげたくて。もちろんコータロー様のお話もですけれど」

「フォルトーゼにもインターネットみたいなものがあるんですね」

「私達は汎はん銀河ネットワークと呼んでいます」

「じゃあナルちゃんはこっちで言う動画配信者なんですね」
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「そうなりますね。ふふふふ」

「分かりました。でもちょっと待って下さいね」

　琴理も現代っ子、カメラで撮影される事にはあまり抵抗はない。ただそこは女の子、記録として残るなら可愛かわいく映りたい。琴理は小さな鏡を取り出して、髪かみの毛けや服の様子を確かく認にんし始める。琴理が納得するまで数分かかった。そして琴理は鏡をしまうと、改めてナルファと向かい合った。

「待たせちゃってごめんなさい」

「いいんですよ。気持ちは分かります。私も女の子ですから」

「ふふふ………そうだ、コウ兄さんと初めて会った時の事ですよね？」

「お願いします！」

「あれは確か、私がまだ―――」

　琴理は孝太郎との馴なれ初そめを話し始めた。ナルファはそれを撮影しつつ、時々分からない言葉を訊きき返したりする。そんな二人を春先の柔やわらかな日差しが照らす。吹ふき抜ける風も穏おだやか。優やさしく平和な昼休みだった。

「―――兄さんとコウ兄さんは野球チームの練習がない日も毎日ボールを追いかけて。洗濯物が多いって母さんが嘆いてたのをよく覚えています」

「へぇ………ところで野球って？」

「ああ、この星でよく遊ばれているチーム戦のスポーツです。二チームに分かれて、投手が投げたボールを別のチームの打者が打って………細かいルールが多いんですが、大まかには、打ったボールが多い方のチームが勝ちます」

「地球のスポーツか………紹しよう介かいする映像を作ってみようかしら」

「あはは、楽しそうですね！」

　そのまま昼休みが終われば良かったのだが、往々にして平和とは破られるもの。そのきっかけは琴理とナルファの背後を通った、二人の見知らぬ女子生徒の会話だった。

「………マッケンジー先輩………」

　最初に聞こえて来たのは、その一言だった。二人の女子生徒が近付いてくる時に、聞き慣れたその一言が琴理の耳に飛び込んで来たのだ。その言葉に惹ひかれて琴理が背後を振ふり返かえると、二人の女子生徒がお喋しやべりをしながら通り過ぎていくのが見えた。そしてその時に二人の女子生徒がしていたお喋りの内容が問題だった。

「私マッケンジー先輩がタイプなんだー。今度告白してみようかな？」

「やめときなさいって。あんたじゃ愛人の一人がせいぜいよ」

「愛人って………あの噂うわさ本当なの？」

「そこは分からないけど、彼かの女じよが次々変わってるのは事実でしょ。愛人が無理なら遊ばれて捨てられて終わりだわよ」

　お喋りの内容が耳に飛び込んで来た瞬しゆん間かん、琴理の表情が凍こおり付ついた。琴理はそれからしばらく微び動どうだにしなかった。彼女が動き出だしたのは、二人の女子生徒が中庭から消えた後の事。たっぷり数十秒の時間がかかった訳だが、気真面目な彼女が言葉の意味を飲み込むには、それだけの時間を必要とした。それほどに女子生徒達たちの会話は、彼女にとって衝しよう撃げき的てきだったのだ。

「にっ、にっ、兄さんっ！　まさか兄さんが愛人を何人も囲ってるなんてっ!?　不潔ですっ、そんなの不潔過ぎますぅっ!!」

「コトリ、落ち着いてコトリ！」

「落ち着いています！　私は落ち着いています！　これ以上ない位にぃぃっ!!」

「何処どこへ行くんですかコトリ!?　待って待って！」

　琴理の頭の中からは、これまでやっていた事の全すべてが吹き飛とんでいた。そして脇わき目めも振らず三年Ａ組を目指して走っていく。琴理は内向的な性格だが、人間関係を理想化して純じゆん粋すいさを求める傾けい向こうがある。実の兄が恋こい人びとを繰くり返し取り換かえつつ、愛人を多数抱かかえているという話は、琴理には到とう底てい受け入れられない。真実が何処にあるにせよ、確認せずにはいられなかった。










　妹が吉きつ祥しよう春はる風かぜ高こう校こうに入学してから数日が経たち、賢治は上じよう機き嫌げんだった。当初は琴理がクラスに馴な染じめるかどうか、友達が出来るかなど、幾つかの点を心配していた。だが幾つかの幸運が重なって、それらを心配する必要はないらしい事が分かってきていた。

「いやぁコウ、留学生様様だぞ～」

　賢治はコーヒー牛乳を飲みながらけらけらと朗ほがらかに笑う。普ふ段だんの賢治はクールな印象だが、妹が関係する話になると途と端たんに性格が変わる。今の賢治は完全に親おや馬ば鹿か、兄馬鹿といった雰ふん囲い気きだった。その変化のおかげで、主語が抜けていても、孝太郎にはすぐに琴理の話題だと分かった。

「キンちゃんと留学生とで何かあったのか？」

　孝太郎もナルファの現状の報告は受けている。だが特別な事情がない限りプライベートに関する報告は聞かないようにしていた。その『特別な事情』の線引きはキリハに判断を一任している。何か問題が起こればキリハ経由で情報が下りて来る事になっていた。一応女性相手、孝太郎も気を遣つかう部分だった。

「それがさぁ、琴理が留学生の世話係を任命されたらしくて、おかげで仲良くなれたらしいんだよ」

「早々に友達出来たのか。良かったじゃないか」

　孝太郎も内気な琴理の事は心配していた。だから賢治がもたらした情報は、ナルファと琴理両方に関する心配を軽減するものだった。

「そうなんだよ、まずは第一段階突破だなぁ。後はクラスに馴染めるかどうかだけど、琴理の奴やつが留学生関係の窓口になっているみたいで、こっちも大だい丈じよう夫ぶそうな気配なんだ」

「へぇぇ、何が上手うまく働くか分からんもんだな」

「でもコウ、そのおかげで馬鹿な男が言い寄ってくるようになったらしいんだよ」

「そこはキンちゃんを信じてやれよ、兄として」

「それは分かってるんだけどさー」

　賢治は琴理の高校生活が順調である事を純粋に喜んでいた。最近は琴理の心配をしている事が多く、自分が仲の良い女の子と過ごす時間が短くなっていた程だった。琴理に言い寄る男の問題は気になるものの、そこは孝太郎の言葉のように、気になるが信じてやるべき部分だろうと賢治も分かっている。つまり賢治の心配はここで一段落だった。

「コウ、お前が琴理と付き合えば良いんだよ。それで全部解決だ」

「簡単に言うけどな、俺にもキンちゃんにも都合があるんだぞ」

「その都合を忘れて何とか」

「お前、自分が安心したいが為ために滅め茶ちや苦く茶ちや言ってるぞ」

「知ってる」

　賢治の心配事は琴理と孝太郎の二人。その二人がくっつけば問題は一度に解決する。そうなれば孝太郎に出しゆつ荷かされるまで、気楽に妹を可愛がっていればいい。また琴理の防衛は孝太郎に任せられる。賢治にとっては理想的な展開なのだ。だが、賢治が理想とする展開は訪おとずれなかった。

「兄さん！　賢治兄さんっ！」

「へっ？」

　突とつ如じよとして教室に響ひびき渡わたった声は賢治にとって聞き慣れたものであったが、三年Ａ組の昼休みに聞こえてくる声ではなかった。だから賢治はかなり間の抜けた顔と声とでそちらに振り返った。

「兄さん！」

「琴理!?」

　そこに居たのは琴理だった。だが賢治はその姿を見てもまだ信じられなかった。何故なぜなら琴理の印象が普段とはまるで違っていたから。三年Ａ組の教室を力強く突き進すすんでくるその姿は、賢治が良く知る人見知りで内気な妹の姿とはかけ離はなれていた。

「兄さんっ、愛人が沢山いるって本当なんですかっ!?」

　そして彼女の可か憐れんな唇くちびるから飛び出してきた、普段とは比べ物にならない程に力強いその言葉。その一言は賢治のみならず、三年Ａ組に居たほぼ全ての人間を凍り付かせた。

「………面白くなってきた」

　凍り付かなかったのはただ一人、クラノ＝キリハその人だった。

「だっ、誰だれがそんな事をっ!?」

「校内で噂になっていました！　恥はずかしくて死ぬかと思いましたっ！」

　琴理が口にした噂は、クラスにいる女子なら殆ほとんどが聞いた事がある噂だった。ただし三年Ａ組の場合は賢治の人物像が正しく理解されているので、噂を信じている人間は少数派だった。もちろん六畳間の少女達も同じで、特に孝太郎の友人であるという点からも、その噂を信じていなかった。男子の間ではそれほど知られた噂ではなかったが、知っている者は人気者の賢治への嫉しつ妬とだろうとまともに取り合っていなかった。

『あれ、妹さんだろ？』

『まさか………』

『噂は本当だったの？』

『ショックー！』

『マジかよマッケンジー!?　どんだけはべらしてんだよっ!?』

　しかし琴理の登場がそうした認にん識しきを一変させた。実の妹が怒ど鳴なり込んでくるぐらいだから、噂は本当だったのではないか。そう考える者が大半を占しめるようになっていた。

「ま、待て琴理！　誤解だ！」

「そう言うでしょうね！　認められる筈はずがありませんからね！」

「落ち着け！　そもそも愛人って言葉自体がおかしいだろ！　俺はまだ独身だぞ!?」

「不特定多数の女性とのおつきあいは否定しないんですねっ!?」

「違う！　そういう事じゃないっ！　付き合っている女の子は常に一人だ！」

「毎回目の前にいる女の子にそう言うんでしょうっ！　汚けがらわしいっ！」

　怒いかりで我を忘れた琴理と、何とかその場を収めようと必死な賢治の言い合いは過熱する一方だった。おかげでクラスの人々の意識は二人に集中しており、この時教室の後方のドアから入ってきた一人の女生徒には誰も気付かなかった。

「あっ………よかった、ここに居たのね、コトリ」

　それは琴理を追ってきたナルファだった。今の彼女は日本でも有数の有名人だが、髪の毛の色を除けばごく普ふ通つうの女の子でしかない。修しゆ羅ら場ばに突とつ入にゆうした賢治と琴理の存在感には敵かなわなかった。とはいえ彼女が当初の予定通りに、琴理に話しかけていればその限りではなかったかもしれない。しかしナルファはそこで見付けてしまった。ナルファにとって、そしてフォルトーゼの全国民にとって、特別な意味を持つ二人を。

『じゃーんけーんぽいっ！』

　ナルファが覗き込んでいるカメラのファインダーの向こう側で、孝太郎とティアがじゃんけんをしていた。既すでに日本へ来て数日が経過していたから、ナルファにもその行為の意味は分かる。だが撮さつ影えいした動画を汎銀河ネットワークへアップロードする際には、注意書きを書き加える必要があるだろう。

「あっちむいてホォイッ!!」

　じゃんけんに勝った孝太郎が勢いよく右を指し示す。同時にティアは素す早ばやく左を向く。その直後、孝太郎は悔くやしそうに表情を歪ゆがめ、ティアはホッと胸を撫で下ろした。

　―――あれは………じゃんけんと複合したゲームなのかしら？　指さした方を見たら負け、というような？

　ナルファには疑問があったが、とりあえずは撮影を続ける。疑問の解消は後からでも出来る。今はティアと孝太郎の行為を見守る方が大事だった。

『じゃーんけーんぽいっ！』

　二度目のじゃんけんはティアが勝った。だから今回は指をさすのはティアで、顔を動かすのが孝太郎だった。

「あっちむいてーホォイッ!!」

「………ウッ」

　ティアが指し示したのは下。孝太郎が向いたのも下。するとティアは両手を挙げて大喜び。反対に孝太郎は肩かたを落とした。ナルファが想像したルールは正しい。ティアの勝ちだった。だがここからナルファの想像を超こえた事が起こった。

「コータロー、あーん」

「仕方ない、ホレ」

　ティアが孝太郎の方に顔を差し出し、その小さな口を開ける。すると孝太郎は箸はしでつまんだ唐から揚あげを放ほうり込む。ナルファはそこで理解した。先さき程ほどのあのゲームは、最後の唐揚げの獲とり合いをしていたのだと。

「はむはむ………んく。美味うまい」

「お前こういう時はやたら強いのな？」

「もっと尊敬するがよい。そなたの主君は有能じゃ」

「はいはい、お慕したいしております、皇女殿でん下か」

「うむ、くるしゅうない」

　それは想像を絶する光景だった。行為自体はフォルトーゼでも一いつ般ぱん的てきなものだ。ナルファだって兄のディーンソルドとお菓か子しの獲り合いぐらいは日常的にやる。だが皇女と騎き士しが、という構図になるとまるで意味が変わって来る。

　―――こんなに可愛いティア殿下はこれまで見た事がない………レイオス様だって、あんなに柔らかい顔をなさって………普通の皇女と騎士ではありえない、こんなの！

　しかも今は孝太郎が席に座すわって漫画雑誌を開き、ティアは孝太郎の背中側からその首に抱だき着つくようにして肩かた越ごしに顔を出し、二人で仲良く漫画を読んでいる。二人の様子はごく自然で、それが日常的な行為である事が良く伝わってくる。まるで長く時間を共にした、親友同士のような距きよ離り感だった。

　―――この感じなら………絶対にティア殿下はレイオス様をフォルトーゼに連れ帰ってくれるだろうな………この二人が離はなれ離ばなれになるなんて、想像つかないもの………。

　ナルファは二人の姿に見み惚ほれていた。孝太郎がページをめくると、その度に二人はああでもないこうでもないと漫画の内容を議論する。そのせいで明らかに読む速度は遅おそくなっているのだが、二人はそこに不満はないらしい。窓から降り注ぐ穏やかな春の日差しを浴びながら、黄金の姫ひめと青き騎士は穏やかな昼休みを過ごしていた。
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「ティアちゃん、お客さんみたいよ？」

「む？」

　そんな時、立たち尽つくしてただカメラを回しているナルファに静しず香かが気付いた。それがティアに伝わり、彼女は孝太郎から離れてナルファの方を向く。当初はそれを望んでいたナルファだが、今は二人が離れてしまった事が少しばかり残念だった。

「申し訳ありませんでした、ご挨あい拶さつもせずにいきなり撮影してしまって………。この度留学生に選んで頂いた、ナルファ・ラウレーンです」

「ティアミリスじゃ。そなたも兄同様、記者志望なのか？」

　ティアはナルファの手元を見る。そこにあるのは日本で手に入るカメラだったが、かなりの高級品だ。だから自然と記者志望なのではないか、という発想に落ち着いたのだ。

「記者というよりは、色々な映像を撮影するのが趣味で………どちらかというと写真家とか映像作家志望になると思います」

「ふむ、そなたとは仲良くやっていけそうじゃ。よろしく頼たのむ」

　根ね掘ほり葉は掘ほり訊いてくる記者とは違ちがい、あるがままを撮とるのが写真家や映像作家。ティアは記者のディーンソルドとは遺い恨こんがあったが、あるがままを撮る妹のナルファとは仲良くやっていけそうな気がしていた。

「ありがとうございます、殿下！」

「しー」

「そうでした。すみません、ティア様」

「不幸中の幸いというか、あっちのおかげで我らに注目する者はおらぬ」

『だから誤解だって言ってるだろう！』

『兄さんが次々彼女を替えてなければ、その言葉を信じられたのにっ！』

『そ、それは………』

「………向こうはまだ赦ゆるして貰えていないようじゃが、わらわの方は赦すぞ。気に病やむ必要はない」

「次からは気を付けます」

　思わずティアを殿下と呼んでしまったナルファだったが、幸い賢治と琴理の騒そう動どうのおかげで誰もその事には気付いていない。とはいえ幸運が何度も重なるとは思えないので、ナルファは気を付けようと心に刻み込んだ。

「ところでそなた、何をしにここへ参ったのじゃ？」

「ここまではコトリを追ってきたんですけれど、殿下とレイオス様をお見み掛かけして、それで思わず撮影を………」

「ちなみに、今はあっちは撮らん方が良いぞ」

「大丈夫です、あっち以外を撮りました」

「なら良い。そうじゃ、折せつ角かくじゃから少しコータローを撮っていくか？　あやつの映像も欲ほしいのじゃろう？」

「俺はそろそろマッケンジーを助けに行きたいんだが。あいつさっきからしきりに救きゆう援えんを求めてこっちを見ているんだよ」

「知らん知らん」

「どちらかというとレイオス様だけでなく、ティア様やクラン様、ルース様が一いつ緒しよにいる所が撮りたいのですが。一応国民の最大の関心事ですから」

「それもそうじゃの。集合写真風で良いか？」

「はいっ！」

「………すまんマッケンジー、もうしばらく一人で頑がん張ばれ」

『そんな殺せつ生しようなぁっ!!』

『兄さん、ちゃんとこっちを向いて話を聞いて下さい！』

　結局、ナルファが三年Ａ組へやってきた事が賢治の傷を深いものとした。これにより孝太郎が賢治を助けに行く前に昼休みの終しゆう了りようを告げるチャイムが鳴ってしまい、話がこじれたまま琴理は一年Ａ組へ帰っていったのだった。







アルバイトと盗聴器　四月十三日（水）







　賢けん治じの一件で孝こう太た郎ろう達たちと遭そう遇ぐうして以降、ナルファは度たび々たび孝太郎達の前に現れるようになった。その目的は主に、孝太郎とフォルトーゼ出身者を撮影する事。これに付随して孝太郎達がやっている事を解説する為に、日本の文化を紹介する映像も撮影している。外国からの旅行者が本国に居る人達の為に動画を撮影するのと事情は同じだった。

　ゴンッ

「あいったぁ～～～」

　カメラで撮影しながら後ろ向きに歩いていたナルファだったが、後方不注意で後頭部を電柱に打ち付ける。それを見た孝太郎は慌あわてて彼女に駆かけ寄よった。

「だっ、大だい丈じよう夫ぶか？　凄すごい音がしたぞ」

「大丈夫です、コータロー様。私は生まれつきそそっかしいみたいで、よく色んなものにぶつかるんです。だからこれぐらい慣れてます」

「んー………まあ、カメラを落とさずに撮影を続けているんだから大丈夫か」

「はいっ！」

　ナルファの撮影自体には問題はなかった。クラスメイト達は、フォルトーゼ出身者が同じフォルトーゼ出身者を撮影して、本国へ近きん況きよう報告をしていると考えている。そこに孝太郎が一緒に映っているのは単に友達だからぐらいに思われていた。

「ティア様、ルース様、こっち向いて下さーい！」

「おー………ってそなたっ!?」

「おやかたさまっ!!」

「分かってる！」

「きゃああぁああぁぁぁぁっ!?」

　キキキィィィィィィッ

『バカヤロー!!』

「申し訳ございません、御ご迷めい惑わくをお掛かけ致いたしました！」

「おっ、お前、少しは周りを見ろよ!!　死ぬところだったぞ!?」

「すっ、すみませんっ、そそっかしくて!!」

「………そなたが死ぬ前に、我らの心臓が止まるぞ」

　問題だったのが、ナルファが度々危険な目に遭あうという事だった。おかげで被ひ写しや体たいの孝太郎達は落ち着いている暇ひまがない。今のように車に轢ひかれそうになるくらいは日にち常じよう茶さ飯はん事じだ。それが孝太郎の言葉が思わずきつくなってしまうような頻ひん度どで起こる。非常に危なっかしい人物なのだった。

「自分で言うのもなんなんですけどぉ、私より危ない人ってぇ、初めて見ましたぁ」

「うん、色々となんなんだけど、あたしもそう思う」

「ゆりか、これで私達があなたを見ている時の気持ちが分かったんじゃない？」

「よく分かりましたぁ。真ま希きちゃん達ってこういう気持ちだったんですねぇ」

「………別にホッとしている訳ではないのよ？」

「ええっ、そうなんですかぁ!?」

　ゆりかが自覚しているように、ナルファの危なっかしさはゆりかのそれを遥はるかに上回っていた。ゆりかは自分から不幸に嵌はまっていくスタイルなのだが、ナルファの場合は周囲がまるで見えていない。仮に二人の目の前に穴があった場合、ゆりかは一応穴を避さけようとして石につまずいたりするが、ナルファはそのまま気付かずに穴に落ちる。ナルファはあまりにナチュラルに危険な少女だった。

「ハルミ、あの子がああいう風な理由が分かってきましたわ」

「資料に何か書いてありましたか？」

「あの子、実は物もの凄すごいお嬢じよう様さまですの。報道大手のエコノミック・マスティル社、その現会長の孫まご娘むすめですわ」

「じゃあ、これまであの子の身の安全は………？」

「周りの人間がパーフェクトに守っていたのですわ」

「それに確か、お兄さんの記者さんは相当優ゆう秀しゆうな方だったとか………」

「要は出会ってすぐの頃ころのクランと同じで、箱入りだった訳か」

「もー、ベルトリオン！　またわたくしを持ち出してぇっ！　………まぁ、多少方向性は違いますけれど、そういう事ですわね」

　お嬢様としてあまりに自由に育てられたナルファは、結果として危険に鈍どん感かんな少女に育ってしまった。周囲にもその事への危機感があり、地球行きという絶好の機会を得て、ナルファに独り立ちを促うながしたのだろう――――孝太郎はクランの話を聞いて、そんな風に考えていた。










　そうやって孝太郎達が危なっかしいナルファに頭を悩なやませていた時。一人で最さい後こう尾びを歩いていたキリハもまた、降ふって湧わいた難題に頭を悩ませていた。

　―――確かに四月六日から、奇き妙みような感覚はあったのだ………。まさかこういう事だったとはな………。

　キリハは鞄の中から一通の手紙を取り出す。その手紙こそ、キリハを悩ませている難題の正体だった。キリハを悩ませていた理由は明らかで、この手紙は彼女が彼女に宛あてて書いた代しろ物ものだったからだった。

　手紙が届いたのは昨日の事だった。配達日指定のシールが貼はられて郵送されており、消印は六日となっている。という事は日本の郵便事情から推測して、五日の夜以降に投とう函かんされたと考えるべきだろう。キリハはその手紙を受け取った時から、奇妙な手紙だと感じていた。宛あて名なの文字が、自分の筆ひつ跡せきだったからだ。書いた覚えも出した覚えもない、自分が自分に宛てた手紙が届いた。それは明らかに何か複雑な事情、しかも見み逃のがす恐おそれがある置き手紙形式を避けた事から、確実にこのタイミングで自分だけに伝えたい事情である事が窺うかがわれた。そこでキリハは奇妙に感じながらも手紙を開かい封ふうした。

　手紙の封ふう筒とうの中からは、便びん箋せんと一回り小さい封筒が出て来た。その便箋に書かれていた文字は、やはりキリハの筆跡だった。そしてその内容は、四月五日の深夜の段階で孝太郎と六畳間の少女達全員の記き憶おくを少しだけ変えた、というものだった。その理由は記憶を変えた方が楽しく過ごせるからで、決して悪い事があったからではないという。そして小さい封筒には、記憶を変えた正確な事情と改変部分、記憶を元に戻もどす方法が記されているとの事だった。最後に、この手紙が緊きん急きゆう事態に備えて残されたと記されていた。だから他の皆みなにはこの手紙の存在を伏ふせておき、本当に行いき詰づまった時にだけ開封するようにと指示されていた。

　キリハは便箋を最後まで読んだ時点で、指示を無視して小さい封筒を開封し中身を確認しようと考えた。その方がリスクが低減されるし、何が書かれているにせよ真実を自分の胸の中に留とどめておけばいいからだ。だが流石さすがに自分自身が書いただけの事はあり、手紙にはその行動を阻そ止しする為の追つい伸しんが付け加えられていた。便箋の末まつ尾びには孝太郎の筆跡でこう書いてあった。

『追伸：もし君が緊急時以外に小さい方の封筒を開封したら、カブトンガーカードを没ぼつ収しゆうして、首くび飾かざりを君に返へん却きやくする』

　こんな風に書かれてしまっては、キリハには小さい封筒を開ける事は出来なかった。文脈からすると、この追伸を書いた時点の孝太郎は、かつてキリハがカードと首飾りを交こう換かんした意味を明らかに理解している。それはつまり『俺おれの事が好きなら開けるな』と言っているようなもの。最愛の人がキリハの愛情を前提にして残した言葉を、彼女は裏切る事が出来なかった。

　―――全く、厄やつ介かいな問題を簡単に押おし付けてくれる………。もぅ………。

　キリハは愛情と恨うらみ節が半々に混じり合った視線を、先を歩く孝太郎の背中へ向ける。キリハに宛てられた手紙、そして孝太郎や他の少女達に伏せる指定。それはつまり記憶と現実とで何か矛む盾じゆんが生じた時、その解決をキリハに一任したという事でもある。現時点でキリハが気付いている矛盾はこの手紙の存在以外にも、自分の部屋の買い置きの封筒と便箋が手紙十通分以上減少しているという事、また何故か大量のセンサー類が使用された形けい跡せきがあるという事などだ。それらは現時点では問題になるような矛盾ではないが、今後もそういった事がチラホラあるとすると頭の痛い問題だった。信じているから任された、そう言う事も出来る。だがそれだけでは微び妙みように不満だったので、キリハは腹いせに孝太郎をドキドキさせてやろうと考えている。あの追伸はキリハの愛情を前提に残されたもの。ならばキリハにはその対価となる愛情を、受け取る権利がある筈だった。
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　朝のナルファは吉きつ祥しよう春はる風かぜ高こう校こうに用意された留学生専用の寮りようを出て、通学路の様子を撮影する。そしてそこに気になるものを見付けると、その後を追って行くというスタイルだった。もちろん今の段階では、彼女の気になるものは一つ。青騎士レイオス・ファトラ・ベルトリオン―――孝太郎の事だった。

「ナルファさんっ、そっち駄だ目めだって!!」

「ふぇ？」

「だぁぁっ!!」

　孝太郎は撮影に気を取られて道路の側そつ溝こうに落ちそうになっていたナルファの手を掴つかみ、思いきり引き寄せた。すると体重の軽いナルファは勢いよくすっ飛んでくる。続いて孝太郎は飛んできた身体を抱き留とめた。ナルファの体重は軽くても、それなりに衝しよう撃げきはある。孝太郎は多少息が詰つまったが、同時に大きく安あん堵どしていた。

「ふぅぅ………良かった………」

　留学生が怪け我がでもしようものなら大問題になる。孝太郎は自分を撮影しに来たナルファを日常に潜ひそむ危険から守る事が日課となりつつあった。

「いつもすみません、コータロー様」

「ナルファさん、怪我は無いかい？」

「無いです。というか、嬉うれしいです」

「嬉しい？」

「フォルトーゼの全ての女の子の憧あこがれですから。こうやって青騎士閣下にぎゅっと抱き締しめて貰もらうの」

　至近距離だったので、ナルファは普段なら使わない青騎士の名を囁ささやく。そして本当に嬉しそうに微笑ほほえんだ。

「おわっとっ!?」

　孝太郎は慌てて彼女を解放する。だがそれは青騎士の名に動転したという訳ではなく、出会って間もない女性を思いきり抱き締めている事に気付いたからだった。

「あう、残念です」

　ナルファは少し寂さびしそうに目を細めると、気を取り直してカメラを孝太郎に向ける。何度危ない目に遭っても挫くじけない、カメラマンの鑑かがみだった。

「気を付けるんだぞ」

「はい！」

　ナルファには悪気はない。また彼女なりにちゃんと気を付けているのも分かる。それでも彼女は不幸に見み舞まわれる。だから責める訳にもいかないし、撮影を続ける意思も堅かたい。心配をしながら見守るしかないのが孝太郎としてはもどかしいところだった。

「心配だなぁ………」

　思わず飛び出した孝太郎の呟つぶやきに、隣となりを歩いている賢治が応こたえた。

「コウは良いいよな、他人の心配で」

　奇妙な事に、今朝の賢治は一人だった。昨日までは琴こと理りと仲良く一緒に登校していたというのに。その理由は合流してから幾いくらもしないうちに明らかになった。

「キンちゃんまだ怒おこってるのか？」

「かつてない程ほど怒ってる。病びよう原げん菌きんか何かのような扱あつかいでな」

　賢治が一人だったのは昨日のトラブルが原因だった。賢治の女性に関する悪い噂が琴理の耳に入ってしまい、琴理は確認の為に三年Ａ組までやってきた。それに対して賢治は歯切れの悪い答えしか用意出来なかったので、二人の関係がこじれてしまっていたのだ。

「キンちゃん真ま面じ目めだからな。頑張れよ」

　琴理は生まれついての人見知りと内気さが手伝って、恋れん愛あいに対して純粋さや潔けつ癖ぺきさを求める傾向にある。一人の人に対して深い繋つながりを持ち、それを決して裏切らない。言うなれば物語の主人公の様な恋こいを求めているのだ。それはとても残念な事に、賢治の現実とは相あい容いれないのだった。

「冷たいぞコウ！　親友と妹の関係がこじれたのに、放っておくというのか!?」

「どうしようもないだろ、この場合。お前が泥どろの中から宝石を拾おうと頑張っている事ぐらいは俺にも分かる。だがそれを言ってもキンちゃんは納なつ得とくしないだろ？」

　賢治の場合は孝太郎とは違って、外見と性格が良く社交性も高いから、あらゆる種類の女の子が近付いてくる。その中には性格の悪い女の子も少なくない。賢治は賢かしこいので、付き合って幾らか時間が経てば相手の悪い部分が見えてしまう。それで付き合いが長続きしない。言うなれば賢治もまた琴理と同じく純粋さや潔癖さを求めているのだが、琴理とは違って数をこなすという効率的な方法で相手を探している。そのすれ違いは幾ら言葉を尽くしても埋うまらないだろう―――というのが孝太郎の考えだった。

「お前から琴理に言ってくれ！　あいつはお前の言う事なら信じる！」

「今回ばかりは無理だろう、そのやり方を選んだお前の作戦ミスだ」

　思想の問題ではなく、実行の手段が問題となっている。しかも数年にわたって積み重ねてきた問題でもあった。どう説明しても言い訳にしか聞こえない。孝太郎も助けてやりたいのは山々だが、やはり琴理を説得する方法は思い付かなかった。

「お前の事も琴理にバラしても良いんだぞ!?」

「良いぞ別に。俺はキンちゃんに怒られるような付き合いは一つもないからな」

「何てズルい奴だ！　これだけ女の子に囲まれていながら！」

「やっぱり手て当あたり次し第だいはまずいんだって、マッケンジー。正直に土下座を続けろ」

　孝太郎から言えるのは一つだけ。真正面から琴理に謝あやまり続ける事、それだけだった。誤ご魔ま化かしは利かない。琴理は純粋さと潔癖さを求めているのだから、それ以外には方法はない筈だった。

「酷ひどいです、里さと見み君。里見君と私はただならぬ仲です。しかもふか～いふか～い。多分、琴理さんに教えたらショックを受けると思いますよ」

　だが、ここで孝太郎が予期していなかった事が起きた。いつの間にかすぐ隣にキリハがやってきていて、孝太郎の腕うでに自身の腕を絡からめ、ぴったりと寄り添そっていた。そして彼女は軽く目を伏せ、頬ほおを赤らめている。キリハは確かに嘘うそを言っていない。孝太郎とキリハは確かに―――正確に言うと九人の少女なら誰でも―――ただならぬ深い仲。琴理が知ればショックを受けるだろう。多くの事件を共に潜くぐり抜ぬけて来たのだから当たり前だろう。だがそれを仕草が別の意味に捻ねじ曲まげている。この言葉をこの仕草と共に聞けば、誰でも恋愛で言うところの深い仲と勘かん違ちがいするのは当然だった。

「この野や郎ろうっ、コウッ！　綺き麗れい事ごと並べた癖くせに、お前もやらかしてるんじゃないか！」

「キリハさんっ、あんた一体何がしたいんだっ!?」

「そんなっ、私はただ事実を言っただけで―――」

「また演出が根こそぎ嘘だろうがっ!!」

「こうなったらお前も道連れだ！　見てろよ、明日の琴理は一味違うぞ！」

　孝太郎をドキドキさせたいキリハの横よこ槍やりで、事態は思わぬ方向へ転がろうとしていた。このまま何も手を打たなければ、明日には賢治に続いて孝太郎の立場も崩ほう壊かいし、大変な事になるだろう。だが、不思議とそういう事にはならなかった。










　琴理が一〇六号室を訪れたのは初めての事だった。にもかかわらず、琴理が緊きん張ちようしている様子はない。実は琴理は、一〇六号室へ引ひっ越こす以前の孝太郎の部屋には何度も入った事があったのだ。おかげで琴理は家具の多くに見覚えがあり、緊張してしまうような事はなかった。

「この棚たな、まだ使っているんですね。中身は少し変わりましたけど」

「一人暮らしになると色々とね」

「そんな印象ですね。ふふふ」

「お、お招き頂きまして、大変恐きよう縮しゆくです。レイ………その、コータロー様」

　むしろ緊張していたのは同行していたナルファの方だった。琴理にとって孝太郎はただの幼おさな馴な染じみ。それに比べてナルファにとって孝太郎は伝説の英えい雄ゆう。普ふ段だんの撮影は公の場なので気にならないのだが、ここは孝太郎のプライベートな空間だ。緊張するなと言っても無理な話だった。

「気にする事はないぞ、この部屋に出入りする人間は多いでの。ちょっとしたフォルトーゼの出先機関とでも思って居おればよい」

「はい」

　そしてナルファを恐縮させるもう一つの要因が、当たり前のように孝太郎の横に座っているティアの存在だった。足を投げ出だしていてお行ぎよう儀ぎが悪いものの、ティアは紛まぎれもなくフォルトーゼの皇女。つまりナルファの目の前には伝説の英雄と、その主君である皇女が並んでいる。幾ら実家が金持ちとはいえ、所しよ詮せんは一いつ般ぱん人じんのナルファにとって、恐縮してしまう状じよう況きようだった。

「そういえば、ティアさんもフォルトーゼの方だと伺うかがいましたが」

「うむ。以前、私用で参った時にルース共々コータローに世話になっての。それ以来仲ようさせて貰っておる」

「以前私と会った時もその一いつ環かんですか？」

「そのような感じじゃ。コータローはこういう性格じゃから、随ずい分ぶん世話になった」

　琴理はティアやルースとも面識があった。実は異星人だと知らされて驚おどろきはしたが、知っている人だし、近くに孝太郎も居るので、人見知りもそれほど顔を出さない。もちろんティアが皇女だと分かっていればまた違うのだろうが。

「お茶をどうぞ、コトリ様、ナルファ様」

「ありがとうございます、ルースさん」

「きょ、恐縮です」

「どうしたの、ナルちゃん。ちょっと元気ないけど」

　そんな訳で、琴理が気にしていたのは、ナルファの様子が普段とは少し違っている事だった。いつもなら無む邪じや気きにカメラのファインダーを覗のぞいているというのに、この場所へ来てからは借りてきた猫ねこのようになっている。その違いを生んでいるのは何なのか、琴理はそこが気になっていた。

「あ、その………男の人の部屋に入るのって、初めてだったから………」

「コウ兄さんなら大だい丈じよう夫ぶだよ。私に負けないくらい融ゆう通ずうが利きかない人だから」

「それはもう、分かっているつもりなんですけれど………そうだそんな事より、相談があるんでしょう？」

「そうそう、そうでした！」

　ナルファにとって幸いだったのは、この日は琴理の用事で孝太郎に会いに来たという事だった。琴理には孝太郎に相談したい事があったのだ。だからその事を思い出した時点で琴理はそちらに興味が集中し、ナルファの雰ふん囲い気きがいつもとは違う事を忘れていた。

「実はコウ兄さん、折り入って相談したい事があるんです」

「なんだい、改まって」

「相談したいのは、兄さんの事です」

　琴理の相談というのは賢治の事だった。内気で人見知りな彼かの女じよには、家族以外ではなかなか相談できる相手が居ない。しかも今回の相談は内容が内容だけに、家族に相談する訳にはいかないと来ている。そうなると頼みの綱つなは幼馴染みの孝太郎だ。付き合いが長いだけでなく、その真面目な考え方も琴理にはありがたかった。

「ああ、例の件か………」

　孝太郎は思わず苦く笑しようする。既に問題の答えははっきりしているので、孝太郎には言ってあげられる事はないだろう。賢治が手段の行き違いを正直に謝る他はない。少し前の孝太郎なら、それを伝えて話を終わりにしたのかもしれない。しかしこの二年で女の子という生き物の生態を幾らか理解した孝太郎は、とりあえず話を聞く事にした。

「良いよ、言ってごらん」

「ありがとうございます………コウ兄さん、うちの兄さんはどうしてあんなに堕だ落らくしてしまったんでしょう。昔は男気があって優やさしい人だったのに………」

　琴理にとって賢治は自じ慢まんの兄だった。勉強もスポーツも人並み以上にこなし、賢く心優しい。面めん倒どう見みが良く、いつも冷静。しかも見た目も優すぐれている。自分の兄ながら、まるでアニメや漫まん画がから出て来たのではないかと思える程ほどだった。しかしそれが高校生になった途と端たん、恋こい人びとを次々と乗のり換かえるような駄目な男になってしまった。それが琴理には残念でならなかった。

「あいつは今も男気があって優しいよ」

「そんな人が次々と恋人を乗り換える筈ないじゃありませんか！」

「まあまあキンちゃん落ち着いて」

　孝太郎は興奮して身を乗り出す琴理を手で制止し、小さく苦笑する。琴理がここまで感情を露あらわにするのは珍めずらしい事だ。それだけ琴理にとって重要な問題なのだった。

「無理です！　あんな女の敵が我わが兄だなんて………耐たえられません………」

「同感じゃ」

「ティア！」

「済まんかった。思わず口に出してしもうた」

「キンちゃん、マッケンジーは賢いだろう？」

「ええ、はい………」

「だから時間が経たつとあいつには見えちまうんだよ。目の前にいる女の子が隠かくしている、悪い部分がさ。そんなもの見たい訳は無いのに」

「………それは………」

　それが琴理の視点に欠けている物だった。琴理は女の子には落ち度がないという前提で話をしている。それは当然で、琴理は内気で人見知りだから、女の子の側は自分と同じようなものだろうと考えていたのだ。

「しかもあいつはモテる。俺みたいに見た目や頭の出来が並みであればともかく、何でも出来るあいつのところには色んな子がやって来る。そこからまともな子を見付けるのは大変なんだよ」

「だからって、手当たり次第っていうのは納得出来ません」

「つまりキンちゃんとマッケンジーですれ違ってるのはそこなんだ。根本的なところで考え方がすれ違ってる訳じゃない。そこだけは分かってやって欲しいな。もっとも、それだけでは納得出来ないだろうけれど」

「………」

　孝太郎の言葉を聞くと琴理は黙だまって考え込んだ。これまで自分には無かった視点が示されたものの、すぐには受け入れられない。感情的なねじれが強いのだ。そんな琴理の様子を見て孝太郎は改めて思う。やはり琴理が賢治を許すのはもう少し時間がかかるようだ、と。

「………ちなみにコウ兄さんは、誰だれかとお付き合いしていたりはするんですか？」

　答えを出せず、困った琴理は結局孝太郎に助けを求めた。実の兄と同じくらい慕っている孝太郎ならどうするのか、それを知りたいと思ったのだ。

「そういうのはまだいない。でも、大事にしたい奴やつらは何人かいるよ」

　孝太郎がそう言うと、この時一緒に部屋にいたティアとルースの視線が自然と孝太郎に向く。二人にとって興味がある話題だった。

「どうするつもりなんですか？」

「まだ何とも言えないな。でも………あいつらの笑え顔がおが一番多くなる方法を見付けたいと思ってる」

　孝太郎の結論を聞くと、ティアとルースの視線は孝太郎から剥はがれた。そしてルースはお茶を淹いれ直し、無言のままティアと二人でお茶を飲む。二人には孝太郎達の話に口を挟はさむ必要はない。それに、お茶は美味おいしかった。

「俺の駄目な部分を許してくれた奴らなんだ。キンちゃんになら、その意味は分かるだろう？」

「はい」

　琴理はきっぱりと頷うなずく。孝太郎の家庭環かん境きようについては琴理も良く知っている。それについては賢治が何度となく話をしてくれていた。その孝太郎がこう言っているのだから、琴理はきっと上手うまくいくだろうと感じていた。

「ごめん、参考にならない話で」

「いえ………とても参考になりました」

「そっか？　それなら良かった」

　孝太郎の話は琴理が欲しい答えではなかったが、考え方の指針にはなった。一つでも多くの笑顔を、というのは琴理にも分かる話だ。それを基準にして、琴理は賢治の事をもう一度考えてみようと思った。










　相談が終わると、琴理は少し一人で考えたいと先に一〇六号室を後にした。ナルファの方はまだ一〇六号室に残っている。実は彼女の方にも孝太郎に話があったのだ。琴理が居ると出来ない話だったので、彼女の悩み事ごとは心配だったものの、先に帰ってくれたのは好都合だった。

「実はコータロー様、入学式から撮っていた映像を本国へ送って、兄に汎はん銀河ネットワークにアップロードして貰ったのですが………それがなんと大変な人気になりまして」

　ナルファは琴理が帰った時から再びカメラを手にしていた。流石さすがに極きよく端たんにプライベートな話題だったので撮さつ影えいを避けていたのだ。

「え、何の映像を送ったんだい？」

「単純に日本での生活の映像と、コータロー様とティア殿でん下かがええと………あっちむいてホイでしたっけ？　それを遊んでいるところの映像や何かです」

　ナルファは撮影した映像を編集し『ナルファ・ラウレーンの日本滞たい在ざい記き』と題して汎銀河ネットワークにアップロードした。正確には兄のディーンソルドに送り、それをアップロードして貰う形になっている。アップロードされた動画は三本。日本がどういう国なのかという解説の動画と、現在通っている吉祥春風高校を紹しよう介かいする動画、そして最後に孝太郎とティアが遊んでいる動画だった。

　やはり孝太郎―――青騎き士しの故郷というだけあり、三本の動画は公開されるやいなや瞬またたく間まにアクセスが殺さつ到とうし、一いち躍やく人気動画となった。三本の中で特に人気だったのが孝太郎とティアがあっちむいてホイで遊んでいる動画で、二人の親密さが画面越ごしに伝わって来ると絶賛の嵐あらしだった。二人の鋼の様な固い主従関係はフォルトーゼの内乱を通じて国民に周知されていたので、プライベートでの極きよく端たんな親密さに大きなギャップを感じる者が続出したのだ。そうして黄金の姫ひめと青騎士の可愛かわいい日常に心奪うばわれた者達たちからは、もっと見たい、どんどん撮れというメッセージが殺到。一時はアクセス過多でメッセージが書き込めなくなるほどの騒さわぎとなった。

　こうしてナルファの動画作家としてのデビュー作は、他に追つい随ずいを許さない華はな々ばなしい結果を残したのだった。

「凄いじゃないか。いきなりお兄さんにも負けない結果を出したなんて」

「わらわとコータローをダシにしたのならば、それぐらい行って貰わねば困る」

「ふふふっ、そうですね、私もそう思っています。青騎士閣下と皇女殿下に対する注目度の高さがこの結果を生んだのであって、私の実力は関係ないんじゃないかと思います」

　恐らく撮影したのが誰でも同じであっただろう。それほどまでに二人の、特に青騎士に対する注目度は高い。誰もが見たくて仕方がないのだ。青騎士の故郷と、そこでの暮らしぶりを。そこに皇女が居るのならばなお結構。つまり青騎士という最強の題材を最初に手中に収めたナルファのスピードが勝利の要因であり、映像作家として高い評価を受けた訳ではないのだった。

「でも、いずれそれを自分自身の評価へ変えていければと思っています」

「その意気や良し！　日々撮影に励はげむが良い！」

「事故には気を付けてくれよ、本当に」

「はいっ、頑張りますっ！」

　ナルファはこの成功に浮うかれてはいない。自分が評価を受けた訳ではない事はちゃんと分かっているのだ。自分でもそう思うし、兄からもそのように指し摘てきされている。だがこのままでいるほどナルファは奥おく手てではない。いずれ兄のように、映像作家としての力量が評価されるようになろうと思っている。今回はその第一歩。まだ技量は足りないので、題材を押さえたスピードだけで良しとする。その点に絞しぼってみても、まずは上々のスタートを切ったと言えるだろう。










　ナルファが帰宅する事にしたのは、時計の針が夕方の五時を回った頃だった。日が沈しずむまでにはまだ一時間ある。今からなら明るいうちに寮へ帰り着く事が出来る筈はずだった。

「それでは今日はお世話になりました」

「気を付けて帰れよ」

「達者でのう―――いや、ここはまた明日じゃな」

「ありがとうございます」

「ナルちゃん、私も高校までご一いつ緒しよしますぅ」

「ゆりか、お前何処どこに行くんだ？」

「バイトですぅ」

「ああ、こないだ言ってたやつな」

「はいですぅ。丁度良いからぁ、ナルちゃんと一緒に行こうかなぁって」

　帰宅するナルファに、ゆりかが同行を申し出た。ナルファの事はサンレンジャーの仲間の黒服達が陰かげながら守っているが、ゆりかが一緒なら心強い。なんだかんだ言ってゆりかはレインボゥハートのアークウィザードなのだ。だから孝太郎は、ゆりかの申し出を好ましく思った。

「よし、じゃあしっかり頼たのむぞ、ゆりか」

「はぁい！　行きますよぅ、ナルちゃぁん」

「はい、よろしくお願いします！」

　そうして二人は共に一〇六号室を出ていった。ナルファの目的地はもちろん高校の寮、そしてゆりかの目的地は高校の少し先、町外れにある倉庫だ。そんな訳で二人はいつもの通学路を使って高校へ向かう。だが影かげの伸のびる方向は朝とは正反対だった。

「あの、ユリカさん」

「なんですかぁ？」

「ユリカさんもコータロー様の騎き士し団だんの一員なんですよね？」

「そうなりますぅ。出向という形式ですけれどぉ」

　特にやる事もないので、二人はお喋しやべりを始めた。ナルファにとっては、ゆりかが孝太郎の仲間というだけで興きよう味み津しん々しんだ。以前、報道の望遠カメラの映像でゆりかを見た事はあるのだが、それだけではよく分からない。取材の大きなチャンスだった。

「じゃあユリカさんも強いんですか？」

「えーと………」

　ゆりかは考え込む。どこまで言って良いのか、言っては駄目なのはどこからか。それを熟考した後、ゆりかはゆっくりと言葉を確かめるように答えた。

「………みんなほど強くはないですけどぉ、普ふ通つうの人には負けないですぅ」

「銃じゆうとかで戦うんですか？　それとも騎士団らしく剣けんとか？」

「私は………えっと、酸とか毒とかが得意です」

　流石さすがに魔ま法ほうが得意と答える訳にはいかなかったので、ゆりかはよく使う魔法で引き起こされる結果だけを述べた。

「かなり意外です。ユリカさんの見た目からは想像できませんでした」

　もちろんナルファも魔法だなどとは考えない。素す直なおにゆりかを化学戦、生物戦の専門家だと考えた。そして現代の戦せん闘とうでは確かに攻こう防ぼう共にそうした専門家が必要になるので、すんなり信じた。報道記者の兄ならここで何かを感じたであろうが、彼女はあくまで映像作家。別段ゆりかを疑ったりはしなかった。

「そう思いますよねぇっ!?　私もぉ、嫌いやだって言ってるんですよぅ。でも里見さん達はぁ、すぐ私に壁かべの向こう側の悪い人達を眠ねむらせろとか、そういうのばっかり言うんですよぉ。可愛い方がいいのにぃ！」

「まあまあ、やりたい事と得意な事が一いつ致ちするのは珍しい事ですから」

「ナルちゃんはやりたい事と得意な事が一致してますよねぇ？」

「そうでもないです。だってほら私、コータロー様にいつも怒られてばっかりで」

「そっかぁ………お互たがいなかなかうまくいかないねぇ？」

「はい」

　ゆりかとナルファはのんびりとお喋りをしながら通学路を進んでいく。内容は個人的なものばかりだったので、ナルファがカメラを回す事はなかった。しかしそれはそれで楽しかった。お互いにうっかり者で、通じる部分が大きかったからだった。










　ゆりかのアルバイト先は町外れにある小さな倉庫だった。正確には倉庫の隣にある小さな商社が雇やとい主ぬしで、主な仕事が倉庫内という形になっている。倉庫内で荷物の搬はん入にゆうや搬はん出しゆつを手伝ったり、関係者以外が立ち入らないように見張ったり、掃そう除じをしたり。加えて商社の方でも掃除やお茶ちや汲くみくらいの仕事はする。大まかには募ぼ集しゆうの通り、掃除と雑用、といった所になるだろう。

「ゆりあちゃん、お茶をお願い」

「三つで良いですかぁ？」

「おう、頼むよ」

「はぁい！」

　ゆりかはバイト中は永久とわ野の百合愛ゆりあと名乗っている。これはレインボゥハートで使っている偽ぎ名めいの一つだ。流石さすがのゆりかも日給二万円の募集を怪あやしんで、履り歴れき書しよには真実は何も書かなかった。またゆりかは常に魔法で身を守っている。給料が高過ぎるので、油断は出来なかった。

「はぁい、お茶をどうぞぉ」

「ありがとう、ゆりあちゃん」

「ゆりあちゃん、手が空いたら倉庫の方の整理を頼めるかい？　夜中ごろにまた搬入が来るんだ」

「はぁい、やっておきますぅ」

　幸いな事に仕事は至し極ごくまともだった。給料も仕事の内容も募集に書かれていた通り。職場のおじさん達は顔が怖こわい人ばかりだが、別段トラブルもない。加えてこの二年余りでゆりかの精神面の成長や家事全ぜん般ぱんの技術の向上があり、失敗もあまりなかった。アルバイトは順調で、魔法はそろそろいらないかな、ゆりかはそう思い始めていた。

「整理整理ーとぉ」

　ゆりかは慣れた様子で倉庫へ入っていく。小さな商社なので、倉庫もそれほど大きくはない。その分、一度荷物が搬入されるとすぐに整理しなければ次が運び込めなくなる。搬入が連続する日などは大変だった。

「これはぁガシャガシャだからぁ、一番奥おくですねぇ」

　シャッターのすぐ近くに積まれた段ボールを、ゆりかは慣れた様子で手て押おしの台車に積み上げ、倉庫の奥へと運んでいく。段ボール箱の分別は大まかに三つ。ちゃりちゃりと固い何かが触ふれ合あうような音がする箱、粉が沢たく山さん入っていると思おぼしきずっしりと重い箱、ガシャガシャという明らかに金属音がするこれまた重い箱の三種類だ。流石にこの三種類だとゆりかも分別を間ま違ちがったりはしない。以前やった『青騎士』への物資搬入の時とは違ちがって、ゆりかはしっかりと仕事をこなしている。全体的に見て、今のゆりかにぴったりと合った職場を引き当てたと言えるだろう。

「良かったなぁ、ちゃんとお仕事をしてぇ、お金を沢たく山さん貰もらえるなんてぇ」

　初日に幾らか失敗したのは仕方ないとして、それ以降はきちんとやれている。自分が成長している事を感じる事が出来、ゆりかはこの職場に満足していた。しかもお給料も高いのだ。きっと今日も帰りに二万円が入った封筒を貰える筈だ。それだけにゆりかは、このバイト募集が短期である事を残念だと思うようになっていた。










　サンレンジャーが異常に気付いたのは、その日の早朝の事だった。ナルファの部屋の中から、彼女の私物の電子機器とは違う、正体不明の電波が発信され始めたのだ。

「………そのうちの一つを傍ぼう受じゆしてみたところ、どうやら盗とう聴ちよう器きのようで」

「それで俺おれ達たちを呼んだって訳か」

　寮の中にある管理人室、その奥には高校同様にサンレンジャー達の秘密基地が作られている。そこから寮全体を警備できるようになっているのだ。今はそこに、サンレンジャーと孝太郎達たちの姿があった。孝太郎以外にはキリハとルース、真希とクランの四人がやってきている。情報戦に特化したメンバーだった。

「はい。もうすぐナルファさんが登校します。そうしたらあそこを調べたい訳ですが、皆さんのお力を借りる方が確実なのではないかと」

「良い判断ですわ。どの陣じん営えいの盗聴器か分かりませんものね」

　クランはメガネの位置を直しながら頷いた。盗聴器というものは厄介で、取り除くだけでは単純に盗とう聴ちようを防ぐ事しか出来ない。この状況で必要なのは、何者が盗聴を試みているのかを知る事だ。そうでなければその先にある危険を防ぐ事が出来ない。更さらに問題だったのは、それが地球人によって行われる一いつ般ぱん的てきな盗聴―――盗聴が一般的かどうかはさておくとして―――ではなかった場合だ。その場合、同じレベルの技術が無ければ対たい抗こう出来ない。それは科学だろうが霊れい子し力りよくだろうが魔法だろうが同じだ。サンレンジャーが早々に孝太郎達を呼んだのは、それが理由だった。

「キリハさん、まずはどうするべきだと思う？」

「ケンイチ殿どのの方針通りに、まずはナルファの部屋の調査を行う。最優先は盗聴に使われている技術とそのレベルを特定する事。この段階では撤てつ去きよは考えない」

　電波が出ているからといってそれが科学だけで作られているという保証はない。補助的に電波が使われている可能性はあるし、カモフラージュの場合もある。キリハは油断せずに詳しよう細さいな調査が必要だと考えていた。

「見付けても撤去はしないのか？」

「里見君、私の悪の秘密結社経験から言うと、盗聴っていうのはメリットと同じぐらいデメリットもあるのよ。盗聴器の存在を知られていない前提だから、偽にせの情報を流されるとついつい信じてしまうの」

「つまりキリハ様、後で偽の情報を流して正体を特定するという事でしょうか？」

「そういう事だ。クラン殿が頑がん張ばってくれれば、より良い結果となるだろう」

「通信に割り込めという事ですの？」

「可能ならば」

　盗聴を受けた場合、撤去はあまり効果的ではない。別の手段に置おき換えられてしまうだけだからだ。それぐらいなら偽情報を流す方がいい。理想はシステムを乗っ取って、正常に稼か働どう中のように見せかけつつ全すべてを偽情報に置き換えてしまう事だ。そうすればナルファのプライバシーと身の安全が守られる。仮にそう出来なくても、わざと会話を聞かせたりして、盗聴者の炙あぶり出しをする。撤去はその後でも構わないのだ。

「それで、まずはどうする？」

『おいら達の出番だホー！　クランちゃんと頑張るホー！』

『真希ちゃんと一緒に開発した魔ま力りよくセンサーが遂ついに日の目を見るホー！』

　孝太郎の頭の上にいた埴はに輪わ達たちがスキーのゴーグルの様なものを身に着ける。そこには魔力を受けると振しん動どうするクリスタルが内蔵されており、そのクリスタルの表面をレーザー測定する事で、ごく微び量りようの魔力を検出出来る。その精度は真希が魔力を感知する魔法を使った場合よりも低いが、初動の調査には十分だった。そして科学と霊子力に関しては埴輪達自身が探知出来る。また埴輪達は防ぼう御ぎよ手段が多く、クランのバックアップもある。最初に部屋に接近する役目としては理想的だった。

「それは良いんだが………お前ら何で最近俺おれの頭の上にいるんだ？」

『心境の変化だホー！　特に理由はないホー！』

『おいら達は大きいブラザーと一心同体だホー！』

「………よく分からんが、ともかく頼んだぞ」

『任せるホー！』

『行って来るホー！』

　埴輪達は孝太郎の目の前に浮かび上あがると、胸を張って敬礼をする。表情が読み難にくい埴輪達だが、孝太郎は彼かれらの姿から不思議と強いやる気を感じていた。孝太郎と埴輪達の間に何かがあったという訳ではない。ないのだが、孝太郎は彼らが頭の上に乗る事については、特に文句は言わない事にした。










　埴輪達には、身を隠す為ための優れた機能がある。それは遮しや蔽へいモードという、身体を透とう明めいにする機能だった。その効果には二段階あり、一段階目では姿と熱と電磁波を遮蔽する事が出来る。二段階目はそれに加えて霊れい波はを遮蔽出来る。欠点はそうしていると動きが鈍にぶる事で、特に二段階目は空を飛べなくなるという大きな欠点があった。しかし今は屋内なので大きな問題ではなかった。

『クラスⅡ遮蔽モード起動したホー』

『正常作動中、魔力センサーに干かん渉しよう無しだホー』

　二人はその二段階目の機能を使用しながら、一歩一歩慎しん重ちようにナルファの部屋を目指していた。飛行すると霊子力ジェネレーターが多くの霊力を放出するので、この状態では飛ぶ訳にはいかない。二人は音を出さないようにそっと歩いていった。

『ドアの前に来たホー』

『今のところアクティブなセンサーの気配は感じられないホー』

　階段から部屋の前までは、盗聴器や盗とう撮さつ用カメラの気配はなかった。吉祥春風高校に新設された留学生用の寮りようは、日本の一般的な建築技術で作られている。その為、見た目はほぼ普通のマンションと変わらない。廊ろう下かは人通りが多くなるので目に付きやすいし、見張るメリットはあまりない。盗聴器や何かが設置されていないのはそれが理由だろうと思われた。

「好都合ですわ。パルドムシーハ、無人機を玄げん関かん側に回して下さいまし」

「仰おおせのままに、マイプリンセス」

　廊下が安全なら、その近くまでは小型無人戦せん闘とう機きを行かせられる。ルースはクランの指定したポイントに無人戦闘機を移動させた。目的はもちろん、そこから各種データを収集する為だった。

『おいら達だけで大丈夫だホー』

『そいつらは帰して大丈夫だホー』

「ふふふ、そう言わずに。我ら人間は臆おく病びようなのだ」

『姐あねさんがそう言うなら仕方ないホー』

『あいつらとも仲良くするホー』

　無人機が近くまで行った事で、そのカメラが埴輪達の姿を捉とらえた。埴輪達は持って行った段ボールの空箱の上で肩かた車ぐるまをし、預かっている合あい鍵かぎで慎重に鍵かぎを開けていた。

　チッ

　埴輪達は慎重であったが、鍵そのものの精度の問題でほんの僅わずかに金属どうしが接せつ触しよくする音を立ててしまった。埴輪達は冷ひや汗あせをかきながらしばらく身動き一つしない。それからたっぷり数十秒時間を空けた後、埴輪達はようやく動き出した。一人がドアノブに手をかけ、もう一人がドアそのものに手をかける。

『ナルちゃんの部屋に侵しん入にゆうするホー』

『何だかおいら達が悪役みたいだホー』

　ドアノブを回す役は、本当にドアノブを回すだけ。ドアを開ける動きはもう一人が担当する。こうする事でドアノブが出す音を最小限に抑おさえる事が出来る。自己評価通り泥どろ棒ぼうもかくやという見事な分担作業で、埴はに輪わ達は音もなくナルファの部屋のドアを開ける事に成功した。それから埴輪達は、ゴム製の固定具でドアを開けた状態に保つと、一歩一歩慎重に玄関へ入っていった。

『やっぱりドアの開閉を見張っている装置はないようだホー』

『そこまでする意味もなさそうだホ』

　二体の埴輪は周囲を警けい戒かいしながら玄関の段差をよじ登る。そうしながら内蔵されたセンサーを総動員して周囲を探さぐっていた。探しているのは既すでに検出されている電波以外のなにがしかの信号。魔力、霊力、重力波。埴輪達はおよそ通信に使えそうなものなら全てを探っていた。またレーザー光なども見み逃のがせない。振動を検知する為に使われたり、それ自体で通信をしたりと用よう途とは多様だった。

『盗撮用カメラが二台、盗聴器も二台。どちらも電波で情報を送っているようだホ』

『魔力、霊子力、重力波の反応なし。音おん響きようやレーザーのセンサーも見当たらないホ』

「ふぅ、やれやれ。どうやら地球でも一般的な情報収集機器だけのようですわね」

　クランは小さく安あん堵どの息を吐はき出す。幸運にも、部屋に設置されていたのは既に分かっているものだけだった。技術的にも大した事はない。結果的に見て、孝太郎達は警戒し過ぎだったと言えるだろう。

「しかし………これはこれで疑問です。たった四つだけとはいえ、いつこんなものを取り付けたのでしょうか？　ナルファさんがこの部屋に住むと決まったのは入学式の直前なのに………」

　ケンイチは逆に眉まゆをひそめた。寮のセキュリティはしっかりしている。実際、盗聴器や盗撮用カメラの電波が発信されてすぐ検出しているし、廊下やホールには幾いくつもの監かん視しカメラが据すえ付つけられている。それらを掻かい潜くぐってナルファの部屋に侵入したとは考え難い状況だった。

「寮への侵入の難易度と使われている技術が釣つり合わない。つまり、これは最近になって設置されたものではない。恐おそらくは建築時に取り付けたものだろう」

　キリハの答えは明快だった。問題の盗聴器とカメラは、万ばん全ぜんのセキュリティが敷しかれる前に取り付けられた。それが最近になって起動したのだ。仮にこれらを最近になって付けたのだとしたら、犯人はセキュリティをすり抜ぬける技術を持っている筈なので、もっと高度な機器が取り付けられていなければ理り屈くつに合わない。

「ケンイチ殿、汝なんじが言う通りナルファがここへ住むと決まったのは入学式の時だから、決め打ちで盗聴器と盗撮カメラが設置されたというよりは、最初から多くの部屋に設置されていたと考えた方がいい」

「そうかっ!!　それで盗聴器と盗撮カメラが二つずつしかないっ!?」

「そういう事になるな。決め打ちではなく多くの部屋に取り付けるなら、性能と数にはおのずと限界がある」

　ナルファの部屋は入学式の日にナルファ自身が選んだ。犯人達がその結果を予想していたとは考えにくい。だとすると多くの部屋に設置されていて、ナルファがそれを引き当てたと考える方が妥だ当とうだろう。

「ケンイチ殿、寮を施せ工こうした業者の誰かが内通している、あるいは業者自体が犯人である可能性がある。それと校内の監視カメラの映像を確かく認にんして欲ほしい。昨日の夜にナルファの部屋の装置を起動しに来た何者かが映っているかもしれない」

「流石ブラックローズさんっ!!　すぐに用意しますっ!!」

　幾ら一部屋に四つとはいえ、多くの部屋に装置を設置するには多くの時間が必要だ。だが当然工事現場への出入りは厳しく制限されていたので、それを可能とする人間はそう多くはない。そしてナルファの部屋の装置が起動されたのは昨夜から今朝にかけて。仮に無線で起動したとしても、部屋の正確な位置を確認してから行った筈だ。それが学内の監視カメラに映っている可能性は十分にある。上手くいけばそうした事から犯人を絞り込める筈だった。

「悪党も災難ですわね。キィが相手では、少しでも考えが甘あまいと、あっという間に丸まる裸はだかですわ」

「………」

「何ですの、その顔は。どうせまたわたくしを引き合いに出だして、何か意地悪を言うつもりなのでしょうっ!?」

「………皇女殿下におかれましては、本日も大変お美しく、臣は見み惚ほれていただけでございます」

「そんな甘かん言げんでは騙だまされませんわよっ!?　本当の事をおっしゃいっ!!」

　サンレンジャー達が犯人を特定したのは、それから数時間後の事だった。キリハが言った通りの方法で犯人を見付けだしたのだ。そしてその情報は、丁度孝太郎達が放課後に入った時にもたらされた。







取り引きの謎　四月十四日（木）







　サンレンジャーは朝から黒服達を総動員して情報の収集にあたった。その結果、幾つかの怪しい企き業ぎようや団体に辿たどり着ついた。その特定方法はほぼキリハの指示通りで、建設現場の監視カメラ映像から建設の工程表にない作業を行っている者達を見付け出し、その理由を洗っていったのだ。その大半は単純に作業の遅おくれを取とり戻もどす為の追加工事だった。作業工程の報告とも一致しており、遅れが報告され、追加工事と共に遅れが正された事が記録に残っていた。だが中に幾つか理由がはっきりしない作業があった。そしてその全てが、ある内装業者から、下した請うけ業者に回された作業という事になっていた。

「怪しいな。内装の作業に紛まぎれ込めば、盗聴器なんかは仕し掛かけ放ほう題だいだろう」

「しかもこの下請け業者というのがペーパーカンパニーらしいのだ。実際に現場に入ったのは、あそこにある商社である可能性が高い」

　問題の下請け業者は全部で四社。その全てがペーパーカンパニーで、背後関係を辿ると三つの商社に辿り着く。孝こう太た郎ろう達はそのうちの一つ、吉きつ祥しよう春はる風かぜ市しに本ほん拠きよ地ちを置く商社にやってきていた。顔かお触ぶれは朝と同じで、孝太郎とキリハ、真ま希きとルースという組み合わせ。サンレンジャーだけでは手が足りないので、近場を一つ担当する事になったのだった。

「商社ですか？　内装なのに？」

　真希はそう言いながら物もの陰かげから身を乗り出し、問題の商社の様子を窺うかがう。既に日が落ちてきているので、社屋は影の中に沈んでいる。それが疑ぎ惑わくの商社の不気味さを大きく増して見せていた。

「その商社というのも犯罪組織の隠れ蓑みのであるようだ。取り扱あつかっている商品は銃や薬物などが主だ」

「そしてそこに、新たなラインナップとしてフォルトーゼの技術を追加したい―――そんなところではなくて？」

「要するに犯罪の総合商社って事なんですね」

　真希は再び商社の様子を窺う。犯罪組織を含ふくむ、非合法の団体ならば盗聴器も盗撮用カメラも持っているだろう。それらを昔からの建築土木関係との繋つながりを利用して設置し、ナルファを踏ふみ台だいにしてフォルトーゼの技術を得ようとしている。そして今度はその技術を売る。それは世界に混乱を撒まき散ちらすという事。孝太郎が望むからというだけでなく、真希としても放ってはおけなかった。

「それではおやかたさま、あそこへ行って、犯罪の証しよう拠こを押おさえると考えてよろしいですか？」

　既にフォルトーゼ関連法は成立、即そく日じつ施し行こうされているので、現在は無許可でフォルトーゼの技術を得ようとする事自体を犯罪として取り締しまる事が出来る。だが正面から家宅捜そう索さくに入ると、僅かながら証しよう拠こ隠いん滅めつの恐れがあった。例えば社長室のボタン一つで社内のコンピューターを全て初期化できるようにしておくなんていうのは、犯罪集団の常じよう套とう手しゆ段だんなのだ。それを避さける為に一度こっそり忍しのび込んでおく必要があった。

「そういう事です。ルースさんには頑張って貰もらう事になりますね」

「はい、お任せ下さい」

「クラン、お前も頼むぞ」

「今回は妙みように素直ですわね」

「お前をからかうのは後でも出来る」

「そうですわね、しっかりやらせて頂きますわ」

　それからしばらく孝太郎達は物陰に潜ひそんだまま、商社の様子を窺っていた。忍び込むにはまだ時間が早いのだ。実際に孝太郎達が動いたのは、完全に日が暮れ、社内の人間が減ってからの事だった。










　夜の八時を回った頃ころ、問題の商社で動きがあった。三台の自動車がエントランス前に停車し、そこへ三人ずつの体格の良い男性が乗り込んでいく。どうやら彼らは何処どこかへ出かける様子だった。

「クラン」

「分かっていますわ」

　孝太郎に言われた時には、クランは既に動き出していた。小型の無人戦闘機を三機、自動車の追つい跡せきにあたらせる。今の目的とは違うが、彼らの行き先には興味があった。クランがその為の操作を終えた直後、それぞれ運転手を含めて四人の人間を乗せた三台の自動車は滑すべるように走り出した。

「それじゃあ、留守番は頼むぞ、ゆりあちゃん」

「はぁい。いってらっしゃぁ～～～～い！」

　明るく元気に手を振ふる、一人の少女を後に残して。そしてその少女を目にした途と端たん、孝太郎達は騒そう然ぜんとなった。

「あんの馬ば鹿かぁっ、あんなところで何やってるんだぁっ!?」

「ゆっ、ゆりかっ、何故なぜレインボゥハートのアークウィザードが、ヤクザのフロント企業なんかに出入りしているのっ!?」

　驚おどろいた事に、問題の少女はゆりかだった。しかも先さき程ほどの男達と同じデザインのスーツとサングラスで身を固めている。何処からどう見ても出で来き損そこないのヤクザだった。口に出して驚いたのは孝太郎と真希だけだったが、クランとルースも絶句して目を丸くしていた。いつも冷静なキリハは比ひ較かく的てき落ち着いていたが、それでも驚きは深く、リアクションが僅かに遅れていた。

「………察するに、あそこが虹にじ野のゆりかのアルバイト先だったようだな」

「はぁぁ………以前から不思議な子だとは思っておりましたけれど………まさかこれほどとは………」

「もしかするとユリカ様は、あそこがヤクザの事務所だと、気付いていないのではありませんか？」

　あまりの出来事に、孝太郎達は数十秒間身動きが取れなかった。だがゆりかが会社の中に戻っていこうとした事で我に返り、慌あわててゆりかの携けい帯たい電話―――正確には回線使用料の安さでＰＨＳだが―――に電話をかけた。
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　ぴろりろりっ、ぴろりろりっ

『はぁい、ゆりかですぅ！』

「ゆりか！」

『ああ、里さと見みさぁん。どうしたんですかぁ、急にぃ』

　電話の向こうからはゆりかの呑のん気きな声が聞こえてくる。そして孝太郎達にはゆりかがドアに手をかけたところで立ち止まったのが見えた。

『まだアルバイト中なのでぇ、手短にお願いしますぅ』

　ゆりかが言っている事は正しい。とても正しい。だからこそ、孝太郎達には苛いら立だちが募つのる。孝太郎は思わず声が厳しくなっていた。

「ゆりか、ちょっと回れ右をして、そのまま真正面へ歩け」

『はいぃ？』

「いいから！　言う通りにしろ！」

『はぁ………』

　ゆりかは意味が分からなかったが、他でもない孝太郎の言葉なので素直に従った。その場でくるりと踵きびすを返すと、言われるままに真正面へ向けて歩き始める。

「ゆりか、こっちだこっち！」

「里見さぁんっ!!　なんでこんなところにいるんですかぁっ!?」

　近くまで来たゆりかに呼よび掛かけると、彼かの女じよは大きな笑え顔がおと声とで応こたえた。無論、孝太郎達はそれでは困る。慌ててもう一度呼よび掛けた。

「あまり大きな声を出すな！　そっと来い！」

「はぁ………」

　ゆりかは何度も首を傾かしげながら、孝太郎達のところへやってきた。ここに孝太郎達が居る事も、大声が駄だ目めだという理由も、ゆりかには分からなかった。

「お前っ、ここで何してるんだっ!?」

「何ってぇ、ここでアルバイトしているんですよぅ」

　そして突とつ然ぜんの叱しつ責せき。普通にアルバイトをしているだけのつもりのゆりかには、訳が分からない状じよう況きようだった。

「落ち着いてよく聞けゆりか、あそこは悪者の会社なんだ」

「そんなの嘘うそですよぅ。みんな優やさしいしぃ、お給料もいっぱい払はらってくれるしぃ、お仕事もそんなに大変じゃないですぅ」

「あそこはな、ヤクザが隠かくれ蓑にしている企業なんだ。実際、ナルファさんの部屋の盗聴や盗撮にかかわってるらしい。それで俺達が来たら、お前が働いてたもんでびっくりしたんだ」

「えええぇえぇぇぇぇぇぇっ!?」

　孝太郎達が来た意味、驚いていた意味、怒おこっている意味。それがようやくゆりかの頭に染しみ込んでくる。孝太郎はゆりかの信しん頼らいを大きく損そこなうような嘘は絶対に言わない。だからゆりかにも分かった。自分がどうやら悪の手先になっていたのだと。

「ほ、本当なんですかぁっ？　もう確定ですかぁっ？」

「俺達はそれを確かめに来たんだよ」

「関かん与よが疑われる企業が三社あって、そのうちのどれか、あるいは全部がかかわっているようなのだ。ゆりか、汝が働きに来ていたあの会社はそのうちの一つだ」

「じゃあまだ絶対じゃないんですね!?　五代目や若頭や番頭さん、代打ちのシマさん達は絶対に良い人達です！　みんな優しかったですぅ！　きっと他の二社が悪いんですぅ！」

「………あ、ああ、そうだといいなぁ………」

　ゆりかの口から何気なく飛び出したキーワードに更なる疑惑を深めた孝太郎達だったのだが、今の段階では押し問もん答どうになる。そこでその事には口を噤つぐみ、孝太郎達はゆりかを伴ともなって問題の企業の捜そう査さを始めたのだった。










　最初に調べに行ったのは、ゆりかが整理を任されている倉庫だった。そもそも人が出で払はらっている上にゆりかに任されている場所なので、誰だれかがやって来る心配は無い。最初に調べるには良い場所だった。

「お前、ここでどんな仕事をしていたんだ？」

「届いた荷物の仕分けとぉ、運び出す時のお手伝いですぅ。ガシャガシャの段ボールが一番奥でぇ、ずっしりが真ん中でぇ、ちゃりちゃりが手前ですぅ」

「なんだそりゃ」

「中身はよく知らないんですけれどぉ、持った感じで違いが分かるのでぇ、仕分けをするんですよぉ」

　ゆりかは孝太郎達を倉庫の奥へと案内する。すると確かにゆりかが言うように、段ボールの箱が三種類に分けて積み上げられていた。

「カラマ、コラマ、頼たのむ」

『ハイだホー！』

『任せるホー！』

「わたくしも手伝いますわ」

　埴輪達とクランは段ボールの箱に近付いていく。そして埴輪達は内蔵されたセンサーを起動し、クランは伴っていた無人機に命じて段ボール箱の中身を調べ始めた。

「どんな感じですかぁ？」

『ガシャガシャには拳けん銃じゆうがいっぱい入っているホー！』

『ずっしりは精製前の違い法ほうな薬物がいっぱい入っているホー！』

「ちゃりちゃりには電子機器がいっぱい詰つまっていますわね。これは日本政府が海外への輸出を規制している代しろ物ものばかりでしてよ………っと、例の盗聴器と盗撮用カメラを見付けましたわ」

「そっ、そんなの嘘ですぅぅぅぅぅぅぅっ!!」

　自分が扱っていた箱の中身を知ったゆりかは、その場に泣なき崩くずれた。流石さすがにショックが大きかった。

「うっうっうっ、里見さぁん、私ぃ、悪の手先だったんですねぇ………」

「落ち着けゆりか。お前は知らなかったんだ。巻き込まれただけだ」

「私ぃ、レインボゥハートのアークウィザードなのにぃ、けんじゅうのみつばいとぉ、やくぶつとりひきとぉ、りゅうがくせいがらみのうちゅうはんざいに関与ぉ………あああぁあぁぁぁっ」

　信じた人に裏切られる、それはまだいい。人生時折ある事だ。それに孝太郎や仲間の少女達に裏切られた訳でもない。ゆりかにとってショックだったのは、正義の魔ま法ほう少女である自分が悪の手先になっていた事。そしてナナなら絶対に気付いていた事に、気付かずにいた事だった。しかもたった二万円の日給に目が眩くらんで。

「………里見さぁん、私ぃ、魔法少女失格ですかねぇ？」

「そのまま泣いていたら、そうだな」

「里見さぁん、怒ってますかぁ？」

「そのまま泣いていたら、怒るな」

「頑張ったら取り返せますかねぇ？　失敗………」

「さあな。でも頑張ったら、少なくとも俺は怒らないと思うぞ」

「！」

　ショックを受けて泣いていたゆりかだったが、ここでパッと身体からだを起こした。そして両手でぐいぐいと涙なみだを拭ぬぐう。裏切ってはいけないのは何であるのかを思い出したのだ。

「虹野ゆりか、粉ふん骨こつ砕さい身しんで頑張りますぅ！」

「その意気だ」

「それではみんなこっちへ来てくださぁい！　オフィスの方へ案内しますぅ！」

　ゆりかは先に立って歩き始めた。それにクランとルースが続く。今のゆりかは少し前まで泣いていた彼女とは別人のようだった。

「やはり、また少し変わったか、里見孝太郎」

　ゆりかの後を追って歩き始めた孝太郎の横に、キリハが並ぶ。この時の彼女は、いつになく優しげに微笑ほほえんでいた。

「ん？　どういう意味だ？」

「最近汝は………少しずつ、無理のない範はん囲いで、我らとの距きよ離りを詰めようとしてくれているな。我はそれがとても嬉うれしい」

「今回はそういう事じゃなくて………単にあいつが泣いてるのが嫌いやだったんだよ」

「『今回は』か。ふふふ………」

　今回はゆりかが泣いていたからという理由だが、いつもはそう心こころ掛がけている。つまりどちらにしろ同じ事。キリハの微笑みははっきりとした笑顔に格上げになった。

「そこには気付くなよ。立場的に苦しいんだから」

「では違う事を訊きこう。………嫌だったのはゆりかだからなのか？」

　ほんの一いつ瞬しゆん、キリハの瞳ひとみの奥に真しん剣けんな光が宿る。それは彼女にとってとても重要な質問であったから。それに対して孝太郎は、黙だまってしばらく考えた後に答えた。

「いいや。多分、相手がキリハさんや他の皆みなでも、そうしたんじゃないかと思う」

「そうか」

　キリハの瞳の奥から真剣な光が消え、穏おだやかで優しい眼まな差ざしが戻って来る。孝太郎はこの彼女の二度の変化に気付いていない。気付いていないのだが、それでいいのだとキリハは思っていた。

「ならば早く何か失敗して、汝に慰なぐさめて貰わねばな？」

「おい………」

「ふふふふふっ」

　キリハは孝太郎の腕うでを取り、そっと抱だき締める。それは賢けん治じに誤解を促うながす為にやった事とまるで同じ仕草だったのだが、今は何故かそう見えない。孝太郎はそれが不思議でならなかった。

「なぁ、キリハさん」

「うん？」

「………いや、なんでもない」

「そうか。ではゆりか達を追おう」

「ああ」

　孝太郎はキリハにその違ちがいが生じる理由を訊たずねてみたかった。だが訊ねても、はぐらかされるような気がしていた。それに自分で悟さとるべき事のようにも思う。そして何より訊ねない方が、目の前にあるキリハの特別な笑顔が、長続きするように思えたのだった。










　オフィスにはまだ二人だけ従業員が残っていた。もちろんこの二人は法的には従業員であるというだけで、その実態は単なるヤクザだった。二人は上手うまい具合に野球を見ながらビールを飲んでいたので、真希がこっそりと魔法をかけた。

「ディープスリープ・モディファー・マルチプルターゲット」

　真希が使ったのは強力な催さい眠みんの魔法で、数時間が経過するか真希が自分から魔法を解かない限り目を覚ます事はない。この魔法によって、オフィスを捜査するのに十分な時間が稼げる筈はずだった。

「………うん、上手くいったみたいです」

　魔法をかけられた二人は缶かんビールを片手に持ったままソファーに身体を預け、深い眠ねむりの底へと落ちていった。缶が手から落ち、大きな音を立てたが、それでも二人が目を覚ます様子はない。魔法は完全な効果を発揮していた。

「ありがとう、藍あい華かさん」

「いいえ、これぐらい」

「それとみんな、手て袋ぶくろを着けろ。俺おれ達たちがここへ来た証拠はなるべく残したくない」

「ゆりか、さっき出ていった連中は何をしに行ったのだ？」

「えっとぉ、確かぁ、五代目は今日は大事な取り引きが幾つかあるからぁ、って言ってましたぁ」

「大事な取り引き………ふむ………」

　キリハはオフィスの一番奥おく、背後に組の紋もんが飾かざられている大きな木製のデスクに近付いていく。そこがゆりかが言う五代目―――社長が使っている席だった。

「クラン殿、このパソコンを調べて貰えないだろうか？」

「お任せ下さいまし」

　キリハはデスクのパソコンをクランに任せると、自身は同じデスクにあるものを調べ始めた。フォルトーゼの技術を得ようというのだから、部下に任せるとは思えない。リスクと責任が重過ぎるのだ。だからキリハは直接社長が管理している案件だと考えていた。

「やはり、この商社が盗とう聴ちように関与しているのは間ま違ちがいないようだな」

　キリハの予想通り、社長のデスクからは留学生寮の見取り図が出て来た。そしてそこには盗聴器と盗撮カメラの電波の有効範囲を示す円や、中ちゆう継けい器きの設置数を決める為の計算が書き加えられていた。

「キィ、何やら怪あやしいメールが出てきましたわ」

　この頃ころにはもう、クランは社長のコンピューターのセキュリティを突とつ破ぱしていた。まともに手入れをされていない非合法団体のコンピューターなど、彼女にとっては良いおもちゃでしかなかった。そして彼女はメールソフトを起動し、最近のメールを調べていった。そこで見付けたのが、正体不明の相手との奇き妙みようなやり取りだった。

「どうやら今日の取り引きは二つのようですわね。一つ目は薬物取り引き。問題はもう一つの方ですの。フォルトーゼ製の装置の購こう入にゆうと書いてありますわ」

「フォルトーゼの装置の購入だと!?」

　キリハの表情が変わる。現状においてそれは有り得ない取り引きだった。現在地球の軌き道どう上は、ティアが引き連れて来たフォルトーゼ艦かん隊たいによって制宙権が握にぎられている。従ってフォルトーゼからやってきた何者かが、艦隊に捕ほ捉そくされずに地球へ降下するのは不可能に近い。それ以外に地球へ武器を持ち込む方法など、有るとは思えない。キリハが驚くのも無理はないだろう。

「………そうなると直前の薬物取り引きは現金を作る為か」

　フォルトーゼ製の装置は、簡単なものであっても、地球では桁けた違ちがいの高額商品となる。価格は天てん井じよう知しらずなので、それを大口の薬物の売ばい却きやく益えきで賄まかなうというのは自然な成り行きだった。

「それも不思議ですわね。フォルトーゼ側が地球の現金を要求するとは………」

　奇妙な取り引きだった。持ち込む方法が不明、地球の現金を求めるのも不思議だ。むしろ詐さ欺ぎに引ひっ掛かっていると考える方が自然かもしれない。だが、無視をするのも怖こわい状況だった。

「おやかたさま、いかが致いたしますか？」

「ここの調査はサンレンジャーに任せて、俺達はこのまま取り引きを追おう」

　孝太郎はこの会社―――ヤクザの事務所の調査をサンレンジャーに引き継つぎ、自らは武器の取り引きを追う事に決めた。その結果、詐欺だと分かったなら、それはそれでいい。安心出来るだろう。だがもし本当にフォルトーゼ製の装置が売買されるというなら由ゆ々ゆしき事態だ。そしてそれに対処出来るのも、今のところは孝太郎達たちだけだ。フォルトーゼ製の装置を売ろうという奴やつらが相手なので、売り主自身も同等以上の装備を使っている筈なのだった。










　この状況に至り、孝太郎は六畳間の少女達を全員集合させた。相手をフォルトーゼの勢力であると想定せざるを得なかったので、どうしても必要な措そ置ちだった。

「ゆりかゆりか、あんたヤクザの手先になったんだって？　いくらなんでも正義の魔法少女がそれじゃあまずいんじゃない？」

「さっ、里見さぁんっ、もしかして私も逮たい捕ほですかねぇっ!?」

「どうだろうな、騙されてただけなんだし、大だい丈じよう夫ぶなんじゃないか？」

「そ、そうですよねぇっ、きっとそうですよねぇっ！」

「逮捕で危ないのはむしろこの辺りですわね。最初の頃に何度かやらされている、振り込み詐欺の現金引き出し役。これが騙されたで通るかどうか………」

「それよりもゆりか、あなたは事件の発覚が早くて良かったと考えるべきよ。一人暮らしがバイトを雇やとう条件だったみたいだから、もう少ししたらもっと危険な事をさせられて、口くち封ふうじに………」

「クランさんも真希ちゃんもぉっ、怖い事言わないで下さいよぉっ!!」

　人数が増えた事で、一行の空気は和やわらいでいた。だがその分いささか元気過ぎるように思えるので、孝太郎は目的地が近付いたら注意しないといけないなと感じていた。現在孝太郎達は例の取り引き現場を目指して移動している。移動に使っているのは日本製の大型車で、サンレンジャーの仲間の黒服達が運転してくれていた。これは相手がフォルトーゼ製の装備を使っている可能性があったので、孝太郎達がフォルトーゼ製の乗り物で移動するよりは、日本製の車に乗って他の車に紛れて移動する方が発見されにくいとの考えによるものだった。

　ちなみに孝太郎達は全員で十人いるので、五人ずつ二台に分乗している。孝太郎と一いつ緒しよに乗っているのは、ゆりかと早さ苗なえ、真希とクランの四人。残りの晴はる海み、静しず香か、ルース、ティア、キリハの五人はもう一台の方にいる。だが彼女らの声は通信機を経由して、孝太郎達の車の方にも届いていた。

『まあ、わらわ達はゆりかが悪党ではない事を知っておるが、日本の警察や政府がどう考えるかはわらわにも分からんでのう』

『ゆりかちゃん、ここはこの事件の解決で大だい活かつ躍やくして、点数を稼かせいだ方が良いんじゃないかな？　ホラ、心証って大事らしいじゃない？』

「みんな意地悪ですぅっ!!　どうしてそういう怖い事ばかり言うんですかぁっ!?」

　一人だけ一同とは雰ふん囲い気きが違うのが、ヤクザの手先として働いていたゆりかだった。彼女はこの先自分がどうなるのか、それが気になって仕方がない。そんなゆりかに晴海が笑いかけた。

『ふふふふ、心配しなくて大だい丈じよう夫ぶよ、ゆりかさん。冷静に周りをよく見て。里見君がいつもの顔をしているでしょう？』

「えっとぉ、はいぃ」

『もし本当にゆりかさんがピンチなのだとしたら、里見君がいつもの顔をしている筈がないですよね？』

「あっ………」

　もしゆりかが捕つかまってしまうような状況なら、仲間の事を大事にしている孝太郎がいつもの顔をしている筈がない。つまりゆりかは逮捕されてしまうような状況にはないという事になるのだ。そしてみんなそれを分かっているから、呑気にゆりかをからかっていられる。本当にまずいなら、少女達も流石にゆりかをからかったりしないだろう。ただそれでもそろそろ頃ころ合あいだろうと、晴海が種明かしをした訳だった。

『ちなみにキリハ様、本当にユリカ様が逮捕だったら、おやかたさまはどうなさるとお考えですか？』

『孝太郎の事だから、間違いなくゆりかの奪だつ還かんを考えるだろうな。それも理屈や法律を全すべて無視して、だ』

「………あのあのぉ、本当、ですかぁ………？」

　キリハの言葉を聞くと、ゆりかはじっと孝太郎を見つめた。孝太郎の本当の気持ちを汲くみ取ろうと必死になっていた。

「俺おれは助けないぞ。絶対お前の尻しり拭ぬぐいなんかしないからな」

　その言葉は辛しん辣らつだったが、言いながら孝太郎はゆりかから視線を逸そらした。孝太郎はこれまで普ふ段だん通りだったのに、この時だけは普段とは違う姿を見せている。その意味は今のゆりかにはよく分かった。

「………駄目ですよ、里見さん。私の為ために危ない事をしちゃあ………」

　ゆりかの瞳にじわりと涙が浮うかぶ。どうあれ、孝太郎は自分を見捨てない。それだけ分かれば十分。この時のゆりかの涙は安あん堵どの涙だった。

「助けないって言ってるだろ」

「そうですねぇ………ふふふ………」

　ゆりかの瞳には安堵だけでなく、強い信頼の光が宿っている。そんな視線を向けられているのが照てれ臭くさくて、孝太郎の言葉は自然と強くなった。

「そ、そんな事より、みんな気持ちを切きり替かえろ！　そろそろ降りるぞ！」

『はぁ～～～い』

　もちろん少女達はそんな事はお見通しだ。おかげで強い言葉を聞いても表情は変わらない。そしてゆりか以外の少女達の瞳にも、ゆりかのそれと同じ光が宿っている。おかげで孝太郎はもうしばらく居い心ごこ地ちの悪さに耐たえねばならなかった。










　孝太郎達は、左右を雑木林で挟はさまれた車道の脇わきにある歩道で車を降りた。目的地まではまだ幾いくらか距離があるが、これ以上車で接近するのは危険だという判断だった。そして孝太郎達は通信機を使って埴はに輪わ達たちを呼び出した。

「カラマ、コラマ、そっちはどんな様子だ？」

　当初、ヤクザ達の車を追跡していたのは、クランが操あやつる小型の無人戦せん闘とう機きだった。だがヤクザ達が最初の薬物取り引きを終えた前後で、真希によって各種カモフラージュの魔法をかけられた埴輪達が追跡を引き継いだ。真希は得意の心理操作の延長として、潜せん入にゆう作戦でも力を発揮する魔法を多く習得している。それらで霊れい子し力りよくで動く埴輪達をカモフラージュすれば、クランの無人機を使い続けるより、追跡に気付かれる恐おそれはグッと低くなる。これは第二の取引先がフォルトーゼ製の探知機器を使っている場合でも、魔法と霊子力は想定していないだろうからだった。

『大きいブラザー、そのまま南へ進んで建物の北側から接近するといいホ。入り口は南側にあって、近くに車が止まっているホ』

『見張りは車道がある南側を重点的に見張っているけれど、十分に一回は北側も見に行くようだホ。注意するホ！』

　埴輪達はリアルタイムの映像と共に、問題の取り引きが行われる廃はい屋おくについての情報を報告してきた。報告は霊子力を使った特とく殊しゆな通信方式で行われており、多少アナログ的に映像が荒あらかったりはするのだが、傍ぼう受じゆされてしまう恐れはなかった。

「分かった、そのまま監かん視しを続けてくれ」

『ハイだホー！』

『任せるホー！』

「キリハさん、やっぱりこれも取り引き自体を潰つぶすっていうより、取り引き相手の尻尾しつぽを掴つかむ方を優先する方が良いんだよな？」

「うむ。ヤクザ達はこの場を離はなれた段階でサンレンジャー達に拘こう束そくされるから、よほど危険な武器を手に入れたのではない限り、彼かれらはそのまま帰した方が良い。そして彼らに取り引きを持ちかけた者達の正体を突つき止とめる事を優先するべきだろう」

　孝太郎達の目的はあくまでフォルトーゼの技術の出所だった。下手に取り引きを潰すよりも、成功したと思わせて追跡し、アジト等に案内させる方がいい。それで敵の正体と規模を知る事が出来る。もちろんヤクザ達の方の対応も忘れてはいけない。ヤクザ達は取り引き終しゆう了りよう後に黒服達によって拘束される予定だ。これに関しては、アジトで寝ねている二人や、薬物の取り引き相手も同じだった。

「じゃあ………ここでは取り引きの時の会話を盗ぬすみ聞ぎきするのと、出来れば相手の顔を確かく認にんってところだな」

「うむ」

「また、かくれんぼかぁ………苦手なのよね、私………」

『儂わしもだ。逃にげ隠れは生まれつき向いていないのだ』

　行動の方針が決まると、静香とアルゥナイアの表情が曇くもる。静香は身を隠してドキドキしながら移動する状況そのものが苦手だ。アルゥナイアはドキドキこそしないのだが、巨きよ体たいに生まれ付いたせいで隠れるという事をやった事がない。理由こそ微び妙みように違うが、二人とも苦手な状況だった。

「こうなってくると、またクランさんが活かつ躍やくする番ですね」

「期待してくれるのはマキだけですわ、もぉ………」

「里見君だって今なら期待してくれますよ。ねっ、里見君？」

「ノーコメントだ」

「………。まっ、今はそれで良しと致しますわ」

　孝太郎達は幾つかの防ぼう御ぎよ手段を講じつつ、歩道から外れて雑木林の中へと入っていく。ヤクザ達の取り引きはこの雑木林の奥にある廃屋で行われる。ヤクザの組長宛あてのメールに記されていた約束の刻限はもうすぐだった。










　問題の廃屋まで二百メートル程ほどまで近付くと、先行していた埴輪達が戻ってきた。ここからは万が一に備えて固まって動く。見付からないのが最優先なので、バラバラで動くのは危険だった。

「取り引き相手は来たのか？」

『まだだホ。顔が怖いおじさん達ばっかりだホ』

『でもそろそろ車が見えないと、約束の時間に間に合わないホ』

「もしかしてわたくし達がここにいるとバレてしまって、取り引きが中止になったのではありませんの？」

「それならヤクザ共が攻こう撃げきしてきておるじゃろう。取り引き相手も徒歩で来るなどという事は無かろうが、何か別の理由があるのやもしれぬのう」

　取り引きの予定時刻まではあと数分。車で来るのだとしたら、そろそろ遠くにヘッドライトの明かりが見えていないといけない。しかしまだそうなっていない。状況が読めず、孝太郎達は戸と惑まどっていた。

「とはいえ、ここであの者達の動きを待っている訳にもいくまい。予定通りに距離を詰め、取り引きの様子が窺える場所を確保しよう」

『姐あねさん、既すでにそれらしい場所の目星はつけてあるホー』

『こっちだホー。みんなついて来るホー』

　不気味さはあったが、帰るという選せん択たく肢しはない。孝太郎達は細心の注意を払いつつ、埴輪達の後に続いて廃屋へと近付いていった。

「………ちょっとお待ちになって下さいまし、見張りが巡じゆん回かいしてきますわ………」

　残り五十メートルほどの地点で、クランが一同を呼び止める。すると孝太郎達は素す早ばやく手近な茂しげみや木の陰かげに身を隠した。

「えっ、えっ!?」

「………大家さん、こっちです！」

　緊きん張ちようのし過ぎで一いつ瞬しゆん立たち竦すくんだ静香を、孝太郎が茂みの中へと引っ張り込む。そして両りよう腕うででしっかりと静香を抱き抱かかえ、強ごう引いんに身を伏ふせた。

「きゃっ!?」

「………大家さん、じっとして………」

「………え、ああ、うん………その方が、こっちとしても望ましいというか………」

　するとその直後、廃屋の角の向こう側からサングラスにスーツ姿の大おお柄がらな男性が姿を現した。その姿はゆりかのそれとは比べ物にならない程様になっていた。

『やれやれ、宇宙人が来るなんて、面めん倒どうな時代になったもんだ』

「………あっ、あれ番頭さんですぅ。細かい事によく気が付く人だからぁ、しばらく動かない方が良いですよぅ………」

『ん？　なんだ？　………気のせいか。厄やつ介かい事が増えて、俺も少し神経質になってるのかもしれないな………』

　ゆりかの適切なアドバイスに従い、孝太郎達は番頭が廃屋の角の向こう側に消えるまで身動きせずに待つ事にした。だが、結果的にそうまでする必要はなくなった。番頭が角に差さし掛かる少し前、上空から小さな噴ふん射しや音が聞こえて来た。

『なんだありゃあっ!?』

　それを聞いた番頭は頭上を見上げて絶句すると、大おお慌あわてで廃屋の正面側に回り込んでいった。それと同時にクランが身に着けている腕うで輪わが激しく振しん動どうする。それは隠おん密みつ行動中だから音こそ無かったものの、先程の噴射音の出所に関する警報だった。

「空間歪わい曲きよく反応!?　この反応っ、フォルトーゼの戦せん闘とう艇ていでしてよっ!!」

　驚きのあまり、クランの声は大きくなってしまっていた。もし番頭が今も先程の位置にいたなら、きっとこの声を聞き付けていた筈だ。番頭がいち早く廃屋の正面側に戻もどってくれたのは幸運だったと言えるだろう。

「戦闘艇!?　確かか!?」

「間違いありませんわ、ベルトリオンッ！　この空間歪曲反応は、皇国軍の戦闘艇に装備されたジェネレーターに特有のパターンですの！」

「馬鹿な、どうしてこんな場所に戦闘艇がある!?」

　孝太郎は静香を解放すると慌てて立ち上がり、頭上を見上げる。するとゆっくりと降下してくる戦闘艇が見えた。だが、そうやって実際に見てもなお、孝太郎には信じられなかった。制宙権は完全にティアの艦かん隊たいが握っている。そして艦隊はまだ戦闘用艦艇を地上に降ろしていない。つまりこの戦闘艇はティアの艦隊のものではないという事になる。それ以外のフォルトーゼの艦艇が、警けい戒かい網もうを突破して地上に降りるのは不可能に近い。あり得ない出来事だった。

「おやかたさま、謎なぞが解けてきました！　あれはヴァンダリオンの艦隊に所属している戦闘艇です！」

「ヴァンダリオンの艦隊だと!?」

　機体のシルエットや刻まれたマークから、ルースは戦闘艇の所属艦隊を割り出だした。それはティアの艦隊ではなく、かつて倒たおした孝太郎達の宿敵、ヴァンダリオンの艦隊に所属する戦闘艇だった。そしてその情報が、キリハに答えを示した。

「そうか、つまりはこういう事だ！　以前ティア殿どのとエルファリア殿を捕とらえる為にやってきた艦隊が、調査の為の部隊を地上へ残していった！　彼らはティア殿の艦隊を出し抜いたのではなく、最初からこの地に潜ひそんでいたのだ！」

　幾ら制宙権を握ろうとも、最初から地上に居た者達には全く関係ない。彼らは数すうヶか月げつ前から自由に地上を動き回り、何らかの作戦に従事して来た。恐らくはこのヤクザとの接せつ触しよくもその一いつ環かん。事態は孝太郎達が想定していたものよりもずっと深刻だった。










　一時のショックから抜ぬけ出した孝太郎達は、当初の予定通り取り引きの様子を観察し始めた。ヴァンダリオン艦隊の残存勢力が生き残っている事は驚おどろきだったが、その実態を掴む為にも、まずは取り引きの様子を知る事が重要だった。

「おやかたさま、戦闘艇に小型の偵てい察さつ機きを貼はり付つけました」

　ルースは担当していた作業を報告する。彼女がやっていたのは大きさ十数センチの小型の偵察機を、問題の戦闘艇の船体に貼り付ける事だった。この偵察機は今から休きゆう眠みん状態となり、しばらく後で再起動して敵の本ほん拠きよ地ちの情報を送って来る。これなら仮に見失っても敵の本拠地を知る事が出来る筈だった。

「よし、後はこっちだな。クラン、どうだ？」

「もうちょっと、です、わ………サナエ、こんな感じでいかがでして？」

「映ったよ、メガネっ子！」

　孝太郎達は壁かべが崩れている部分から廃屋に侵しん入にゆう、取り引きが行われる広間の近くまで忍しのび寄よっていた。今は広間の様子を窺うかがうべく、先せん端たんにカメラとマイクが付いたケーブルを壁の亀き裂れつに押おし込んだところ。それが上手い具合に壁の向こうの様子を伝えてくれるようになったので、孝太郎達はケーブルが目立たない位置を通るように工く夫ふうしながら、慎しん重ちように後退していった。

「パルドムシーハ、音声の加工を。わたくしは映像を担当致しますわ」

「はい、お任せ下さい」

　取り引きの様子を埴輪達や無人機を使って覗のぞくという方法もあったのだが、物音や通信波で気付かれてしまう恐れがあった。そこで孝太郎達はこの古典的な手法で壁の向こう側を覗く事にした。古典的であるだけに、設置にさえ成功すれば安全性は確かだった。

『………驚きましたよ、まさか空からおいでになるとは』

『我々が偽にせ物ものではないとあなた方に示す一番の方法です。しかも高度を上げなければ、現段階では一番安全な移動方法ですから』

　物もの陰かげに隠れた孝太郎達の目の前に、壁の向こう側で行われている取り引きの様子が立体映像として投とう影えいされていた。最初は映像が乱れていたり向きが違ったり、音声が雑音だらけだったりしたのだが、ルースとクランによる適切な操作によって映像も音声もはっきりした。孝太郎達の感覚としては、人形の会議を覗いている気分だった。

『その視点は有りませんでした。しかし安全という事でしたら、取り引きを急ぐ方がよろしいのでしょうな』

『そうして頂けるなら助かります』

　話をしているのはヤクザの五代目組長と、戦闘艇に乗ってきた兵士の指揮官と思おぼしき人物だった。二人とも口調は丁てい寧ねいであったが、その向こう側から凶きよう暴ぼうな獣けもののような気配がにじみ出ている。二人は似た者同士だった。そしてお互たがいにそれを感じ取ったからこそ、取り引きをするに至ったのかもしれない。

「照合出来ましたわ。ヴァンダリオン騎き士し団だん所属、ラルグウィン・ヴァスダ・ヴァンダリオン卿きよう。我々の宿敵であったマーズウェル・ディオラ・ヴァンダリオン卿の甥おいで、騎士団のナンバー四。行方ゆくえが分からなくなっていた残党の一人ですわ！」

　立体映像のデータから、戦闘艇の指揮官の身元が判明した。孝太郎達が戦ったヴァンダリオン、その甥っ子こにあたる人物だった。まだ三十代なので将官にはなっていないが、実質的にはその地位にあるヴァンダリオンの懐ふところ刀がたな。それが地球に残されていたのだ。

「なるほどのう、考えてみればわらわ達たちがこの地で強力な味方を得て逆ぎやく襲しゆうに出た以上、ヴァンダリオン側が再起しようという場合にもこの地を選ぶのは正しい」

「という事は、エルが急いだのは大正解だった訳だな。最悪の場合、こいつらが何の制限もなく動き回っていた訳だからな」

　孝太郎は背筋に冷たいものが流れていくのを感じていた。エルファリアが早々に日本との国交を開く決断をしたからこそ、このタイミングで彼らを発見出来た。もしそうでなかったら、彼らは孝太郎達の強さの秘密を自由に探し続けただろう。そしていずれは魔法や霊子力に辿たどり着つく。それがどんな恐ろしい結果を招くか、想像したくもなかった。

『こちらから提供させて頂くのは、重力波通信機です。これは我わが国くにでは既に一いつ般ぱん的てきな通信機で、邪じや魔まなものに遮さえぎられていようと、かなりの距離まで通信が可能となります。これをお約束通り三つ提供させて頂きます。それとおまけで暗号解読機もお付けします』

　ヴァンダリオンの甥である、ラルグウィンがヤクザに提供しようとしているのは通信機だった。分解して解かい析せきし、新たな通信技術が得られれば信じられないようなお金が手に入るし、そのまま使ってフォルトーゼ側の通信を傍受してもいい。一番初めに手に入れるならこれという、理想的な取り引き材料だった。

『こちらも約束通りのものをご用意させて頂きました。まず代金の半分として十億円。そして残りの半分として、地球製の武器をご用意させて頂きました』

『素す晴ばらしい！』

　ヤクザが提供したのは、大慌てで掻かき集あつめた現金十億円、そして地球で一般的に使われている武器の数々だった。そこにはまるで子供が投げだしたおもちゃのように、無造作に武器が山積みされている。その隣となりには弾だん薬やくの山。それは戦争でも始めそうな量だった。

『こちらもおまけと申しますか、要望頂いた数の武器では安過ぎるかと思いましたので、弾薬類の数を二倍にして、ロケットランチャーを追加してあります』

『お心こころ遣づかいに感謝致します、五代目殿』

　ラルグウィンは部下に命じ、早々に現金と武器弾薬を戦闘艇へ積み込んでいく。反対にヤクザ達は通信機を自動車に積み込む。取り引きは無事に終了した。

『それでは我々はこれで』

『今後も長くお付き合いしていけるよう願っております』

『こちらこそ。失礼致します』

　リーダー同士の挨あい拶さつが済むと、ヴァンダリオン派とヤクザ達はそれぞれの乗り物に乗り込んで帰路に就つく。両者の別れはあっさりとしたもので、ビジネスライクという言葉がぴったりの退ひき際ぎわだった。やがて戦闘艇は飛び上がり、自動車は林道へ。幸運な事にここまで孝太郎達が見付かる事はなかった。あとは偵察機に任せて、戦闘艇が何処どこへ帰るのかを特定すれば良い。孝太郎達の作戦も成せい功こう裏りに終わろうとしていた。おかげで孝太郎や少女達の顔には安堵の表情が浮かんでいる。だがその中に一人だけ、依い然ぜんとして厳しい表情を崩くずさない者が居た。

「んー………。あのぅ、里見君、ちょっと良いですか？」

　厳しい表情を崩さなかったのは晴海だった。彼かの女じよは目の前で行われた取り引きに、ちょっとした違い和わ感かんを覚えていたのだ。

「どうしました？」

「ヴァンダリオン派の残党は、何で地球の武器が必要なんでしょう？　地球に居るんだからお金がないと困るのは分かるんですけれど、武器ならもっと凄すごいのを自分で持っているんじゃありませんか？」

　それが晴海が覚えた違和感だった。地球に残ったのはフォルトーゼの軍隊。わざわざ武器を手に入れる必要などどこにも無い。しかも買ったのは威い力りよくが低い、地球製の武器だ。地球人が大半の孝太郎達だから、単純に武器取り引きは怖い位に思っていたが、言われてみれば確かに不思議だった。

「確かにそうじゃな………何故なぜわざわざ地球製の武器が要いる？」

　ティアも首を傾かしげる。わざわざ火力を下げる意味などない。それとも地球で既に何度も戦闘を繰くり返かえしていて、武器弾薬の補給に問題が生じているのか？　ティアの脳のう裏りに幾つもの理由が流れていく。だが今の時点では、ティアにははっきりとこれだと断じられる、納なつ得とくのいく理由は思い付かなかった。

「その理由は簡単ですわ」

　この時点で理由に思い至っていたのはクランだけだった。だがクランはその理由を口にする前に、じっと孝太郎の顔を見つめた。

「何で俺を見る？」

「………べ、別に何でもありませんわ………」

　そしてクランは様々な感情の入り乱れた複雑な表情をした後、諦あきらめたように息を吐はき出した。そしてどこか気乗りしない様子で理由を口にした。

「………その理由は簡単。地球製の武器を使って殺したい相手がいるのですわ。地球側の人間に殺されたと思わせる為に」

　かつてクランは地球で手に入れた物だけで作った武器でティアを殺そうとした。そうすれば地球人に罪を擦なすり付ける事が出来るからだ。そしてヴァンダリオン派の残党は、それと同じ事をしようとしている。かつて同じ事をしたクランだからこそ、真っ先に気付く事が出来たのだった。

「何でわたくしの頭を撫なでますの？」

「別に何でもない。近くに触さわったら気持ちよさそうな頭があったもんだから」

「………相変わらず無礼な人ですのね？」

「俺が礼れい儀ぎ正ただしかったら、それはそれで問題だろ」

　孝太郎はこの時、ある事に気付いていたのだが、そこには触ふれない事にした。今するのに相応ふさわしい話題ではなかったし、緊きん急きゆう事態でもあったから。そしてその緊急事態の内容はキリハによって詳くわしく語られた。

「ヴァンダリオン派の残党の目的は、フォルトーゼ皇家の転てん覆ぷくなのは間違いないだろう。その前段階として、地球で我らの力の秘密を解き明かしたい筈だ。ティア殿がやったのと同じように現状をひっくり返したい訳だからな。それには地球側とフォルトーゼ側の対立構造を作る事が望ましい。そうなると必然的に狙ねらわれるのはナルファだ」

　ティアと同じような逆転劇には霊子力と魔ま法ほうが―――それが何なのかはまだ分かっていないかもしれないが最終的には―――必要不可欠だ。だがフォルトーゼの監視下で手に入れるのは難しい。ではフォルトーゼの監視を緩ゆるめるにはどうしたら良いか。その答えが、フォルトーゼ人を地球の人間のフリをして殺すというものだった。

「待った、どうしてナルファさんだと分かる？」

「不和を煽あおる為に殺すなら、軍属より政治家、政治家より民間人だ。しかも年若い女性ならなお良い。特に平和と友好を求めてやってきた留学生なら、条件は理想的だ。それを地球問題の責任者であるティア殿の管かん轄かつである吉祥春風市で殺せば効果は最大化する」

　キリハはそう言って悔くやしそうに表情を歪ゆがめた。もう少し早くこの事に気付いていれば、敵を倒して取り引きを潰す手もあった。隠おん密みつ裏りに調査をする事に気を取られ、武器弾薬の用よう途とを考えなかった事がこの失敗を招いた。とはいえ同時に多くの事を気にしなければならない任務中に、この事に気付くのは非常に困難だろう。キリハを責めるより、むしろ気付いた晴海を褒ほめるべき状じよう況きようだった。

「そうか、そうだよ！　ナルファさんは条件が整い過ぎているっ!!」

　孝太郎にもキリハが言いたい事が分かってきた。ナルファは地球に居るフォルトーゼ人の中で最年少、しかも民間人の留学生。平和と友好の象しよう徴ちようのような人物だった。それを地球の宇宙人排はい斥せき団体が殺害し、しかもティアが守り切れなかったという構図をねつ造する事が出来れば、両国の友好には暗雲が漂ただよい、国論は荒あれる。そうなればヴァンダリオン派の残党は今よりもずっと自由に行動できるようになるし、皇家の転覆の第一歩としても機能する。誰だれが狙われると言って、ナルファほど狙われ易やすい人物もいないのだった。

「しまったっ、俺達もすぐに帰るぞ！　急がないとナルファさんが危ない！　あいつらこのままナルファさんを殺しに行くぞ！」

　そして現状から予想されるもう一つの未来は、ヴァンダリオン派の残党がすぐにナルファを殺しに行くだろうという事だった。戦闘艇でやって来ているのは、武器を手にしたならそのまま殺しに行く為。そしてヤクザ達が行った盗聴と盗とう撮さつ。ナルファの今日のスケジュールは、既に残党達に知られていると考えた方が良い。戦闘艇は既に飛び立った。このまま対応が遅おくれれば、ナルファはヴァンダリオン派の手によって殺されてしまうに違ちがいなかった。







ナルファの危機　四月十四日（木）







　この日、ナルファは放課後に松まつ平だいら家へ遊びに行っていた。これは琴こと理りに招待されたからだった。そして琴理の部屋で遊び、夕食に招かれ、日本の家庭の様子を体験した。それはフォルトーゼ人のナルファにとって素晴らしい体験となった。もちろん、その様子の殆ほとんどがカメラに収められた。遠からず、フォルトーゼの汎はん銀河ネットワークにもアップロードされる事になるだろう。

「………もう帰らなきゃいけないのが残念です。寮りようは寂さびしいですから」

　松平家での時間が楽しかっただけに、ナルファはこれからひとりぼっちの寮に帰るのが寂しかった。彼女は軽く背後を振ふり返り、既に見えなくなった松平家に思いを馳はせる。

「そっか、まだ留学生寮はナルちゃんしか住んでないんだもんね」

「まあ、帰り着くまでは俺おれ達たちが一緒ですから」

「………それが一番危険なんですけれどね」

　寂しげなナルファに笑いかけた賢けん治じに、琴理の氷点下三十度の視線が突き刺ささる。その全ての者を凍いてつかせる氷の視線は、女の子に対しては無類の強さを誇ほこる賢治でさえ一いち撃げきで言葉を失わせる威力があった。やはり賢治にとって琴理は特別だった。

「………す、すみません………」

「ねぇコトリ、まだお兄さんを赦ゆるしてあげないんですか？」

　ナルファは肩かたを落とす賢治がだんだん可哀かわい想そうに思えて来ていた。また帰宅するナルファと、それを送っていこうという妹の琴理を心配して、わざわざ付いて来てくれている。更さらには賢治も例の件に関して間ま違ちがいを認めて反省し、今後は女性との関係をまともにする事を約束していた。だからそろそろ許してあげた方が良いのではないか、ナルファはそんな風に思っていたのだ。

「まだ駄だ目めです。コウ兄さんに一度きっちり叱しかって頂かなくては」

　実はこの少し前に、賢治はある大きな失策を犯おかしていた。それさえなければ、琴理は賢治を許していたのかもしれない。孝こう太た郎ろうに相談して時間が経たち、琴理は賢治が心を入いれ替えるなら赦してもいいかなと思い始めていたところだったのだ。

「よりによって、コウ兄さんの方がよっぽど女性関係の素行が悪いだなどとぉっ、唾だ棄きすべき言いい掛がかりをぉぉっ!!」

　だが賢治が流れで口にした、孝太郎の女性問題についての話が琴理の逆げき鱗りんに触れた。確かに孝太郎の周りには非常に女性が多い。だが孝太郎は誰とも付き合っていないし、ぎりぎりの一線は守っている。それは孝太郎からも女性達からも確認が取れていた。また琴理も孝太郎が他人を受け入れる事に苦しんで来た事をよく知っている。孝太郎の問題は賢治の問題とは本質を異にしており、しかも何ら後ろ暗い部分はない。賢治はそれを引き合いに出してしまった事で、自分の悪さを薄うすめる為に、最悪の言い訳をしたと取られてしまったのだった。

　―――そりゃあ、レイオス様と比べたらどんな男の人だって………あの方は伝説のアライア帝に乞こわれても、演劇の仲間との約束を貫つらぬき通とおしたのだし………コトリは自分が男性に求める最低ラインが高過ぎるんだって、気付いてないですよね、これ………。

　ナルファは琴理の言葉が正しく、しかも同時に間違っていると感じていた。琴理は孝太郎と共に育ってきた事で、自分が男性に求める精神面の成熟度が、桁けた違ちがいに高くなってしまっている事に気付いていない。琴理が思っているような水準にある同世代の男性は、宇宙に何人もいないだろう。それを兄の賢治に対して普ふ通つうに求めてしまっている事が、松平兄妹きようだいの不幸だった。しかしそれを分かっていても、ナルファには今の琴理を説得する自信がない。琴理の考えは基準線の位置が間違っているものの、基本的には正しいからだ。だからナルファは、もう何日か時間を置いて琴理の気持ちが落ち着くのを待つ事にした。

「コータロー様か………そうだコトリ、コータロー様の面おも白しろいエピソードがあったら教えて貰もらえませんか？」

　とりあえずナルファは話題の修正を試みた。今はこのまま賢治の話を続けるより、流れに沿って孝太郎の話に持って行ってしまう方がいい。琴理の意識から賢治を外す事、まずはそれが第一歩だった。

「コウ兄さんの話ですか？　ええとぉ、何が良いかなぁ………」

　孝太郎の想おもい出でを聞かせて欲ほしい、ナルファがそう言った瞬しゆん間かん、琴理の表情が緩んだ。琴理の意識から賢治の存在が薄れ、代わりに懐なつかしい子供時代の孝太郎の姿が浮かび上あがってくる。

「そうだ、あれにしよう！　私がコウ兄さんと二人で釣つりに行った時の話！」

　そして何を話すのかを決めた時には、琴理の表情からは怒いかりが消えうせ、楽しげな笑え顔がおが戻ってきていた。

「………」

　それを見て取った賢治は、無言でナルファに手を合わせて感謝の念を送る。ナルファはそれに気付き、無言のまま笑顔で軽く手を振って応こたえた。

　―――やれやれ、助かった………ナルファさんには、今度よくお礼を言っておかなきゃいけないなぁ………。

　賢治は胸を撫で下おろすとそんな事を思う。ナルファはいつもは無む邪じや気きなのに、時折びっくりするほど歳とし上うえに見える時がある。今がまさにその時だった。そして賢治は、その事に深く感謝していた。

『コウ兄さんと二人だけなんて滅めつ多たにないんですけど、その日は偶ぐう然ぜん一人で釣りに行くコウ兄さんを見付けたんです』

『ついて行っちゃったんですか？』

『そうなの。私が行っても釣りの邪魔になっちゃうだけなのにね』

『昔のコトリは大おお騒さわぎするタイプだったんですか？』

『そっちの邪魔じゃなくて、私はいつもコウ兄さんの凄く近くに行っちゃうから』

『竿さおが扱あつかい難にくくなりそうですね』

『ふふふ、そうなの。それでね―――』

　賢治は二人の会話を聞きながらとぼとぼと後をついていく。その姿には日ひ頃ごろのクールさの欠片かけらもない。やはり妹が絡からんだ時だけは特別だった。

　―――うん？　なんだ？

　そしてだからこそ賢治は気付いた。現在賢治達たちは川の堤てい防ぼうの上に作られている遊歩道を使って吉きつ祥しよう春はる風かぜ高こう校こうへ向かっている。そこは見通しが良いし、数メートルおきに街灯が立っているので、夜になってからでも明るい。だが進行方向上にある橋の辺りには、一度街灯が途と切ぎれて暗くなっている場所がある。賢治はその暗がりの中に、何人かの人間がたむろしている事に気が付いた。距きよ離りはまだかなりあるので、普段なら気付いていなかっただろう。だが賢治は他ほかならぬ妹と、その友人の安全を守るべく注意していたので、いち早く気付く事が出来たのだった。

「………琴理、ナルファさん、道を変えるよ」

　街灯があって比ひ較かく的てき安全な遊歩道だが、時折不良が溜たまっている事があった。だから賢治はたむろしている者を不良達だと思い、すぐ先に見えている階段を降りて接近を避さけようと考えた。琴理もナルファも標準以上の容姿を持ち、しかもナルファはフォルトーゼからの留学生。面倒を避けるなら、気付かれる前に距離を取った方が良いだろう。絡まれるリスクを冒おかすぐらいなら、僅わずかな遠回りの方が安上がりだった。

　―――それになんだろう、この違和感………やっぱり道を変えた方が良い………。

　またそれに加えて、賢治は何だか嫌いやな予感がしていた。何がどうとは言えないのだが、賢治の心が警告を発していた。強しいて言葉にするなら、塗ぬり絵えをしていて色を間違えたかのような違和感。あるべきでないものが、そこにある感覚だった。

「兄さん!?　急に―――」

　話に割り込まれた琴理が怒りを取とり戻しかける。だが賢治の表情を見てただ事ではないと感じたナルファは咄とつ嗟さに彼女を遮った。

「待って、コトリ！　どうしたんですか、ケンジさん？」

「あの橋のたもとの暗がりに、何人か人が居るのが見えますか？　誰なのか分からないので、念ねんの為ために道を変えたいんです」

「分かりました。行きましょう、コトリ」

「え、ああ、うん………」

　ナルファに勢いを削そがれたおかげで、琴理は素す直なおに賢治の提案に従った。落ち着いて考えてみると、琴理にも賢治の言い分は正しいように思えた。ナルファが止めてくれなければ危ないところだった。

「何だあいつら、どうしてこっちへ来る？」

　だが、ここで賢治の悪い予感が当たってしまった。橋の陰の中に居た一団が、まるで進路を変えた賢治達を追うかのように移動を始めたのだ。

　―――偶然こっちに用事が？　それとも最初からナルファさんを狙って？　だがこの距離だぞ？

　賢治は困こん惑わくしていた。橋まではまだ距離があるので、彼らが琴理やナルファの姿をはっきりと確認出来ているとは思えなかった。だが手て当あたり次し第だいに絡もうとしていると考えるには距離があり過ぎる。その場合は別の人間を待った方が効率的だろう。しかも賢治達は進路を変えている。偶然こちらに用事があるのでなければ、賢治達をわざわざ追ってきたと考えるしかない状況だった。

「兄さん、どうするの？」

「もう一度道を折れてみよう。それで向こうの意図を探さぐる」

「もしかしてあの人達、私を追って来ているんでしょうか。コトリやケンジを追う理由は無さそうですし」

「そうでない事を願うよ！　俺おれが殴なぐられるだけで済むなら、どれだけ嬉うれしいか！」

　お礼参りなら賢治が殴られるだけで済む。最悪の状況は、彼らが最初からナルファを狙ってあの場所にいた場合だ。その場合、彼らはナルファがここを通ると最初から知っていてあの場所に居た事になる。ナルファの今日のスケジュールを調べ、最も効果的なタイミングでやってくるなど、ただの不良がやる事ではない。明らかにもっと危険な連中であると考えざるを得なくなるのだった。

　タンッ、タタンッ

「なんだっ!?　銃じゆう声せい!?」

　賢治達がもう一度角を曲がり、別の道へ飛び込んだ正にその時。堤防の遊歩道の方から銃声のような音が聞こえて来た。だが平和な毎日を送ってきた賢治達には、それが銃声であったという確信がない。立ち止まり、混乱する頭を抱えて音の方を振り返った。すると目の前の角から、黒い服を身に纏まとった見覚えのない二人の男性が姿を現した。

「誰だお前達!?」

　賢治は目の前の二人が橋の陰にいた者達の仲間ではないかと考え、琴理とナルファを背後に庇かばった。

「落ち着け、我々は君達の敵じゃないっ！　政府の者だ！　だ、だが、賢治君、その留学生を連れて早く逃げてくれ！　連中の狙いは留学生だけじゃない！　君達全員だ！」

　賢治は幾いくらもしないうちに、自分の勘かん違ちがいを悟さとった。黒服の男達は身体のどこかから出血しており、地面にぽたぽたと血が滴したたっていた。そして彼ら自身も銃じゆうを抜き、角の向こう側に向かって銃じゆう撃げきを繰り返している。その時の銃声と直前の彼らの言葉から、賢治は今何が起きているのか、そのおおよその事情を理解した。

　―――さっきの音はやっぱり銃声だったのか!!　そして追って来ている連中は日本とフォルトーゼの交流を快く思わない連中って事かっ!?

　第一の目的はナルファ。だがそれに失敗しても、ナルファの友達の賢治や琴理を殺せれば日本の世論を動かせる。異星人が来たせいで兄妹が死んだ、そんな風に世論を誘ゆう導どうすれば良いのだから。そうなれば程度の差は生じるが、どちらであっても日本とフォルトーゼの関係は冷え込む。それを望んでいる者達が襲おそってきている、という事なのだった。

「くそっ、いくぞ琴理、ナルファさんっ！」

「う、うんっ！」

「分かりました！」

　賢治の声に反応して、琴理とナルファは走り出した。三人には黒服の男達が何者なのかは分からなかったし、全面的に信じた訳でもなかったが、彼かれらの言葉を無視するには銃じゆう撃げき戦せんと出血は生々し過ぎた。迷っている暇ひまはない。たとえそれが無関係な銃撃戦であったとしても、一刻も早く安全な場所へ逃にげなければならなかった。










　賢治は賢かしこい少年だった。加えて交友関係が広かった事も幸いした。おかげで様々なタイプの人間との接触があり、危険を回かい避ひする感覚が養われたのだ。最初の橋の陰に居る人々を避けた判断などは正しくそれだ。賢治ははっきりと姿を確かく認にんする前の段階で、橋の陰に居た人々から嫌な気配を感じ取っていた。賢治の社交性が結果としてナルファと妹の琴理を守る事になったのだった。

「………なかなかどうして、やるじゃないか少年」

　ヴァンダリオン派の残党を率いる、ラルグウィン・ヴァスダ・ヴァンダリオン卿。三十代になって日が浅いが、その風格は歴戦の勇士のそれだった。それ故ゆえに彼は、戦いにおいて敵を侮あなどる事の愚おろかしさを良く知っている。賢治が民間人であっても、いい加減な対応をするつもりはない。むしろ賢治が足手まとい二人を連れて今もなお無事に逃げおおせている事を高く評価している程ほどだった。

「ふふん、日本政府の護衛より、よっぽど手て強ごわい。そう思わんか？」

「笑い事ではありません、ラルグウィン様」

「分かっている。追加で一個分隊を出して追い立てろ。それとは別に二個分隊を出し、市街地に逃げ込まれないように行く手を塞ふさげ」

「合計一小隊………民間人三人にそこまでする必要があるでしょうか？」
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　フォルトーゼの軍制では、一分隊は十人の編成になる。最初に賢治達を追った一個分隊に、更に三個分隊を加えた訳なので、その総兵力は四十名。四個分隊で一個小隊になるので、今は一小隊が賢治達を追っている計算になる。結構な人数であり、そこが副官の懸け念ねんだった。地球で孤こ立りつしているヴァンダリオン派にとって、多くの兵を繰り出す事は大きなリスクなのだ。

「笑い事ではないと言ったのはお前だろう。それにあれは青騎き士しの友人だ。侮るのは愚かだし、青騎士そのものが援えん軍ぐんに来る場合も考えられる」

「なるほど、その前に決着を付ける訳ですな」

　ラルグウィンはナルファへの攻こう撃げきを決定する前の段階で、青騎士―――孝太郎の交友関係については詳しよう細さいに調べている。その上で、ナルファが松平家へ遊びに行ったタイミングを狙った。松平家は、警備が厳重な高校からも、孝太郎の自宅からも遠い。その為現時点ではナルファの警護が一番手て薄うすになる場所だったのだ。しかし時間が経てば、ナルファが松平家に行く場合の警護体制が確立してしまうから、チャンスは今しかない。フォルトーゼと日本の間に楔くさびを打ち込むには、今この瞬間に確実な勝利が必要だった。

「本音を言うなら、青騎士は叔父おじ上を倒した男だから、この手で引ひき裂さいてやりたいところなのだがな」

「その感情を押し殺ころす事が出来るラルグウィン様が勝ちます」

「やれやれ、厄介な宿題を残してくれたものだ、叔父上も………」

　ラルグウィンの武勇は叔父のヴァンダリオンには及およばないし、知力に関してもグラナードには及ばない。多く見積もっても七割八割の実力と言える。だが一人の人間がその二つを兼かね備そなえているから、この地球探たん索さくの単独任務を任された。人数も物資も限られる状況では、ラルグウィンの様な器用な男が必要だったのだ。その意味では、賢治の同類と言えるのかもしれない。それもまた、彼が賢治を侮らない理由になっている。

「だがそれでも、そろそろ限界の筈はずだろう、少年。たった一人で君は良くやった」

　逆に言うと、今の賢治はラルグウィンと同じ状況だと言える。遠く離はなれた地で孤立し、自分の力だけで妹とナルファを守らねばならない。ヴァンダリオン派の兵達に追われ、行く手を塞がれ、絶体絶命の状況にある。しかもラルグウィンとは違って、賢治は何の準備もなくいきなりこの状況に突つき落おとされた。似たような状況ではあっても、賢治の危険はずっと高い。四十人の兵はあっという間に賢治達を追い詰つめていった。










　賢治達がこの状況まで逃げ延びていたのは、最初の判断が良かったのはもちろんの事、ヴァンダリオン派の人間よりも土地勘に優すぐれていた事や、早い時期に携けい帯たい電話の電源を切った事にあった。本当ならナルファに留学の担当者へ電話させたり、賢治自身がティアに電話をしたかった。だが賢治は、電話をする何十秒間かが致命傷になると考えた。確かに電話をすれば援軍を呼べるかもしれない。だが携帯電話の電波を辿られたら、電話をしている間に捕つかまってしまう。そこで賢治は涙なみだを呑んで電源を落とす事にした。その上で、素す早ばやく市街地へ逃げ込む事に賭けたのだった。

「くそっ、こっちも駄目か！」

「コトリ、戻もどって！」

「うんっ！」

　だが結果的に賢治はこの賭けに負けつつある。当初こそ想定通りだった。素早く堤防を離れ、地元民だからこそ知っている小道を使って市街地へ急いだ。しかし途中から敵に先回りされるようになった。そうなる理由が運や土地勘ではなく、人海戦術であると気付いた時にはもう手遅れだった。賢治達は逃げ道を失い、徐々に河川敷の方へ押し戻され始めていた。そして戻った先にも敵の姿が見える。賢治達の運命は風前の灯火だった。

「兄さん、あそこ！」

「しめた！　ナルファさん、隠かくれるぞ！」

「はいっ！」

　逃げ道を失って万事休すかと思われたその時、琴理が土手に空いた穴を見付けた。その穴はかつて放水路として使われていたものだったが、堤防の再整備によって使われなくなったものだった。今はそこを子供達が秘密基地として利用しているようで、中には木箱や椅子が並べられている。穴の入り口は樹木が覆い隠すようになっていて、子供の目線でなければ分かり難い。琴理が見付けられたのは、小柄な彼女がかがんで走っていたから。追手の兵士達は見付けるのに苦労する筈だった。

「二人とも一番奥おくへ！」

「コトリ、こっちへ！」

「今行く！」

　ナルファと琴理を奥へ行かせ、賢治は穴の淵からそっと周囲を窺った。折せつ角かく逃にげ込んだのに外から見られては元も子もないので、細心の注意を払う。

　―――まずいなこりゃ………もう動きようがないぞ………。

　穴の外には既すでに何人ものヴァンダリオン派の兵士達がやってきていた。もちろん着ている服や持っている武器が地球製なので、賢治は彼らが異星人の兵士達だとは思っていない。しかし彼らが十分な人数でやって来ていて、自分達が逃げ場を失ったらしい事ははっきりと分かった。

　―――しかし映画とかじゃ、偵てい察さつ機きが上から見ていたり、熱を見る道具があったよな。案外、ここで動かない方が良いのかもしれない。後は俺達の運次第か………。

　賢治は物音を立てないように気を付けながら、穴の奥へ向かう。もはや外には出られないのだから、見張っている意味はなかった。

「兄さん、どうだった？」

「酷ひどいもんだ。外へ出たらすぐに捕まりそうだ。しばらく隠れているしかないな」

　賢治は近くに転がっていた椅子を立たせると、そこに腰を下ろした。そして大きく溜め息いきをひとつ。賢治にはもう打つ手がなかった。賢治は戦せん闘とう訓練など受けていないし、武器もない。しかも近くをうろついている敵の数は多い。突とつ破ぱするなど夢のまた夢、敵が隠れている賢治達を見落としてくれる事を祈るしかなかった。

「すみません、私のせいでこんなことになってしまって………」

「こんなのナルちゃんのせいじゃないよ！　襲ってくる方が悪いのよ！」

「琴理の言う通りだ。それに俺は琴理に、友達を見捨てて良いと教えた事はない」

「………流石さすがは二代目青騎士、心強いです」

「所しよ詮せんは演劇の役、まがい物なんだけどね」

　賢治は苦く笑しようする。演劇において孝太郎が青騎士役をやったのは初年度のみ。翌年からはキャストを変えて公演が続けられている。そして賢治は二年目の青騎士役だった。それが最近になってフォルトーゼの実話であると知り酷く驚おどろいたものだが、なればこそナルファを責める訳にはいかない。それが作品の精神であり、同時に親友がやりそうな事でもあったから。

　―――もしお前が俺の立場なら………絶対にナルファさんを見捨てて逃げたりはしないよな、コウ………。

　賢治が裏切りたくないのは、むしろそこかもしれない。自分がその心を自然と持つ事は難しいかもしれない。しかしそれならそれを受け入れ、そういう生き方を手本にしたい。つまり賢治は、孝太郎の友達として胸を張りたいと願ったのだ。

「でも、そのまがい物が本物になる事もあるんです。大切なのは最初から本物であったかどうかではなく、そこに込められていく真実。そしてそれを最後の最後まで信じ切れるかどうか」

「ナルファさん………？」

　目の前で微笑ほほえむナルファ。その顔を見て賢治は再び思った。

　―――やっぱりこの子は、見た目通りの子じゃない………普ふ段だんは見えない心の奥底に、何かとても強いものを隠してる………。

　だが不幸にして、この賢治の考え事は途中で断ち切られる。

「いたぞ！　例のガキ共だ！」

「引き摺り出だせ！」

「殺っちまうんじゃないのか？」

「無論だ。だが可能なら演出を考えて殺し、それを撮さつ影えいせよとのお達しだ」

「怖こわいねぇ、流石はラルグウィン様………」

　賢治達はここで運悪くヴァンダリオン派に見付かってしまった。だが最新機器で追つい跡せきしてくる彼らが相手だから、ここまで逃げ続けて来たのはむしろ奇き跡せきに近いだろう。しかし運がどうあれ、もはや逃げ場はない。入り口にはヴァンダリオン派、穴は奥へ進んでも数メートル先で行き止まり。袋の鼠ねずみだった。

「お前達、大人しく外へ出て来い！」

「そうすれば今すぐ殺すのだけは待ってやるぞ！」

　外から兵士達が強い言葉で呼び掛かけて来る。それを聞いた琴理とナルファは、びくりと身を固くする。特に騒そう動どうとは縁遠い琴理は、涙目になっていた。

「琴理、ナルファさん、俺の背後に」

　賢治は席を立つと二人を自分の背後に回らせる。たとえ絶望的な状況であっても、賢治には最後まで二人を守る義務があった。

「兄さん………青騎士でもないのに、最後までカッコつけて………」

「仕方ないだろ。俺は青騎士じゃないが、それでもお前の兄ちゃんなんだから」

　より正確には、最後まで妹とその友とも達だちを守る、兄でありたかったのだ。それが賢治がまがい物の青騎士に詰め込んだ真実。だからこれからどうなろうと、琴理にとって賢治は紛まぎれもなく本物だった。だから琴理は涙を流しながらも、微笑む事が出来た。

「もう心配しなくて大だい丈じよう夫ぶですよ」

　ナルファも笑っていた。だがその笑顔は琴理のそれとは決定的に違っている。彼女には確信があるのだ。絶対に自分達が助かるという確信が。

「ナルファさん？」

「あの方が来てくれましたから」

　ナルファの笑顔が琴理のそれとは決定的に違っていたのは、賢治以外にも、もう一つ信じているものがあったからだった。

「ナルちゃん、あの方って誰の事？」

「………空っぽのまがい物に沢たく山さんの真実を詰め込んで、私達の本物になった伝説の英えい雄ゆう。その名も―――」

　ズドンッ

「うわああぁあぁぁぁぁっ!?」

「なっ、なんだこれはっ!?」

　軽い爆発音と共に、穴の外で悲鳴が上がる。突とつ如じよとして出現した何かが、穴の外を固めていた兵士達を吹き飛ばしたのだ。そしてその何者かは、兵士達に代わって穴の中の賢治達に呼び掛けて来た。

「よく踏ん張ってくれたな、マッケンジー。おかげで間に合った」

「―――レイオス・ファトラ・ベルトリオン。青騎士として知られている方です」

　賢治と琴理には、外から呼び掛けて来た者の声に聞き覚えがあった。

「ちなみにキンちゃんに謝あやまるなら今だぞ。今なら絶対に許してくれるだろうからな」

「コウ!?」

「コウ兄さんっ!?」

　聞き覚えがあって当たり前だろう。声の主は二人の幼おさな馴な染じみ、里さと見み孝太郎。

　忘れようにも忘れられない、特別な声だった。










　賢治達の居場所を特定したのは早さ苗なえだった。賢治達は敵の追跡を恐おそれて携帯電話の電源を落としていたので、早苗が霊れい波はを追うしかなかったのだ。そして早苗が大まかな位置を指示すれば、孝太郎や埴はに輪わ達たちでも賢治達の霊波を追うのは容易い。結果的に比較的近くにいた孝太郎が、最初に辿たどり着ついたのだった。

「桜さくら庭ば先せん輩ぱい、この飛び方には一考の余地があります」

『そうですか？　魔ま力りよくを一番効率的に使う飛び方なのですけれど』

「シグナルティンに乗って、というか踏んでいると、何だかこう、悪い事をしているような気になって」

『じゃあ、次は専用のスリッパを用意しておきます』

「そういう意味じゃなくてですねぇ」

『それに、厳密に言えばこの為なんですよ。………えいっ！』

「おわあああぁあぁぁぁぁっっ!?」

　ズドンッ

「うわああぁあぁぁぁぁっ!?」

「なっ、なんだこれはっ!?」

　賢治達が最初に感じた爆発音は、高速で飛来したシグナルティンが地面に突き立った時のものだった。その瞬間、シグナルティンは飛行と孝太郎の保護に使っていた魔力を全解放、周囲にいるヴァンダリオン派の兵士達を吹き飛ばした。

「………ぁぁぁぁぁっとぉっ!!」

　そしてそれに僅かに遅れて孝太郎が綺麗に足から着地する。シグナルティンが加速して突っ込んでいったので、突とつ然ぜん足場がなくなって数メートルの高さから落ちて来たのだ。無論、霊れい能のう力りよくや魔法で身体能力が強化されている孝太郎なので怪け我がは無い。またシグナルティンが力を解放したおかげで周囲には砂さ塵じんが舞い視界が効かず、銃撃を受けたりする心配も無い。今のように急いでいて鎧よろいを着ていない場合に限られるが、孝太郎を剣けんに乗せて移動し、そこから剣だけが特攻して先制攻撃、最後に砂塵を舞い上げて防ぼう御ぎよする―――この三身一体となった晴はる海みの新技は狙い通りの成果を上げていた。

『兵隊さん達死んじゃってませんか？』

　着地した孝太郎の元にシグナルティンがくるくると風車のように回転しながら戻って来る。孝太郎はそれを空中で難なく掴つかみ取った。

「大だい丈じよう夫ぶ、倒れているだけです」

『良かった』

「それより………よく踏ん張ってくれたな、マッケンジー。おかげで間に合った」

　孝太郎は剣を構え直しながら、背後にある穴へ向けて声を掛けた。すると穴の奥で二人の霊波が揺らぎ、驚いている様子が伝わってきた。

「ちなみにキンちゃんに謝るなら今だぞ。今なら絶対に許してくれるだろうからな」

「コウ!?」

「コウ兄さんっ!?」

　二人は孝太郎の登場そのものに驚いている様子だった。声の調子からも霊波の調子からもそれが良く伝わって来た。

「コウ、お前一体―――」

「今はそれ以上来るんじゃないぞ、二人とも！　こっちが片付いてからだ！」

　二人が駆かけ寄よってきそうな雰ふん囲い気きだったので、機先を制して釘を刺す。

「兄さん、今は」

「あ、ああ………」

　分からない事だらけで、孝太郎の事も心配だったが、賢治と琴理は孝太郎の言葉に従った。悔しいけれど、自分達が出ていっても状じよう況きようが悪くなるだけなのは分かっていた。敵は多少減ったようだが、まだ危険なのは依い然ぜんとして変わらない。全すべての敵が排除された訳ではないのだ。今も続々とこの場所へ集まって来ていた。

　―――全部で四十人ってところか………結構な数だ………。

　敵が集結してくる様子は霊波だけでなく、孝太郎の目でも確認できるようになりつつあった。晴海の新技が巻き上げた砂塵は、風に吹き払われて消えようとしていた。

「たった一人でどうにか出来るつもりか、馬ば鹿かめ！」

「馬鹿はお前だ！　相手は青騎士だぞ！」

　ヴァンダリオン派の兵士達はまだ三十人以上が健在。その大半がじりじりと包囲の輪を狭めて来ている。残りは吹き飛ばされた仲間を連れて後退していった。

　―――しかも動きに迷いがない………加えてこの状況で部下の回収を優先している。冷静で手強い連中だ………。

　孝太郎は兵達の様子から、強兵である事を感じ取っていた。ヴァンダリオン派の兵士達は地球で孤立しているから、兵の損耗が最大の弱点となる。孝太郎が一人きりであるうちは負傷兵の回収を最優先にし、残りで孝太郎に牽制する。そしてその攻撃のメンバーもバラバラには動いておらず、全員で一丸となって動いていた。

「分隊長、まだですか？」

「まだ撃つな。青騎士が前に出て来た時に集中攻撃をかける」

　彼らは孝太郎相手にバラバラで挑いどんでも勝てないと分かっている。友軍が地球で攻撃を仕掛けた時の情報を持っているからだ。そこで一斉攻撃に活路を求めた。兵達を率いている分隊長は、孝太郎の防御が手薄になるタイミングをよく理解している。幾ら孝太郎が強くても、攻撃時には幾らか防御が手薄になる。エネルギーの総量が一定なら、それが必然だった。

「普段ならそれで良いんだろうが………今回は状況的に裏目に出るぞ」

「何をぶつぶつと!?」

「………桜庭先輩、行きます！」

『はい、存分にどうぞ。ここからはお任せします』

　両手で剣を構えると、孝太郎は一気に前進した。賢治達を守る為には、今はとにかく敵を減らさねばならなかった。

「青騎士が出て来たぞ!!　撃てぇっ!!」

　孝太郎の前進を見計らい、分隊長が攻撃の命令を下した。すると別の隊の分隊長もそれに追つい随ずいし、合計二十人の兵士達が孝太郎に向けて銃撃を開始した。二十人の兵士がアサルトライフルやサブマシンガンを連射している訳なので、それは雷鳴が轟くかのようであった。だが、その数百発の銃弾が孝太郎に届く事はなかった。

『そのまま！』

　孝太郎が手にしているシグナルティンが白い光を放ったかと思うと、目の前に僅かに黄色い色を帯びた透とう明めいな光の盾が現れる。そして兵士達が放った銃弾は全て、その盾によって弾き飛ばされた。

「馬鹿なっ、鎧を着ていない筈なのに!?」

　隊長は驚愕した。過去の戦闘データは持っているから、孝太郎が普段着ている鎧が空間歪わい曲きよく場―――いわゆるバリアーを発生させる事は分かっている。だが今の孝太郎は鎧を着ていない。にもかかわらず銃弾は全て防がれた。あり得ない事だった。

「隊長っ、空間歪曲反応なし、電磁場も異常なし！　あれは歪曲場でも電磁場でもありません！」

「例の未知の技術か!?」

「そういう事だっ!!」

　銃弾をものともせずに突き進すすんだ孝太郎は、手にしていたシグナルティンを一いつ閃せんする。まだ剣が届くような間合いではないのだが、何故なぜか数メートル先にいるヴァンダリオン派の兵士達が五名、吹ふき飛とんでいく。それは剣先が描いた長大な弧に沿って生じた衝しよう撃げき波はを浴びた結果だった。

「今度はどうだ!?」

「同じです！　歪曲場も電磁場も観測されず！」

「あれだけの力がどこかから来ている！　これではヴァンダリオン閣下が勝てなかった筈だ！　この上、通常は更さらに一いつ般ぱん的てきな兵装を利用するのだからな！」

　指揮を執る分隊長は悔くやしそうに奥歯を噛み締める。孝太郎はたった一人。だがそのたった一人を倒せない。確かに進行中の作戦の影えい響きようはあった。ナルファを地球製の武器で殺す事が目的だったから、今は地球製の武器しか持っていない。その威い力りよくでは孝太郎の防御を破る事が出来なかったのだ。もしこれがフォルトーゼ製の武器であれば、結果は変わっていたのかもしれない。しかし『もし』を言い出すのならば、孝太郎も鎧を着て、仲間達が居る状態にも言及せねばならないだろう。勝てる相手ではない―――分隊長は『もし』の幻想を捨て、素早くそう判断した。

「全隊に告ぐ、青騎士を牽制しながら後退！」

　分隊長は勝てないと判断してからは早かった。彼はこのまま撤退する事を考えている。職業軍人ならではの素早く的確な判断だった。分隊長が思うに、唯一の勝機は思い切って兵力を分散させて、個々にナルファを襲う事だっただろう。孝太郎の弱点はひとえに単騎である事だから、この人数で迂回すればナルファを殺す事に成功した可能性が高い。なのに兵力を集中させて迎撃する策に出てしまったから、このまま戦い続けても悪い方へ転がるだけだった。

「逃がすかっ！」

　孝太郎は更に前へ出て、敵の一部を捕獲しようとする。敵の数を減らしたいのはもちろんだが、何より情報が欲しかった。だが撤退を決めたヴァンダリオン派の動きは一味違ちがった。

「青騎士を銃で倒そうとするな！　足場を削れ！　留学生の方へ手榴弾を！　向こうの得意なやり方で戦う必要はない！」

　ここでも分隊長の指揮が光った。兵士達は孝太郎を銃で牽制しつつ、手榴弾やロケットランチャーで攻撃を仕掛けて来る。だがその狙ねらいは孝太郎そのものではなく、孝太郎を動けないようにする事にあった。爆発物で地面を破壊して、足場を悪くして走れないようにする。またそれにより視界も奪う。霊視では足場の変化には対応できないから、これは孝太郎にとっても厄やつ介かいな攻撃だった。しかも同時にナルファ達が潜ひそんでいる穴に向けて攻撃を行い、孝太郎をそちらへ向かわせる。穴に直撃させる必要はない。要は孝太郎がそちらへ行かざるを得ない状況を作る事が重要だった。

「くそっ、やはり手強い！」

　孝太郎は兵士達とナルファ達の間に割って入るように立つしかなかった。そして防ぼう御ぎよ魔ま法ほうの領域を拡大し、ナルファ達に攻撃が行かないようにする。そうやって孝太郎がナルファ達を守っている間、兵士達は倒れた仲間を連れて悠々と後退していく。やはり単独ではどれだけ強くても戦闘には勝てない。子供の喧嘩や獣けものの縄張り争いとは違うのだ。これは戦闘というもの特有の難しさだった。

「一人ではこの辺りが限界か」

『ほほほ、わらわ達の有難味が分かったじゃろう？』

　身動きが取れず歯噛みしていた孝太郎、その頭上からお馴な染じみの声が降ふって来る。援軍が追い付いてきたのだ。

「ティア！　良いところに来てくれた！」

『代役じゃがの』

　孝太郎のすぐ横に、小型の無人戦せん闘とう機きが降下してきた。機体そのものはルースが使っているものと同じなのだが、金と赤で優美な塗装が施され、多数の装飾用のパーツで飾かざられており、一見しただけでは同じものには見えない。古い時代の鎧を思わせる、非常に趣しゆ味み的なシルエットを持った機体だった。

「新しく作ったやつか」

『うむ！　わらわほどぷりちーではないが、わらわが操あやつる以上弱くはないぞ！』

　この機体はティアが遠隔操縦している。もともとティアが趣味でカスタムした機体なのだが、今回は状況的にたまたま必要になった。ティア自身がコンバットドレスで出撃するのに必要な時間と、この機体を発進させるのに必要な時間では、後者に軍配が上がったのだ。また度たび々たび議論になる『皇女が最前線に出過ぎじゃないですか？』問題を回避する言い訳としても、必要な機体だった。

『お待たせ致いたしました、おやかたさま』

『マッケンジーさん達はもう大丈夫ですよぅ！』

　そしてティアの登場は、そのまま他の少女達の登場も意味する。彼かの女じよ達たちが遅おくれていたのは単純なスピードと準備時間の問題だ。シグナルティンの力で強ごう引いんに飛んできた孝太郎より遅れるのは仕方のない事だった。

「コウ兄さん！」

「コウ、どういう事なんだこりゃ!?」

　少女達に守られ、賢治達が穴から出て来る。琴理も賢治もこの展開についていけないようで、目を白黒させていた。普ふ通つうの友人だと思っていた者達が、完全装備で周囲を固めていればそうなって当然だろう。

「うわぁ、サトミ騎き士し団だんのオールスター勢せい揃ぞろいです！　やりましたぁっ！」

　琴理や賢治とは違い、いつも通りというか、いつも以上に元気なのがナルファだった。彼かの女じよは穴の中にいる時から回し続けていたカメラを孝太郎達たちに向けてはしゃいでいる。白銀の剣を構えた青騎士、その陰かげに潜むように立っている藍あい色いろの剣士、頭上にはティアとルースの無人戦闘機と、あろう事か何も使わずに空を飛んでいる不思議少女。ナルファ達の近くには大きい杖を構えた少女と、素手であらゆる敵を薙なぎ倒す無敵の拳士、埴はに輪わを連れている涼しい目をした黒くろ髪かみの少女。そして最後方から戦況を見守っているクランと銀髪の少女。それはナルファが以前から一度は見たいと思っていた『サトミ騎士団』あるいは『ティアミリスの青き騎士団』として知られている戦闘集団、そのフルメンバー。ナルファはそれらを前にして興奮を隠せなかった。

「複雑な成り行きでこうなった」

「成り行き!?　どんな成り行きだよ!?　東ひがし本ほん願がんさんなんて空飛んでるし!!」

「オイッす、メガネ君」

「詳くわしい事情は後で全部話す。今は先に連中を片付ける」

「片付けるったって、オイ………」

　少女達が賢治達三人の護衛に付いた事で、孝太郎は自由に動けるようになった。孝太郎が賢治達に背を向けて一歩踏み出すと、一いつ緒しよに前に出るメンバーが左右に付く。長大な剣を構えた真ま希きと、くるくると回転しながら空から降ってきた早苗、少しばかり気が立って半竜形態になりかけている静しず香か。そしてティアやルースが操る自動兵器群。自動兵器群はともかくとして、他の顔かお触ぶれは戦いに向いているようには見えない。賢治としては困惑と心配が半々の顔で立ち尽くすばかりだった。

「まあ、見とけよマッケンジー。俺おれ達たち意外と強いからさ」

　対する孝太郎は笑え顔がおだった。孝太郎は、自分達が歩兵四十名にやられるような脆ぜい弱じやくな存在ではないと知っている。心配する賢治とは反対に、自信に満ち溢れていた。










　早苗のやる気は、誰だれかがピンチである場合を除くと、楽しいかどうかに大きく左右される。今は賢治達がピンチを脱した直後なので、やる気が変動するタイミングに差さし掛かっている。だがこの時、早苗のやる気はかつてない程に高まっていた。
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「真希、あんたとあたしで新魔ま法ほう少女コンビとして売り出すよ。魔女っ娘騎士」

「それもいいかもしれないわね。どうやらゆりかはヤクザの六代目になるようだし」

　この時の早苗は、サトミ騎士団の制服に身を包つつんでいた。彼女のパーソナルカラーは紫色なので、青と白をベースにした制服の各所に、紫色があしらわれている。同じく藍色がパーソナルカラーの真希と並んで立つと、確かに魔法少女コンビのようだった。

「ヤクザになんかなりませんよぉうっ！」

「魔法少女には到とう底てい見えないけれど」

「ヤクザになればいいじゃん。六代目は魔法少女！」

　まだアルバイトの制服を着たままでいるゆりかは、スーツにサングラス。残念ながら魔法少女役は難しい。早苗や真希とは対照的だった。

「いやですよぉ！　ちゃんと魔法少女だっていう証しよう拠こを見せますぅ！」

「やる気だね、ゆりか！」

「ゆりかは今頑張らないと大変な事になるのよ」

　格好はともかく、ゆりかは魔法少女としての仕事を淡たん々たんとこなしていた。ゆりかは次々と魔法を使って孝太郎達を守る。意図せずとはいえヤクザの手下になっていたゆりかなので、ここで活かつ躍やくしないとまずいという自覚があった。珍めずらしくゆりかは必死だった。

「私は頑がん張ばりたくないところだけど、そうもいかないわね」

『シズカよ、変に力を出し惜しみするより、早々に決着を付ける方が良いと思うぞ』

「私もそう思ったところよ、おじさま」

　静香は武道は好きでも戦闘は好きではない。特に下手に戦うと体重が増えるので尚更そうだ。しかし今は違う。友達を殺されかけたので、彼女はいつになく怒おこっていた。その怒いかりに呼応して身体からだからはアルゥナイアの魔力が漏れ出していて、静香は半ば半竜半人形態になりかけている。今の静香は戦う事に疑問はなかった。

「みんな気合入れろ。向こうも本気を出して来たぞ」

　孝太郎の視線の先、そこには何機かの機動兵器の姿があった。機動兵器は数メートルの大きさがあり、自由に空を飛んで砲撃や銃じゆう撃げきを繰り返す無人自動兵器だ。ルースやティアの無人小型戦闘機に比べるとサイズだけでなく、火力と装甲が大きく上回る。この機体の攻撃は、防御魔法で簡単に防げるような代しろ物ものではない。そもそも戦車と戦闘機の中間の運用をする機体なのだ。そしてヴァンダリオン派の兵士達は、撤退の時間を稼ぐ為ためにこの兵器を六機繰り出して来た。油断ならない敵だった。

『さっき見た戦せん闘とう艇ていが一隻に、あそこにおる兵士が四十人。比ひ較かく的てき小さ目とはいえ、機動兵器が六機………これは駆く逐ちく艦かん一隻ぐらいどこかに隠れていてもおかしくないのう』

『ヴァンダリオン派の艦船で、行方ゆくえが分かっていないものが何隻かございます。この地にそのうちの一隻がいる可能性は否定出来ません』

『自力で帰れるにもかかわらず、帰国は先送りにして地球での探索を続行………ちと、厄介な敵かもしれぬのう』

　今の状況から敵の規模が徐々に浮き彫りになりつつあった。だがティアはそこで一旦考え事を打ち切った。今は敵の規模より、六機の機動兵器の方が問題だった。

『ルース、無人機で壁かべを！　コータロー達が前に出るまで守り切るぞ！』

『仰おおせのままに、マイプリンセス！』

　ルースは十二機の小型戦闘機を器用に操り、前進する孝太郎達の前に星形に配置する。それに前後する形で敵の機動兵器が動き出した。こちらは三・三の組に分かれて二つの三角形を作り、それを二段に重ねて立体的な陣を形作った。死角が少なく、攻こう防ぼう一体。六機の機動兵器は、陣を組むや否やビーム砲で砲撃を開始した。

『アクティブモードで防御を開始します！』

　砲撃の兆候を察し、ルースはこれまでの経験を元に組み上げた防御用のアルゴリズムを使って、小さな無人戦闘機の群れを規則正しいパターンで動かし始めた。一メートル余りの大きさしかない小型戦闘機一機が発生させる空間歪曲場では、機動兵器の大口径ビーム砲は防げない。そこでルースは小型戦闘機を三機一組で使って、本来は個々に展開される空間歪曲場を、三機を頂点とする三角形に形成して三倍の強度に引き上げた。そしてその四枚の三角形を微び妙みように角度を変えて配置する事で、ビームを受け流す。もちろん、それでも曲げられる角度は僅わずかだ。だがその僅かな変化があれば、ゆりかの魔法や埴輪達の霊子力フィールドは砲撃に耐たえる。この二年間の経験により、ルースは複数のバリアーを効果的に組み合わせるノウハウを蓄積しつつある。これは彼女にだけ可能な、特別な防御方法だ。おかげで孝太郎達は砲撃に耐えながら機動兵器との距きよ離りを詰める事が出来た。

「………最近のパルドムシーハは恐ろしい事を平然とやりますわね」

「ルースはクラン殿どのとはまた違うタイプの天才だ。情報の収集と分ぶん析せきに関しては、群を抜ぬいている。結果として時間が経たてば経つほど、戦いの規模が大きければ大きいほど、ルースはその力を発揮する」

『ルースちゃんはおいら達に何が出来て何が出来ないか分かってくれているホー！』

『でもその分、出来る事はきっちり要求してくるから、全然サボれないホー！』

　ルースの能力は仲間達の力を最も効率よく、最も大きく発揮させる事。一見すると分かり難にくい、地味な能力だ。だがそれこそが現代の大規模な戦いでは大きな意味を持つ。

「私が思うに、ヴァンダリオンはルースさんとキリハさんを真っ先に倒す必要があったんだと思います。でも里見君にばかり目が行ってしまった。そこがあの人達の敗因だったのではないかと」

　この晴海の指し摘てきは真実だろう。フォルトーゼでの戦いにおいて、作戦の立案はキリハが行い、それを実際に実行可能なように調整したのはルースだ。倒すべきはこの二人。だが前線に立った孝太郎に目が眩み、ヴァンダリオンはそれを見落とした。混こん沌とんの渦の影響を除外すると、元々そこに大きな差が存在していたのだ。そして今は、ルースのその力が孝太郎達を無傷で機動兵器の傍そばまで送り届ける。おかげで孝太郎達は百パーセントの力で機動兵器群に襲い掛かった。










　六機の機動兵器の傍までやってくると、早苗は思い切りジャンプ。そして霊能力で空を飛びながら、思い切り右手を正面に突き出した。

「こ～～～いっ、さぐらてい～～～んっ!!」

　早苗は目をキラキラと輝かせ、大声でそう叫んだ。すると彼女の額に紫色に光る剣の紋もん章しようが現れる。その直後、まるで紋章の出現に呼応するかのように、早苗の目の前に金色に輝く美しい剣が現れた。早苗は宙に浮うかぶその金色の剣を無造作に掴み取った。

「きたぁっ、遂ついにあたしの時代がきたぁぁぁぁっ!!」

　早苗はこれまで魔法少女を自称してきたが、厳密には霊能力少女だった。だがシグナルティンとサグラティンに命を分け与えた事で、早苗はほんの僅かだが魔法の力が使えるようになった。サグラティンを呼び出したり、額の紋章を介かいして遠くの仲間達と通信したりというようなものだ。これにより彼女は遂に、名実共に魔法少女となった。僅かでも魔法が使えれば、魔法少女には変わりない。彼女がいつになくやる気になっていたのは、これが原因だった。

「さぐらてい～～～ん、ちゃ～～～じあ～～～ぷっ!!」

　早苗がサグラティンを手にすると、刀身を覆う輝きが紫色に変化していく。そしてそれは早苗の霊れい力りよくを貯め込んで、急激に輝きを増していった。もちろんこの剣は孝太郎が使う前提で組まれた契約によって力を得ているので、いかに契約者の一人である早苗であっても、最大限の力は発揮できない。いいところ一割くらいの威力がせいぜいで、本来の威力どころか、真希が使っている剣にも及およばなかった。しかし早苗が自分の霊力を込めて無理矢理強くしているので、結果的に真希の剣に匹敵する力を持つに至り、いつも使っていた霊力の弓矢で戦うよりもやや強くなる計算だった。

「早苗ちゃ～～～んっ、ひっさぁぁぁつぅっ!!」

　小柄な早苗では長大なサグラティンの重さに振ふり回されがちだが、それを霊能力で無理矢理操って頭上に掲げる。すると刀身を覆っていた霊力が大きく膨れ上がり、まるで刀身が何倍もの大きさになったかのように変化した。そして早苗は空中で身体からだごと回転、サグラティンを思い切り振り下ろした。

　オオオオオォォォォッ

　幅が二メートル、長さが十メートルまで伸びた巨大な霊力の刃は唸りを上げ、恐ろしい勢いで機動兵器の一つに襲い掛かった。機体の人工知能は霊能力の事を理解していた訳ではなかったが、映像解かい析せきからビームソードの類だと判断して、空間歪曲場を展開した。この歪曲場は自身に装備されたビーム砲にも耐えられるように設計された代物だ。撃うち破るにはそれ以上の力が必要な筈はずだった。

「てんく～からたけわりぃぃぃぃぃぃっ!!」

　だが次の瞬しゆん間かん、早苗の霊力の刃は空間歪曲場をすり抜けた。霊能力による攻こう撃げきは幽ゆう霊れいの攻撃と同じ。空間を曲げたぐらいでは防ぐ事は出来ない。そのまま紫に輝く刃は、一刀の下に機動兵器を両断した。

「………つまらぬものを斬ってしまった」

　敵を撃破した早苗は、軽やかに地面に降り立つと剣を鞘に納める。何度も繰くり返かえし練習をしたので、その一連の動きは正しくアニメに出て来る剣豪のそれだった。だがそうやって僅かに動きが止まった早苗の背中に、別の機動兵器が襲い掛かる。

「あー、その剣を使うから、その服で来たんだ？」

　ゴンッ

　しかし問題の機動兵器が早苗に向かってビーム砲を放とうとしたその瞬間、無造作に打ち込まれた拳が空間歪曲場ごとその機動兵器の装甲を引ひき裂さいた。機体が爆散する炎の光に照らされているのは、普段着の静香だった。

「そう。真希とおそろいにすると、魔女っ娘っぽいでしょ？」

　早苗はスカートを抓つまんで、着ている服を静香に見せる。先さき程ほどまでは制服だけだったが、今は剣もおそろいだった。

「頼もしいです、早苗さん―――」

　今度は幻術で五人に分身した真希が別の機動兵器に斬り掛かる。そのうちの二人は機動兵器の砲撃によって消えてしまったが、残る三人は機動兵器に大剣を打ち込んだ。だが驚いた事に、その瞬間に三人全員が姿を消してしまう。その直後、機動兵器の間近、空間歪曲場の内側に六人目の真希が現れた。

「―――でも魔女っ娘騎き士しっていう呼び方で良いのか、っていう問題はありますけれど。うふふふっ」

　実は六人目の真希が本物で、消えた五人は全て分身。機動兵器も攻撃する瞬間は歪曲場を解くので、透明になった真希はその隙に内側へ入り込んだのだ。そしてそこには大剣で動力を刺し貫かれた機動兵器と、笑顔の真希だけが残った。

『わらわは魔女っ娘騎士で構わんぞ！』

　ティアは真紅の無人戦闘機を操って、機動兵器の一機と戦っていた。だが機体に装備された武器ではジェネレーターのパワー負けが威力に直結、殆ほとんどの武器が機動兵器の空間歪曲場に防がれてしまう―――筈なのだが、ティアが攻撃する度に面おも白しろいように機動兵器の歪曲場が撃ち抜かれ、機体にダメージを与えていく。

『正直な所、魔法少女と名乗られるよりは、よっぽど武闘派に聞こえるでの』

　これはティアの額で輝かがやいている赤い剣の紋章の影響だった。ティアも契約者の一人なので、晴海同様にシグナルティンとサグラティンの余剰魔力を操って魔法が使える。だが彼女の場合魔法の才能に乏しく、魔力はただただ物理的な攻撃力へと変換されていた。しかしティアの場合はそれで問題ない。攻撃を当てる事にかけては彼女は天才なのだ。攻撃力以外の強化は不要だった。
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　シュビィィィィィッ

　ティアの赤い魔力で強化され、僅かに赤い色がついたビームが、真正面から機動兵器を貫く。既すでに空間歪曲場を発生させる装置は破壊されていた為、装甲の一番厚い部分であるにもかかわらず、まるでケーキにナイフを刺すかのように容易く撃ち抜かれた。

　ガンッ

「………やっぱり足場にするならこっちが良い。シグナルティンは恐れ多いからな」

　そんなティアの戦闘機を踏ふみ台だいにして、孝太郎が五機目の機動兵器に斬り掛かった。今の孝太郎は鎧を着ていないので、空中での機動性にやや難がある。その時丁度いいところにティアの戦闘機がいたので、足場にさせて貰もらったのだった。

『カッコイイではないか、ハルミドドド』

　ハルミ・ライド・ブレード・トルネード。剣に孝太郎を乗せて飛び、移動からの攻防を一体として行う晴海の新しい技に、ティアはそう名付けていた。そしてその略称が、ハルミドドドという訳だった。

『………あのう、その名前じゃないとダメですか？』

　だが当の晴海はその命名にイマイチ納なつ得とくしかねる部分が有り、表情を曇らせる。晴海的にはハルミ・シューティングスターなど、もっとロマンのある名前を希望していた。

『ダメじゃ』

「じゃあドドドなしで勝ちます」

『さとみくぅんっ！　もうっ！』

　拗すねている晴海の声を聞きながら、孝太郎はシグナルティンを目の前の機動兵器に振り下ろした。拗ねていながらも晴海の魔ま力りよく制せい御ぎよは完璧で、歪曲場に命中した瞬間からの僅かな時間に貯め込んでいた魔力を全開放。強大なエネルギーの集中は膨ぼう大だいな熱量に変換され、機動兵器の空間歪曲場と分厚い装甲を容易く焼き切った。










　六機いた機動兵器が残り一機になるまで、何分もかかっていなかった。それを見つめていた賢治には、あっという間だったように感じられていた。

「コウの奴やつ、あんなに強かったんだな………」

　そしてその時間の短さが、孝太郎が身を置いている世界の過酷さを物語っていた。賢治達を苦しめた四十人の兵士を容易く撤退へと追い込み、新たに登場した機動兵器群さえも安々と排除している。賢治の心配は全くの杞き憂ゆうだった。どんな状況に身を置けば、こんな事が可能になるのか。賢治には想像もつかなかった。

「コウ兄さん………まるであの演劇が本当になったみたい………」

　琴理も同じ事を感じていた。恐らく二人がここまで驚おどろいているのは、この二年間の孝太郎の変化に気付いていなかったからだろう。だから大きな落差を感じている。もし少しずつでもその片へん鱗りんを感じていたなら、ここまで驚きはしなかっただろう。

「あの方も最初からあれだけ強かった訳ではないんです。初めは普通の男の子でした」

　そんな二人の疑問に答えたのは、今も撮さつ影えいを続けているナルファだった。彼女は孝太郎のフォルトーゼでの戦いぶりを知っているし、地球へ来てから本人とも話した。それによって大まかにだが、孝太郎の旅路を理解しつつあった。

「でもあの方は、目の前で起こった不幸を見逃せなかった。いつだって一歩踏み出だして、必死に守ろうとしたんです」

「………コウなら、そうするだろうな」

「お母さんを亡くしてから、ずっとそうだったもんね………」

　ナルファの話は二人にもよく分かる話だった。二人にもその経験があった。誰かと喧嘩した時に。寂しさで潰つぶれそうな時に。孝太郎はその度に一歩踏み出し、そっと手を差し伸べてくれたのだった。

「本当は助けて欲ほしいのはあいつの方だったのにな」

「………うん………」

「その小さな一歩が無限に積み重なって………あの方は途方もない距離を歩いた。その結果があのお姿なのです。青騎士、レイオス・ファトラ・ベルトリオン。我わが国くにを二度も救った伝説の英えい雄ゆうです」

　孝太郎は英雄になろうとした訳ではなかった。だが小さな一歩を踏み出し続けるその背中に、多くの人々が希望の光を見た。強さだけなら、孝太郎よりも強い者は幾いくらでもいるだろう。だが、人々は孝太郎を勝たせたいと思った。勝つべき人だと思った。夢を、信念を託した。それが結果的に、孝太郎を英雄へと押おし上げたのだ。

「青騎士………あの演劇は、事実だったって事なのかい？」

「はい。結果的に、そうなったようです」

「馬鹿だなぁ、あいつ………英雄なんて演技だけにしておけよ。マジになってどうするんだ。加減があるだろう、加減が………」

　賢治はこの時、修学旅行の風呂の時に見た、孝太郎の身体に刻まれていた数々の傷の事を思い出していた。孝太郎はいつもただ、自分の周りにいる人の為に一歩を踏み出した。だがその人々の生まれが特別なものであったから、戦いになり、傷を負った。あの傷はそうして刻まれたもの。身の危険など顧みず、孝太郎が与あたえられた配役を全うしてしまった証拠だった。

「でも、加減が出来ないからみんなコウ兄さんが好きなんだもの。こればっかりは、仕方ないよね………」

「共に戦っておられる方々も、同じ気持ちなのではないでしょうか………」

「そうだな。きっと、そうに違いないだろう」

　そうやって様々な思いを抱かかえて三人が見守る中、孝太郎は最後の機動兵器を撃破した。繰り返した小さな歩みは、身体の傷と引き換えに、それが可能なだけの力を孝太郎に与えた。今なら賢治達にも分かる。あれは孝太郎が孝太郎のまま、無限とも思える途方もない距離を、歩き切った姿なのだと。










　孝太郎達が機動兵器を撃破するのにかかった時間はそう多くはなかったが、それでも四十人の兵士達たちを撤退させるのに十分な時間だった。彼かれらを一人でも捕らえたかった孝太郎達にとっては、手痛い時間の浪費となった。

『ベルトリオン、出現した二隻の戦闘艇のうち、兵員は全て後退していく一隻に。仕し掛かけて来るもう一隻は無人、狙いは恐おそらくこちらの足止めですわ！』

「兵を逃がす為に、自動操舵の戦闘艇をぶつけるか………思い切った手を打ってくる連中だな。下手をするとこの戦闘艇を失う事になるんだぞ？」

『どちらかというと貴方あなたがやりそうな事ですわね、ベルトリオン』

「そういう相手なら戦わずに済んでる。恐らく別の狙いがあるぞ。警けい戒かいを怠るなよ」

　孝太郎達が機動兵器と戦っている間に、後退した兵士達は迎むかえに来た戦闘艇に乗り込んでいた。またそれとは別にもう一隻の戦闘艇が現れ、孝太郎達の方へ向かって来ている。戦闘艇は機動兵器よりもずっと大きいから、攻撃力も防ぼう御ぎよ力も機動兵器のそれよりも格段に高い。機動兵器六機の方が、まだ楽な相手だと言えるだろう。

『里見君を怖がっているのよ。青騎き士しと言えば向こうの人にとっては伝説の人だもの』

　真希は単純に敵が孝太郎を怖がっているだけだと考えていた。それはつまり、止めようとする時に覚かく悟ごが必要になるという事だ。実際、真希が敵であった頃ころにはそういう風に考えていたので、その考えはよく分かった。

「鎧を着ていなくても、敵は青騎士扱あつかいか。俺おれ自身はそんなに大したものじゃないんだけれどな」

『結果だけを見れば汝なんじは正しく伝説の男だ。用心に用心を重ねるのは当然だろう』

『じゃが笑っても居いられんな、こちらも大火力を使うか？』

　大火力、つまり軌き道どう上に居る『朧ろう月げつ』による砲撃で倒すという事だった。だがこれにはもちろんルースが反対した。

『市街地の近くで対地砲撃は、銀河条約に抵触します』

　低空に居る戦闘艇を攻撃する場合、結果的に対地砲撃と同義になる。これはフォルトーゼが宇宙時代に入った時に周辺国と交かわした取り決めに違反してしまう。また先日日本の国会で成立したフォルトーゼ関連法でも問題になってくる。流石さすがに『朧月』に砲撃させる訳にはいかなかった。

『分かっておる。落としどころはこんなもんじゃろうな。………「朧月」、対艦ビームキャノン』

　そこでティアは『朧月』から呼び出す事が出来る兵器の中で、最大の兵器を使う事にした。これなら問題になった時、個人利用可能な手持ち火器で身を守りました、と言い張る事も出来るだろう。辛うじて、だが。

『仰せのままにマイプリンセス』

　ティアの命に従い、数メートルに及ぶ砲ほう身しんを持つ大型砲が時空の穴を抜けて出現する。それを無人戦闘機の火器管制とリンクさせ、ティアは接近中の戦闘艇に狙いを定めた。するとティアの額に赤い剣けんの紋章が現れ、それと同時に大型砲を赤い光が覆っていく。先程と同じく、シグナルティンとサグラティンの余剰エネルギーがそこへ集中し、攻撃力を引き上げていた。

『兵員輸送をしている方を狙うぞ！』

「落とすんじゃないぞ!?」

『誰に向かって言うておる！』

　ティアは準備が整うなり迷わずトリガーを引いた。狙いは奥おくにいる四十人の兵士達を乗せた方の戦闘艇。まだ飛び立って幾らも経っていないから、上手うまく操縦系だけを撃ち抜けば、安全装置が働いて河原へ軟着陸させられる。もちろんそれは簡単な事ではないが、ティアの射撃の腕うでは天才的だ。ビームはティアの狙い通り、船体下部のコンピューター区画へ向かって飛んでいった。

「あれ、これって!?　孝太郎っ、ぐるぐるが来たよ！　例の気持ち悪いぐるぐる！」

「何だって!?」

　次の瞬間、ティアが放ったビームに灰色の何かが接せつ触しよくした。最初に起きたのは強い閃光だった。それにより灰色の何かは何分の一かの体積を失い、ビームは赤い光を失って通常のビームへと戻もどった。その直後、ビームは輝きと色彩を失い、灰色の何かに取り込まれていく。ビームを取り込んだ灰色の何かは幾らか体積を増し、同時に見て分かるほどはっきりと渦を巻き始めた。その灰色の渦は、これまで何度となく孝太郎達の前に現れ、敵に大きな力を与えた厄介な存在だった。

『チィィッ、大事な時に厄介なものが出てきよった！』

　ティアは悔しそうに舌打ちする。敵を捕とらえる絶好の機会を失ったのはもちろん、これまでの経験上、厄介な事になる予感があった。

「でもなんだろうな、あれ………いつもほどのパワーがないよ？」

　早苗は逆に首を傾げていた。早苗も渦が出て来たのはまずいと思っていたし、ビームを吸収して力を増した印象もあった。だがそれでもヴァンダリオンやダークパープルの時とは決定的に違っていた。それらの時の渦は、周囲を圧するような力を放っていた。だが目の前の渦からはそこまでの力を感じなかった。

『早苗、意志の力が足りないのではないか？　あれは悪意を吸って、力へ変えるものなのだろう？』

「………そうかも。奥のに乗ってる兵隊さん達は逃にげようとしてるだけだし、手前の向かって来てるのは空っぽだし。渦の中のばんだりよんの残響に引き摺ずられてるだけかも」

　通信機の向こう側にいるキリハの指摘を、早苗はなるほどその通りかもしれないと感じていた。気持ち悪いぐるぐる―――混沌の渦は、人の意志を吸って現実を改変する力を発する。ヴァンダリオンは凄まじい意志の力を持っていたので、汲み上げられる力も同じく凄まじいものだった。しかし孝太郎達が今戦っている相手は、そこまでの意志の力を示していない。そもそもが戦いを放棄し、撤退に入った状じよう況きようだった。状況と渦の特性が噛かみあっていない、それが早苗とキリハの結論だった。

　―――問題はこの状況で何故出て来たのか、という点だろうな。早苗が言う通り、取り込まれたヴァンダリオンの思念に引き摺られているだけなら良いのだが………。

　キリハにはもう一歩先の疑問があったが、今は頭の片かた隅すみに置いておく事にする。今は敵を倒たおし、渦を消滅させる事を考えるべきだった。

『おやかたさま、目標Ｂに高エネルギー反応！　撃ってきます！』

　ルースが言う目標Ｂとは、向かって来ている方の戦せん闘とう艇ていだった。戦闘艇は宇宙軍の多目的宇宙船だが、戦地への兵員輸送を主な役目としている。従って敵地に兵員を下ろす関係上、それなりの武装が施されている。無論それは完全な戦闘用の艦船よりは劣るが、地上兵力への攻撃には十分な代物だ。そのビーム砲が今にも発射されようとしていた。

「まずいっ、みんな集まって防御を！　バラバラで居たら―――」

『おやかたさまっ!!　狙いは我々ではありません!!　市街地ですっ!!』

『なんじゃとぉっ!?』

　ビーム砲の砲身の向きから標的を分析したルースの悲鳴のような報告に、孝太郎達は戦せん慄りつした。孝太郎達を釘付けにして、味方の兵員を逃がす手段として、敵は市街地への砲撃を選せん択たくした。無防備な市街地にビーム砲が撃ち込まれればただでは済まない。最小でも十数人、砲撃が続けば最大で数百人以上の死者が出るに違いない。それはフォルトーゼ人への感情を悪化させる引き金にもなりかねない。だから孝太郎達は兵員を輸送している戦闘艇を無視して、向かって来ている無人の戦闘艇に全力を注ぐ必要が出た。孝太郎達、ひいてはフォルトーゼの都合まで見み越こした、恐ろしい戦い方だった。

「いや、狙いは市街地じゃない。俺だよ」

　孝太郎はシグナルティンの力を解放すると、その力で空へ舞い上がった。ビーム砲の射線上に立ち塞がり、市街地への砲撃を防ぐ為に。

　―――ヴァンダリオン派の残党と言っていたが………残ざん虐ぎやく性せいはそのままに、より狡こう猾かつな手を打ってくる！

　この時、孝太郎は敵の真の狙いに気付いていた。敵の狙いは三段構えだった。一段目は孝太郎達を無人の戦闘艇に釘付けにする事。二段目が日本とフォルトーゼの関係を悪化させる事。そして三段目の狙ねらいが孝太郎だった。孝太郎が砲撃に立ち塞がって死ねば良し。そうでなかったらこの時の映像を記録して、青騎士が砲撃を恐れて地球人を見捨てたとプロパガンダに利用できる。その為に、孝太郎が射線に割り込めるだけの時間を与えてから砲撃する。孝太郎が射線に割り込めたのは、決して孝太郎が速かったからではない。孝太郎か、青騎士という存在のどちらかを、確実に殺す為の策略なのだった。

『それじゃダメだよ孝太郎っ！　渦が力を貸してる！　あんた一人で何とか出来る攻撃じゃないっ!!　死んじゃうよぉっ!?』

「それは困る………が、そうも言っていられないだろ」

　孝太郎は敵の罠わなだと分かった上で、それでもあえて罠に飛び込んだ。孝太郎に迷いはない。目の前で起ころうとしている悲劇を回かい避ひする為に、孝太郎は再び小さな一歩を踏み出したのだ。

　―――誰が敵かは問題ではない。誰を裏切らぬかが問題………俺がそう言ったんだよ、アライア陛下にさ………。

　孝太郎にとって、この先どうなるかは問題ではなかった。そこに渦が介在していて、自らが死にかねないという状況も気にしていなかった。孝太郎がここへ至るまでに触れ合ってきた多くの存在を裏切らぬ為に、そうする事が必要なのだった。










　ナルファが戦いを撮影していると、画面の中に小さな違い和わ感かんを覚えた。それは映像に灰色の渦が映し出された時から始まった。そこにあるべきではないものが映っている感覚。まるで映像にＵＦＯや幽ゆう霊れいが映り込んだ事に気付いた時の様な、そんな違和感だった。戦闘艇がビームを撃とうとしている事より、その違和感の方がずっと気になっていた。

　―――あれにやられるコータロー様は撮とりたくないな………。

　ナルファは自分が渦を迷わず敵だと認にん識しきしている事には気付いていなかった。ただ孝太郎の無事を願っていた。ナルファは単なるスクープが撮りたい訳ではない。青騎士が倒されるスクープを撮るぐらいなら、日がな一日友達と遊んでいる孝太郎を撮りたい。彼女は漠ばく然ぜんとだが、孝太郎こそ、そんな世界に居るべきだと思っていた。そしてそんな孝太郎を撮っている自分の方が好きだったのだ。

　―――映画みたいにカッコよく勝たなくていいから、どうか無事に帰って、コータロー様………怪け我がをするにしても、出来ればみんなが笑いながら馬ば鹿かだ馬鹿だと言うくらいまでで。そうじゃないと私、私達は、困っちゃうから………。

　カメラを回しながら、ナルファはただそれだけを祈っていた。本当に、それが彼女のたった一つの願いだった。そしてそんな祈りが、それを呼び起こした。

　ポゥ………

　もしこの時、賢治と琴理がナルファの姿を見ていたら、彼女の身体がぼんやりと虹にじ色いろに光っているのを目撃しただろう。だが二人は孝太郎を見上げていたし、ナルファ自身もカメラの映像に集中していた。だから三人はその事には気付かず終じまいだった。

　―――あれはナルファか？　身体を覆うあの輝きは一体………？

　気付いていたのは、最後方から戦況全体に気を配っていたキリハただ一人。だがそのキリハにしても、ナルファが発している輝きの意味までは理解出来ていなかった。










　人の意志が介在せず、無人で運用されている戦闘艇。そこに混こん沌とんの渦が憑とりついたとしても、発揮出来る力には限界がある。渦は世界の理ことわりの綻ほころびだが、そこから力を汲み上げる為には人の意志が必要なのだ。この戦闘艇を遠隔操作しているラルグウィンは戦況を冷徹に見つめている上に、距離が離はなれているので、渦に注がれる意志は少なく汲み上げられる力は弱い。渦の中に存在するかつての利用者の意志の残響が力を貸したとしても、ヴァンダリオンが最後の決戦で発した力の百分の一にもならないだろう。だがそれは孝太郎の方も同じだった。あの時の『シグナルティンとサグラティン』には、契約者の少女達たちの力のみならず、かつての仲間達の力や勝利を願う人々の意志が集積していた。だから今のシグナルティンにはそこまでの力はない。孝太郎達の意志が存在する分だけ剣に宿った力は渦の力よりは相対的に強いのだが、それでもベースとなる攻撃が戦闘用艦かん艇ていのビーム砲である以上、孝太郎の不利は明らかだった。

　―――これで市街地の方の被害が少しでも減ってくれれば良いんだが………。

　孝太郎はシグナルティンを構えると、その力を限界まで引き出して身を守った。だがそうしながら、孝太郎は覚悟を決めていた。鎧を着て来る時間的な余よ裕ゆうはなかったし、相手は大口径のビーム砲。防御力を高めても撃ち抜かれ、高確率で死ぬだろう。仮に生き延びても大怪我を負う筈。戦線離脱は確定的で、後は少女達に任せる他はなかった。孝太郎が防御力を高めて立ち塞がる事で、市街地への被害を何処どこまで減らせるかが気になるところだが、もはや祈るしかない状況だった。

「なんとかしてっ、さぐらていんっ！」

『みんなっ、防ぼう御ぎよ魔ま法ほうを里見君にっ!!』

　早苗が霊力を開放し、晴海を始めとする魔ま法ほう使つかい達が魔法で対策を講じていたが、結果を大きく変えるには至らないだろう。唯一の可能性はアルゥナイアであったが、彼の場合は位置関係が悪く、孝太郎を守るのは難しい。このままでは孝太郎が死ぬ、それが分かっていても効果的な対策が見出せない。そして少女達は気ばかりが焦り、それ以上は何も出来ないうちに、その時を迎えてしまった。

　シュゴォオオオォォォォッ

　発射されたビームは、暗く灰色に濁にごっていた。だがそれは威い力りよくが下がった事を意味しない。それは普ふ通つうのビームから他の何かへ変質した結果であり、決してビームを構成する粒子の温度が下がったという訳ではないのだ。その暗い灰色の奔ほん流りゆうは、まるで意志を持つ蛇のようにのたうちながら孝太郎に襲い掛かった。

「孝太郎っ！　逃げて孝太郎っ！」

「おじさまっ、どうにかしてぇっ!!」

『ルースっ、戦せん闘とう機きを割り込ませるのじゃ！』

『やっています！　しかしこれでは―――』

『お願いアライア様、どうか里見君を守ってぇっ!!』

「里見君っ、死ぬなら私も一いつ緒しよに連れていって！」

『私は里見さんが居ないと困りますぅぅっ!!』

『ベルトリオンッ、またわたくしを置いてっ!!』

『間に合わんか！　これからという時にっ！』

　少女達の九つの悲鳴が上がる。同時に発せられた声と意志とが混じり合い、上手く区別ができない。だがそれが意味するところは一つ。誰だれもがただ孝太郎の身を案じていた。そうしながらも少女達は、自分達のその願いが打ち砕かれる事も分かっていた。しかし次の瞬間、驚くべき事が起こった。

「あれっ、なにこれぇっ!?」

『何でもよいっ、コータローをまもれぇぇっ!!』

　突とつ然ぜん、九人の少女達の身体から爆発的な勢いで光が溢れ出した。それは各自の額に刻まれた剣の紋章と同じ色で、それぞれの光は紋章を介し、シグナルティンに送り込まれていった。

「これは、みんなの力か!?」

　異変に気付いた孝太郎が驚きよう愕がくする中、シグナルティンから溢れ出した虹色の光は幾重にも孝太郎を包み込むと、飛来した問題のビームを防いだ。より正確には虹にじの光が暗い灰色の色彩を掻き消し、ただのビームに戻ったものを上空へ弾き飛ばしたのだ。この結果は誰にとっても予想外だった。

　―――この九色の光………ナルファを覆っている虹の輝きと同じもの………これは偶ぐう然ぜんの一いつ致ちか？　それとも必然なのか？　まさか例の消えた記き憶おくに関連しているのか？

　それは他の面々よりも幾つか多く情報を持っているキリハとて例外ではなかった。だがその分だけ心構えがあり、驚きが浅かった事が幸いした。いち早く我に返ったキリハは、驚いて立ち竦む孝太郎と少女達を一喝した。

『皆みな、すぐに反撃を!!　絶対に二発目以降を撃たせるなっ!!』

　孝太郎は虹色の輝きに守られていて、少女達もそれぞれの力が大きく増しているように見える。今なら反撃に出る事が可能だった。しかも放っておけば敵は無差別の乱射を始めるかもしれない。この機を逃す訳にはいかなかった。

『おのれ街を狙うなど、戦士の風上にも置けぬ外道が！　しかもわらわ達の大事なコータローを狙いおってぇぇっ!!』

　真っ先に動き出したのは、やはりティアだった。ティアは自身が操あやつる赤い小型無人戦闘機を突進させながら、装備されたビーム砲を連射する。その威力は本来、戦せん闘とう艇ていを傷付けるほどの威力はない。だが機体が赤い光に覆われている今の戦闘機は、ビームで安々と歪わい曲きよく場を貫き、その発生装置を破壊した。それはまるでティア自身がコンバットドレスで戦っているかのような鮮やかさだった。

『目標Ｂが小型の飛行物体を多数放出、多連装ミサイルです！』

　ルースもティア同様に無人機で戦っていた。だが彼かの女じよの場合、複数の無人機をまるで一個の生命体のように操っている。それは黄色い光が機体を覆うようになってからは特に顕著になり、立体的な連携で高速で飛来するミサイルを防いでいった。

「静香、真希、三人で行くよ！　トライアングル魔女っ娘騎士あたっく！」

「あら、私も魔女っ娘騎士に入れてくれるの？」

「あはは、魔ま力りよくだけなら笠かさ置ぎさんが一番なんですよ!?」

　ルースが敵の攻撃から守ってくれるので、早苗と真希、静香の三人は易々と戦闘艇に近付く事が出来た。既に歪曲場はティアが破壊しているので、三人は一番攻撃の威力が大きくなる接近戦を仕掛ける。サグラティンを紫色に輝かせた早苗、愛用の魔ま法ほうの大剣を藍あい色いろに輝かせる真希、半竜半人の姿に黒い炎を纏まとった静香の三人は、戦闘艇に装備された武器の数々を破壊していった。

『狙うなら機体後部、推進機関だ。半はん端ぱに撃げき墜ついして市街地に落ちるとまずい。高電圧で瞬間的なシャットダウンを狙うのがベストだろう』

『はいっ、ゆりかさん！』

『合わせます、桜庭先せん輩ぱい！』

　緑の輝きで活性化したキリハの知性は敵の動きを止める最善の方法を導き出し、晴海とゆりかが同時に魔法を使い、それを実行する。二人が力を合わせて放った強大な雷撃は、白と青の輝きを帯びて戦闘艇の船体を直撃。それにより狙い通り動力とシステムが一時的にシャットダウン、落雷対策の安全装置が働いて戦闘艇は緩やかに降下を始めた。

『再起動のどさくさで侵しん入にゆうに成功しましたわ』

「やっぱりそういう事をさせたらお前天才だな」

『やかましいですわ！　あなた、たまにはもっと女の子らしい部分を褒ほめたらどうですのっ!?』

「皇女殿でん下かにおかれましては本日も大変お美しく―――」

『お黙りなさいっ!!』

　クランもキリハ同様、オレンジの輝きは彼女の知性を強化する方向で働いている。少し違ちがうのはコンピューターを感覚的に扱あつかう事が出来るようになっている点で、今の彼女はまるで自分の手足のように心を向けるだけでコンピューターを操る事が出来る。おかげでクランは外部から戦闘艇の通信波に割り込み、システムの乗っ取りに成功していた。

『………って、あれっ、これって!?　ベルトリオンッ、この戦闘艇の自爆装置が働いておりますわっ!!』

「証しよう拠こを全すべて消すつもりか！」

　クランはシステムを乗っ取った事で、密かに進行していた問題に気付いた。このままでは自爆装置が働き、戦闘艇は爆発四散する。勝てないと考えたヴァンダリオン派は自爆する事で手掛かりを消そうとしている―――孝太郎とクランは自然とそう考えていた。

「そっちは任せる！」

『あなたは!?』

「あの渦を斬らん事には、大変な被害が出る！」

『分かりましたわ！』

　孝太郎は自爆装置の危険を知りながら、あえて混沌の渦を消滅させる事を優先した。自爆した時に渦が力を貸せば、大変な事が起こる。だから孝太郎はその前に混沌の渦を消滅させる事が最良の選択だと考えた。そして自爆装置に関しては仲間達を信じる。孝太郎より優ゆう秀しゆうな子達ばかりなので、そこは少しも心配していなかった。

「早苗、お前は俺と来い！」

「合体攻撃っ!?」

「そういう事だ！」

　孝太郎は早苗を連れて渦を追う。これまでの経験上、混沌の渦を消滅させるにはシグナルティンとサグラティン、両方があると確実だった。魔力を掻き消し、邪悪な霊れい力りよくを払う必要があったからだ。これはヴァンダリオンを倒した時と事情は同じだった。

「ぬっふっふ、あたしと孝太郎の愛が試される時だね！」

「別に試されてないと思うが」

「そんなちっちゃい愛の話じゃないよ。もっとおっきい愛だよ」

「ああ、そいつは試されている気がするな」

「でしょ？　あんたが早苗ちゃんに向けている愛は、地球よりおっきいのよ！」

　渦は虹色の輝きを避さけるように後退していく。これはトリガーとなる意志力の不足で、エネルギーの総量で負けているからだ。戦闘艇の自爆の時まで現世に留まるには、逃げの一手だった。無論、孝太郎と早苗はそうさせまいと後を追う。二人は魔法や霊れい能のう力りよくで空を飛び、ぐんぐん距きよ離りを詰つめていく。それを嫌きらった渦は二人を近付けまいと、混沌の力で攻撃を開始した。

「早苗、俺の後ろに」

「そう！　これが愛！」

　渦は混沌の力を直接エネルギー弾にして発射してきている。これを防ぐなら早苗の紫単色よりは、九色揃った孝太郎の方が効果的だ。早苗は綺き麗れいな放物線を描いて飛び、孝太郎の背後に回ると、その背中にしがみつく。その直後、混沌のエネルギー弾が雨のように襲い掛かって来た。だが虹の輝きは強固で、エネルギー弾の全てを消滅させても輝きが衰えた様子はなかった。またやはりエネルギー量の問題か、対つい消しよう滅めつの余波も孝太郎達の防御を破れるほどではなかった。

「よーしっ！　今度はあたしについてくるのだぁっ、孝太郎っ!!」

　エネルギー弾が消えたのを見て、早苗は孝太郎の背中を蹴って再び宙を舞った。早苗は両手でサグラティンを構えて突撃する。

「あんまり無茶をするなよ、早苗！」

「時には顧かえりみないのも愛なのです！」

「なんのこっちゃ」

　孝太郎も早苗を追う。エネルギー弾が有効打にならなかったので、渦はただスピードを上げて二人から逃れようとする。また進路を急に変更したり、物もの陰かげに飛び込んだりと様々な手を尽くす。だがそれらの行こう為いは無む駄だに終わった。結局、早苗の霊れい視しからは逃れられなかった。

「やるよ、孝太郎！」

「おう！」

「奥おう義ぎッ！　天てん覇ぱらぶらぶＶの字斬りぃぃぃぃぃっ!!」

　ザンッ

　右から早苗が、左から孝太郎が、同時に斬り掛かる。二つの攻こう撃げきは反発する事無く共に効果を発揮し、渦をＶ字に切り裂いた。魔力を打ち消され、邪悪な霊力を払われ、渦は急激にその存在を失っていく。当初は数メートルの大きさだった渦はまるで風船から空気が抜ぬけるように小さくなっていき、やがて肉眼では見えなくなった。

「どうなった？」

「えっと………うん、完全に消えた。もうダイジョブ」

　早苗は目では見えなくなった後も霊力の目で混沌の渦を見つめていた。小さくなった後も渦はしばらく存在していたが、最後は虹色の光の欠片かけらと対消滅して火花の様な微小な爆発を残して消えていった。

　―――でもあれって………こうた、ろう………だったような？

　小さくなった渦が消え去る、その直前。早苗は渦の向こう側に、よく知っている人物の霊波を感じたような気がしていた。

「どうした？」

「ううん、なんでもない。気のせいだと思う」

　だが早苗は自分のその感覚を勘かん違ちがいだろうと思った。何故なぜならその人物が目の前に居たから。ここと向こう、両方に同じ人間がいるなど考えられない。それよりは勘違いしたという方がよっぽど納得出来る答えだった。そして役目を終えた孝太郎と早苗は、仲間達の方へ振ふり返かえる。丁度、その時だった。

　バンッ

　孝太郎と早苗の視線の先で、河川敷に着陸させられていた戦闘艇が自爆した。だがそれは自爆というには規模がかなり小さかった。爆発により戦闘艇のパーツが周囲に飛び散ったが、大まかな形はそのまま残っている。河川敷にある野球場とサッカー場はしばらく使用不能になるだろうが、それ以上の被害はないようだった。

「みんな、無事かっ!?」

　だが幾ら爆発の規模が予想より小さかろうと、そこには仲間の少女達が居る。孝太郎は大おお慌あわてで少女達を呼んだ。

『全然無事じゃなーい！　絶対体重が増えてるー！』

『静香とゆりかが頑がん張ばってくれた。こちらは全員無事だ』

　幸いな事に少女達は全員無事だった。クランが戦闘艇をハッキングして着陸させると、静香達たちが艇てい内ないへ突とつ入にゆうした。そしてまずは自爆装置の解体を試みたのだが、残念ながら時間が足りずに装置は爆発。しかしゆりかが最後の瞬しゆん間かんに咄とつ嗟さに自爆装置を瞬間移動の魔法で遠くへ飛ばしたので、被害は最小限に留められた。仲間達を庇かばった静香が大量の魔力を消耗したものの、怪我人は出ていなかった。
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「そうか、それは良かった」

『よくなーい！　またすっごい重い女に―――』

「こっちも終わったから、そっちへ帰る」

『うむ、そうして貰もらえると助かる。賢治達が説明を求めているのでな』

「それもあったな。すぐにそっちへ行くから待ってろって言ってくれるか」

『分かった、賢治達にはそう伝えておく』

　その言葉を最後にキリハは通信機を切った。同時に孝太郎は小さく溜ため息いきをつく。戦いは終わったが、孝太郎にはまだ難題が残っていた。

「メガネ君達にも事情を話すの？」

「そうした方が良いだろう。隠かくしてもいずれ分かる事だしな」

「それもそーだね」

「やれやれ、どうしたものか………」

　流石さすがに賢治に隠し続けるのも限界だった。だから孝太郎は全て話すつもりでいる。だが何からどう話したら良いやら、見当も付かない。孝太郎が今に至るまでの経けい緯いは複雑過ぎて、上手に伝える自信がなかったのだ。孝太郎は憂ゆう鬱うつだった。

「最初から全部順番に話せばいいんじゃない？　時間はかかるだろうけど。今全部話さなくても、あんたはどの道メガネ君には全部話すでしょ？　親友なんだからさ」

「そうか、確かにそうだな」

　孝太郎はこの時の早苗の指し摘てきを正しいと感じた。仮に状況を上手く手短に説明出来たとしても、賢治は孝太郎の親友なので、いずれは全てを伝える事になるだろう。だったら最初から全てを話せばいい。きっと後々の手間が省けるに違いなかった。

「早苗、お前時々凄すごく冴さえてるよな」

「ふふん、褒ほめるべき時は存分に褒めたまえ」

「えらい、えらい」

「えへへへ～～～」

　結局もう一隻の戦闘艇で逃げた四十名の兵士達は取り逃がしてしまったので、情勢は複雑化している。しかしそれでもナルファと松平兄妹きようだいを守り切り、仲間達は無事だった。その事は素す直なおに喜ぶべきだろう。そう思うから、孝太郎は早苗と一緒に、笑え顔がおで仲間達の元へと戻っていった。







真実とピンポン玉　四月十六日（土）







　予想していた通り、孝こう太た郎ろうの話は長くかかった。そもそも話す事が多かったのと、孝太郎は他人に説明をするのが得意ではないからだ。おかげで話をする時を土曜の正午に設定したにもかかわらず、全ての話が終わった時、太陽は傾いて沈しずんでいこうとしていた。

『初めてお会いするホー！　やっとお話出来るホ、マッケンジー！　おいらカラマ！』

『姿を見せるのは初めてだけど、実は以前から近くをうろうろしていたホ！　おいらコラマ！』

「コウッ、こいつら一体どうやって動いてるんだ!?　どう見ても埴はに輪わなのに、身体の表面が滑なめらかに変形して動いてるぞ!?」

「それを俺に訊きくなよ。ともかくこいつらみたいな不思議技術を狙ってる奴やつらが地球に入って来てる。ティア達たちとしては、それがフォルトーゼに流出しても困る訳だ」

『こう見えて、おいら達人気者なんだホー！』

『悪者の手に渡ってはいけないんだホー！』

　正直に言うと賢けん治じには、信じ難がたい部分が多かったのだが、こうして実際に埴輪達たちを見せられてしまえばぐうの音も出ない。またフォルトーゼ人が来ているのも事実。この分だとゆりかが魔法少女―――これが一番信じられない―――だというのも真実という事になるだろう。ちなみにこうやって賢治が孝太郎の現状を受け入れつつあるのは、彼かれの柔軟な思考の賜たま物ものだった。決して孝太郎の話が上手かった、という訳ではないのだった。

「地球とフォルトーゼ、双そう方ほうの技術の流入を防ぐ防波堤が必要ってコトか。じゃあこないだのナルファさんの一件も？」

「そういう事だ。あの一件は、あの子を利用してその防波堤を崩そうとした連中の仕し業わざなんだ」

「厄やつ介かいだな、そいつは。かといって国交や交流という大義名分なしに、フォルトーゼの兵だけを入れさせろというのはおかしな話だもんな………」

　今でこそ双方の非合法団体が連携している事実が明るみになっているが、もしそれなしにナルファが地球の武器で殺された場合、状況は最悪だっただろう。日本とフォルトーゼの関係にひびが入り、同時に技術の防波堤にもひびが入る。幸い回避されたが、双方の世界が大混乱に陥る可能性があったのだった。

「ややこしいんだよ、大人の都合ってやつは………。それにしてもマッケンジー、お前意外と政治向きの話が出来るのな？」

　孝太郎の方で意外だったのは、賢治が比ひ較かく的てき簡単に複雑な政治問題に理解を示した事だった。そういうタイプには見えない。これまでの付き合いから想像すると、面めん倒どう臭くさがりそうだと思っていたのだ。

「俺おれは演劇部だぞ？　研究で色んな映画を見るさ」

　賢治の柔軟性を養ったのは様々な映画だった。演劇部の研究で多くの映画を見た事で、政治向きの話に対する理解を深めていたのだ。映画の中では世界の危機は日にち常じよう茶さ飯はん事じ。今の状況の参考になりそうな映画には幾いくつか心当たりがあった。

「おかげで助かったぞマッケンジー、説明が楽で。キンちゃんにはお前から上手い事言っておいてくれ」

「そういうところだぞ、お前の良くないところ。いつもいつも、一番面倒な事を俺に丸投げしやがって」

　この場に琴こと理りは来ていない。まずは賢治が話を聞いて様子を見るという事になっていたのだ。だが結果的に孝太郎は説明を賢治に任せる事にした。その方が早いし勘違いも起こりにくい。正直なところ、孝太郎には当事者ではない女の子に、この手の話を正しく理解させる自信がなかったのだ。

「そこはホレ、仲直り出来たろ、キンちゃんと。お前がこの説明を担当すれば、もっと関係が好転すると思うんだよ。どう思う？」

「痛いところを………ったくぅ、しょうがないなぁ………」

　賢治は頭を掻いて小さく溜ため息いきをつく。実はナルファに絡からんだ騒そう動どうの結果、賢治は琴理との関係が改善していた。一いつ般ぱん人じんながら賢治がナルファを守り切った事を、琴理が大きく評価したのだ。とはいえまだ多少のぎくしゃくはあるから、孝太郎の事情を賢治が肩かた代がわりして話せば、確かに琴理との更さらなる関係改善が期待できる。そこで賢治は渋しぶ々しぶ孝太郎の提案を呑む事にしたのだった。

「また厄介な約束をさせられないといいな、マッケンジー」

「それだよ。琴理の奴………恋れん愛あいに対して、運命と純じゆん粋すいさを求め過ぎなんだよ」

　賢治はもう一度溜め息をつき、屋上の手すりにもたれかかった。賢治は琴理との関係改善と引き換えに、彼女とある約束をした。それは女性との付き合い方をより健全なものへと変える事。この約束は琴理にとって賢治を許す上で必要最低限の条件なのだが、賢治にとっては厳しい条件だった。賢治は理想の女性を見出す為ために、合理性を発揮して多くの女性と付き合ってみる事を選択した。琴理の場合は理想の恋こい人びとはあくまで運命がもたらすと信じているから、そこで二人はすれ違うのだった。

「だが正直、俺はキンちゃんの味方だ」

「そうだったそうだった、お前は琴理の理想の体現者だったな。琴理にお前の事情を話して聞かせたら、それ見た事かと勝ち誇ほこるぞ、あいつ………」

　孝太郎と少女達の関係はパズルの様なものだった。全員で一つの運命と強固な関係を構築しており、誰か一人が欠けてもこの絵が出来上がらない。出逢うべくして出逢い、惹かれるべくして惹かれた。賢治が言うように、孝太郎は琴理の理想を体現している。孝太郎が相手を一人に絞れていないのは問題だが、いい加減な事はしていないので琴理には文句はない。その分、賢治に厳しい視線が向けられるのだった。

「だがまあ………おかげでようやく納なつ得とくしたよ、コウ」

「やっと諦あきらめたか」

「そうじゃなくて、お前があの子達を受け入れた経緯の方さ。俺は前からずっと不思議だったんだ。一体何をやればあんな短期間でお前の懐に飛び込めるのかってさ」

「あいつらは何もしてやしない。自然とそうなったんだよ」

「分かってるって、それが琴理の理想なんだもんな」

　孝太郎が心の底の方で他人を受け入れないでいる事は、賢治が一番よく知っていた。これまでその例外は賢治と琴理だけだった。だがこの二年程ほどの短い期間で、例外に新たに九人が加わった。驚おどろくべき事だったので、賢治はそれがずっと気になっていたのだ。しかしこの二年程の間に起きた出来事を聞いた事で、賢治は納得した。孝太郎と少女達は、そりゃあそうだろうというような出来事を、共に幾つも乗り越えて来たのだ。だからこそ孝太郎は一人に絞しぼり込めずにいる。孝太郎達十人は、既すでに相互の関係が強過ぎるのだ。だから賢治はもう、孝太郎に選択を急がせるのは止めようと思うようになっていた。

「つまり俺はもう、琴理の心配だけをしていればいいって訳か………」

　賢治は沈んでいく夕日を眺めながら小さく笑った。これまで賢治の心配事は孝太郎と琴理の事だった。だが孝太郎の問題は、既に賢治の出る幕ではないように思えた。後は少女達に任せ、賢治は琴理の心配だけをしていればいい。それは嬉うれしい事の筈はずなのに、賢治は少しだけ寂さびしい気持ちになっていた。

「申し訳ないが、そういう事にはならないぞ」

「うん？　どういう意味だ？」

「お前は俺の一番親しい友達だから、ナルファさんみたいな気の良い連中も、こないだのような悪党共も、次々とお前に近付いてくるようになる」

「お前さ、安易に伝説の英えい雄ゆうになんてなるなよ、まったくぅ………やれやれ、気の休まる暇ひまはなかったか………」

「面目ない。だがお前とキンちゃんは絶対に俺が守る。………これまでお前らがやってくれていたようにな」

「そこは心配してないんだよ、どうせお前のやる事だからな」

　孝太郎の内面の問題は賢治の手を離れたが、その代わりに多くの新しい問題が現れた。それはとても危険で厄介な話の筈なのだが、賢治は少しだけ嬉しい気持ちになっていた。孝太郎の内面の問題が賢治の手を離れた事で感じていた寂しさを、丁度ぴったり、埋めてくれるくらいに。










　フォルトーゼにも報道の自由はあるが、ナルファはその完全な行使は望まなかった。自分が公開した情報で誰かが不幸になる事は耐たえられないと考えていたのだ。だからナルファは撮さつ影えいした映像から、危険そうなものが映っている部分を全て削除して、汎はん銀河ネットワークにアップロードした。おかげで多少、がっかりした者達がいた。
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『おいら達が自主規制の対象になったというのは本当かホ!?』

『おいら達は汎銀河ネットワークにデビューできないホ!?』

　それはカラマとコラマだった。二人は一〇六号室へ遊びに来たナルファに駆け寄ると、涙なみだながらにそう訴える。実は二人は、ナルファの動画でフォルトーゼデビューするのを楽しみにしていたのだった。

「ご、ごめんなさい、埴はに輪わさん達。あなた達が地球の特別な存在だとバレてしまうのを避けたかったの」

　ナルファは申し訳なさそうに二人に詫わびた。ナルファが二人の公開を避けたのは、フォルトーゼで埴輪達が既に動画デビューしてしまっているからだった。実はフォルトーゼの内戦の映像をつぶさに調べると、しばしば埴輪達が映り込んでいた。だが幸いな事に埴輪達には注目が集まっていなかった。変わったデザインをしているが、フォルトーゼ製のロボットだと思われていたのだ。だがナルファが地球で撮影した映像に映ってしまえば、そうでない事がバレてしまう。地球ではまだロボットは一いつ般ぱん的てきではないから、このタイミングでバレるのは危険だった。

『そういう事だったのかホー。それは仕方がないホー！』

『それに既にフォルトーゼデビューしていたなら文句はないホー！』

　事情を聞いてがっかりするかと思われた埴輪達だったが、ナルファの予想に反して元気だった。二人はあくまでフォルトーゼで動画デビューが目的であり、必ずしもナルファの動画に出る事が目的ではないのだった。

「ナルファさんの動画は大人気だから、良くも悪くも影えい響きよう力が大きい。だから少し我慢しろよカラマ、コラマ。そのうちお前らメインで撮ってくれるさ」

『本当かホ!?』

『信じていいホ!?』

「はい。いずれ日本にもロボットが増えるでしょうから、その時には是非」

『やったホー！』

『楽しみだホー！』

「そうそう、大人気といえばおやかたさま、実は先日の戦いをナルファ様が撮影した動画がフォルトーゼで大変な人気になっていまして」

「前もそんな事を言っていなかったっけ？」

「それが前以上の大変な騒さわぎなのです」

「そうなのかい？」

「え、あ、はい。おかげさまで………細々とやっています」

「ふふふ、ご謙けん遜そんを。公開から一日で再生回数が十八億回を突とつ破ぱ、現時点で百億回に届こうかという勢いだそうです」

　ナルファは『ナルファ・ラウレーンの日本滞たい在ざい記き』というタイトルで動画を公開している。今回新たに配信したのはサトミ騎き士し団だんの戦いぶりと、その戦せん闘とう後の様子だった。特に評価が高いのは戦闘後のもので、その動画が一日で再生回数が十八億回を突破していた。内容は戦せん闘とう終しゆう了りよう後にティアが孝太郎に怪け我ががないか確かく認にんしているもので、途中で些さ細さいな行いき違いから殴なぐり合いの喧嘩に発展して孝太郎の頭にこぶが出来、最後はそのこぶにティア自身が絆ばん創そう膏こうを貼るというものだった。ティアと孝太郎の関係があまりに特別で可愛かわいいという事で、女性達の間で大きな話題となり、それが再生回数の多さに直結した。この再生回数の多さは、何度も繰くり返し見る女性が多かったのではないか、というのが識者の分ぶん析せきだった。

「結果としてナルファ様は大変な報ほう酬しゆうを手にしました」

「大変って、どのくらいだったんですか？」

「日本のお金に直しますと、これまでの積算でおよそ三十八億円です」

「そんなに!?」

　これには孝太郎も流石さすがに驚おどろいた。フォルトーゼでも動画が一度再生される度に僅わずかな報酬が発生する。それが投稿した動画一つ一つについて積もりに積もり、結果として莫大な報酬を得るに至った。ナルファは地球へ来てからの僅かな時間で、大金持ちの仲間入りを果たしたのだった。

「凄すごいじゃないか、ナルファさん！」

「は、恥はずかしながら、そういう事になりました………」

　ナルファは顔を赤らめて俯うつむく。彼女はこの結果が、自分の実力というよりは孝太郎とティアの存在による部分が大きい事を理解している。状じよう況きようは前回と変わっていないのだ。その孝太郎にじっと見つめられ、手放しで褒められてしまえば、恥ずかしいやら気まずいやら、様々な感情が湧き上がってくるのだった。

「神様は絶対にえこひいきをしていますぅ！　私とナルちゃんでぇ、どうしてこんなに違うんですかぁっ!?」

　埴輪達の他にもう一人、がっかりしている者がいた。それはゆりかだった。ゆりかは自分の状況とナルファの状況を比べ、酷ひどく落ち込んでいた。

「お前が安易に怪あやしいバイトに飛び付くからだろ」

　日給二万円のアルバイトに飛び付いたゆりかだったが、後にそれがヤクザの事務所であった事が判明した。そしてゆりかが目標の何分の一も稼がないうちに、事務所は爆発四散して消滅した。

『サンレンジャーがヤクザを捕まえた後で、無人じゃったのが良かったのう』

『お前、まさか証しよう拠こ隠いん滅めつの為に爆発を事務所に飛ばしたんじゃないだろうな？』

『ちっ、ちっ、違いますよぅっ！　咄とつ嗟さに思い付いた近くにある人が少なそうな場所が、あの場所だっただけでぇ！』

　これにより幾つか問題が生じたり消えたりしたのだが、結果的に同じ期間で数十億円稼かせいだナルファとは大きな隔へだたりが生じ、ゆりかは涙にくれる事となったのだった。

「里さと見みさん凄い大金持ちなんですからぁ、私の事ぐらい養って下さいよぅ」

「地球では貧乏なんだよ」

　ゆりかは半泣きのまま孝太郎にしがみついた。孝太郎はそれを押おし退のけようとしたが、ゆりかのしがみつく力は強く、それには至らなかった。

　―――私には、成功しているのはユリカさんのように見えるけど………。

　本気を出せば孝太郎がゆりかを押し退ける事は可能だろう。孝太郎がそれをしないでいる意味を考えると、ナルファはゆりかとは真逆の結論に至る。ナルファは孝太郎にしがみついて泣いているゆりかが羨うらやましくてならない。それをたかだか数十億円で代わって貰えるなら、代わって欲ほしい位だった。










　キリハは調査を繰り返した結果、ヴァンダリオン派による戦闘艇の自爆は、初めから本気ではなかったという結論に辿たどり着ついた。あの自爆が静しず香かの体重を増やしただけで済んだのは、ゆりかがテレポートで爆発の大半をヤクザの事務所へ飛ばしたからというだけではなく、そもそも爆発そのものが小さかったのだ。

「キィ、貴女あなたがそう考えた根拠は何ですの？」

「理由は大きく三つある。まずは回収された機体が奇き妙みようなほど整備不良だった事だ」

　破片を集めて詳しよう細さいに分析した結果、恐おそらく自爆した戦闘艇は人間を乗せての任務に適さない状態にあったという結論に至った。機体の随所に動作不良の部品があり、人間を乗せると敵と戦う以前の段階で乗組員が死にかねない状態にあったのだ。

「なんでそんな事になっているんだろう」

　孝太郎が首を傾かしげる。そんな状態だからこそ無人で運用したのだろうが、そもそもそんな状態の機体を何故そのままにしているのか、孝太郎はそこが疑問だった。

「恐らくフォルトーゼから遠く離はなれているせいで、整備用のパーツが尽き始めていたのだろう。整備の為に止む無く同型機からパーツを取り、共食いの整備を行った。我はその残りが自爆した機体だったと考えている」

　整備不良の機体が複数あるなら、一機を犠牲にしてパーツを取り、残りを正常に動かせるように整備する。ヴァンダリオン派は本国から遠い場所にいるので、どうしてもその必要に迫られたのだ。そして自爆した機体は犠牲となってパーツを取られた機体だった、という事になるだろう。

「つまり、そもそも最初から捨て駒だったという訳ですわね。交戦中に止む無く方針を変えたという訳ではなく」

「捨て駒だから自爆装置を付けた―――ここまでは分かる。しかしここでもう一つの疑問が浮上してくる。設置されていた自爆装置の爆発力は、そもそも周辺に大きな被害を出せるような規模のものではなかったのだ」

　それがキリハが自爆が本気ではないと考えた第二の理由だった。四散したヤクザの事務所を分析した結果、本来の爆発の威い力りよくが判明した。それを元にシミュレーションを行うと機体を破壊する以上の効果は望めず、周囲に多大な被害をもたらすのは難しいという結果が出た。

「そいつは妙みようだな。ナルファさんの暗殺に失敗した場合に備えて付けた自爆装置なんだろうから、広こう範はん囲いに被害が出る自爆装置でなければ意味がない」

　孝太郎は腕うで組くみをして考え込む。ナルファを地球の武器で暗殺するのは、それでフォルトーゼの世論を動かす為だ。それに失敗したら逆のやり方、つまり派手に自爆して日本に大きな被害をもたらし、反フォルトーゼの世論を形成する方向へ行く筈だ。暗殺計画が露見した後では、フォルトーゼ人がフォルトーゼ人を殺す構図には意味がないから、これは必然だった。にもかかわらず爆発の威力が弱い。証拠隠滅にしても威力不足なので、孝太郎にはこの自爆に意味が見出せなかった。

「その答えが三つ目の理由になる。実は機体の残ざん骸がいを集めても、八割ぐらいまでしか機体を復元出来なかったのだ」

「どういう事ですの？」

「恐らく、バラバラになった時に相当数のパーツが何者かに持ち去られたのだ」

「そうかっ、それで爆発の威力が弱かったのか!?　機体が完全に粉砕されては技術が解かい析せき不能になるから!?」

「そうだ。ヴァンダリオン派が戦せん闘とう艇ていを自爆させた真の目的は、地球の人間に技術を渡す事だったのだ。しかも無作為の相手に、我々が追つい跡せき出来ないように」

　問題の戦闘艇はもともとパーツ取りをした余りで、通常の任務に使う事は出来ない。ならば最も効果的な使い方は何か？　その答えが、ナルファの暗殺に失敗した場合に、自爆してパーツを撒まき散ちらす事だった。

「この敵は恐ろしく冷静だ。勝つ為に必要な事を冷れい徹てつに計算出来る。ヴァンダリオンとは明らかに違うタイプだ」

　戦いが起これば、吉きつ祥しよう春はる風かぜ市しに入り込んでいるテロ組織や各国の諜ちよう報ほう機関は現場へ急行する。そんな状態で戦闘艇が自爆すれば、彼らは目の前に落ちて来たパーツを拾って帰るだろう。ゆりかが爆発をテレポートで逃がしたから、本来の予定よりも撒き散らされた範囲は狭くなっているが、それでも技術を手に入れた者は少なくない筈だ。しかも技術を手に入れる為にフォルトーゼ側の人間と接せつ触しよくするという、一番大きなリスクを避けられる。こうなると孝太郎達たちには追跡不能だった。また整備不良のパーツも解析の対象としてなら申し分ない。

「さしずめ完全に邪じや悪あくなエゥレクシスってところか」

「厄やつ介かいですわね………少々とはいえ、技術が漏ろう洩えいしてしまうとは………」

　そうやって技術を手に入れた者達は、やがて地球のどこかでテロを起こすだろう。あるいは戦争に投入するのかもしれない。それによって地球は混乱し、フォルトーゼとの関係は悪化していく。自爆でただ市街地を破壊するより、ずっと効果的だった。










　クランが趣しゆ味みで開発していたピンポンキャノンは、遂ついに実射試験に辿たどり着いた。これまで何パターンかの実験をした結果、キャノンの砲ほう身しんを八メートル弱にし、前方から空気を抜きつつ後方から高圧の空気でピンポン玉を押す形が、最速で撃うち出せる条件だと分かった。今日はそれを実際に試みる。強化プラスチック製の透とう明めいな砲身は、太陽の光を浴びて堂々と輝かがやいていた。

「ベルトリオン、準備が出来ましたわ」

「よし、始めるか」

「サナエ、そちらをお願いしますわ」

「くーき抜きまーす！　こっちは入れまーす！」

　キュウゥゥゥゥゥン

　砲身内の空気が抜かれ、代わりに後方のタンクに高圧の空気が蓄えられていく。この両者の気圧差が、ピンポン玉を恐ろしい速度まで加速してくれるのだ。

「砲身内、タンク共に規定値に到とう達たつ。射線上に障害物無し、孝太郎、早さ苗なえ、クラン殿どの、安全距離まで後退を」

「クラン」

「あん、お待ちになって」

「おいてくよー」

　作業を終えた孝太郎とクラン、早苗の三人は、安全の為に設置されたパネルの背後に身を隠した。

「………安全確認。全すべて発射体勢」

　キャノンの準備が整い、周辺の安全も確認した。そこでキリハは操作盤に電源を入れ、安全カバーを開けて発射ボタンをいつでも押せる状態にする。後はこのボタンを押せばピンポン玉が発射される筈だった。

「クラン殿、カウントダウンを」

「いよいよだね！」

「上手うまくいくと良いが」

「ええ！　いきますわよ、五！」

　クランはカウントダウンを開始した。ピンポン玉を高速で発射するなど、無意味極まりない。だがクランの横顔はとても楽しそうで、見ているだけで不思議と孝太郎も楽しい気分になった。

「四、三、二、一！　発射！」

「発射！」

　パシュンッ

　その瞬間、タンクの弁が開放され、大量の圧縮空気が砲身内に送り込まれる。砲身内は真空になっているので、圧縮空気は恐ろしい勢いでピンポン玉を押す。そしてピンポン玉は八メートルの砲身内で目一杯加速された後、砲口から飛び出していった。

「速過ぎて何も見えなかったなー」

「玉が突とつ然ぜん消えた感じだねー」

「音も貧弱ですわね。迫力も全然ありませんし」

「しかし三人共、面おも白しろい結果が出たぞ。砲身から飛び出した直後の速度は、時速二千四百八十二キロ。マッハ二を僅わずかに上回っている」

「やったっ、大成功ですわっ!!」

　クランは喜びのあまり大きな笑顔になると、握り締めた拳を空に突き上げる。その彼かの女じよらしからぬ元気な姿は、何故だかとても可愛らしい。ひねくれ者の孝太郎が、思わずそう言って褒めてしまいそうな程だった。

「見事な結果だ。おめでとう、クラン殿」

「やったねメガネっ子！」

「ありがとうキィ、サナエ。あなた達の協力のおかげですわ」

「………結局、技術なんてものは、こういう使い方が一番だ」

　孝太郎は結局、クランを可愛いとは言わなかった。確かにひねくれ者だからという事もあったのだが、この時孝太郎は少し別の事を考えていた。

「こうって、どういう意味ですの？」

「ただ、誰だれかの笑顔の為に、ってさ………」

　戦闘艇の一件があった後だから、孝太郎は特にそう思った。ピンポン玉を高速で発射するなど、楽しむ以外の意味がない。笑顔の為にしかならないのだ。他にも同じクランの発明なら、以前晴はる海みの為に作ったＰＡＦ―――パワーアシストフィールド―――も似たようなものかもしれない。あれも時代を切り開くような効率の良い発明ではないが、身体が不自由な人間を笑顔にするもの。本質的には同じものに違ちがいない。孝太郎はクランに、そういう発明を続けて欲しいと思っていた。

「そうですわね。その笑顔を誰かの悲しみの上に築こうとするから、おかしくなってしまうのですわ」

　クランもこの時、似たような事を感じていた。後先を考えない大発明で世界を変えるより、小さな発明で誰かの笑顔を作りたい。その笑顔が孝太郎やキリハ達のものなら、なお良かった。

「ああいう風にか？」

『こらぁっ、誰だウチの窓ガラスを割ったのはぁぁぁぁぁっ!?』

　しかし不幸にしてピンポンキャノンは予想外の結果を生み出していた。あり得ない速度まで加速されたピンポン玉は、ずっと先にある家の窓ガラスを破壊していた。その家の住人は怒いかり心しん頭とうだった。

「ふっ、不可抗力ですわっ！　事故ですの、事故！　やろうとしてやった事ではありませんわ！」

「それをあのおじさんにちゃんと説明して来いよ？」

「うう………あ、あのぉ、ベルトリオン、その、差し支えなければ、一いつ緒しよに来てくださいません事？」

「………まあ、いいだろ。いくぞ、クラン」

「はいっ」

　クランは安あん堵どしつつも、孝太郎が一緒に来てくれる事を不思議に思っていた。いつもの孝太郎なら、お前一人で行けと言いそうだったから。しかしクランはそれを不思議に思いつつも、嫌いやな訳ではなかった。むしろ一緒に来てくれて嬉しかった。だからクランはちょっとだけ、勇気を出してみる事にした。もしかしたら今なら孝太郎は―――そんな風に思ったのだ。

「………」

「………」

　クランは孝太郎の隣となりに並ぶと、そっと孝太郎の手を握にぎった。孝太郎はクランのこの行動に多少驚いていたが、結局は何も言わなかった。それは不覚にも先さき程ほどと同じく、可愛らしいなと思ってしまったからだった。
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あとがき







　ご無沙汰しております、著者の健たけ速はやです。今回のあとがきはいっぱい書いていい（正確にはあとがき一ページか、いっぱいの二択でした）そうなので、かなり余裕のあるスタートです。ですからここに昨日食べたラーメンがそこそこ美味しかった、などという事を書いても大丈夫な状況です。とはいえまたお伝えする事が沢山ありますので、早々に始めたいと思います。




　この本は『六畳間の侵略者!?』の第三十巻です。そうです、この巻で遂に三十の大台に乗りました（!!）。何千とあるライトノベル作品でここまで続いている作品は他には数えるぐらいしかなく、これまではほぼ大手出版社の独占状態にありました。そこに風穴を開ける事が出来たのは、読者の皆様の変わらぬご支援の賜たま物ものです。また同時にイラストレーターのポコさん、編集部及び出版関係各所の皆さん、アニメの制作陣、出演声優の皆さん等々、多くの人々の支援があった事も忘れる訳にはいきません。その中の誰かが、もう少しでも手を抜けば、ここまでは来られなかったでしょう。これはこの作品に関わった全ての人間の手で勝ち取った奇跡だと思います。そうした皆様のご支援に対し、この場で深く御礼を申し上げます。またこの先も引き続きよろしくお願い致します。




　さて大事な話が終わったところで、この巻の話に移りたいと思います。以前の巻の内容を踏まえて、この巻でも色々な事が起こりました。

　まずは遂に登場したフォルトーゼからの留学生、ナルファ・ラウレーンさん。彼女は生まれつきゆりかに匹敵する（それ以上の？）危なっかしさを備え、カメラという撮影に集中すると周りが見えなくなる恐ろしいアイテムを手に、意気揚々と吉きつ祥しよう春はる風かぜ高こう校こうへやってきます。しかも悪気はなく、撮影の腕も確か。怒るに怒れない孝こう太た郎ろう達は苦労の連続。おかげで孝太郎達は張りのある毎日を送っていく事になります。しかし彼女にも何やら秘密があったりなかったり。いずれはその辺が問題になって来るのでしょうが、今回はとりあえず彼女の暮らしぶりに焦点を当ててみました。読者の皆さんに気に入って頂けていると幸いです。

　また名前だけなら相当昔から出て来ていたマッキンリーこと、松まつ平だいら琴こと理りもこの巻から正式に登場しました。マッキンリーはマッケンジーの妹なのですが、性格は正反対です。真面目で内向的、男女関係には理想を追いがちな女の子です。これまで彼女は賢けん治じを理想の兄として尊敬していたのですが、高校入学を機に賢治の悪い噂を聞いてしまい、その理想像が崩壊。賢治に兄としての大きな危機が訪れます。この辺りは賢治の自業自得ではあるのですが、琴理の夢見がちな部分も大きく影響しています。厳密に言うと同じ理想を持ちながら、現実路線で行った賢治と、あくまで夢を追う琴理のすれ違いなので、これは仕方のない衝突と言えるでしょう。もちろん著者の私としては夢を追ってなんぼなので、キンちゃんの味方です。でもご安心ください、次の巻以降では仲直りした二人を見る事が出来るでしょう。結局は兄妹なので、根っこのところでは考えている事は同じ。きっかけさえあれば仲直り出来るのです。

　そして今回、最大の貧乏くじを引いた（引かされた？）のがキリハでしょうか。孝太郎達は前の巻の一番最後に起こった問題をキリハに丸投げ、何事も無かったかのように暮らしています。例の手紙によってキリハだけが四月五日以前に何かが起こったらしいと知っていて、たまに生じる矛盾を解決していかなければならなくなりました。今回はみんな気付きませんでしたが、もし誰かがナルファが光っているのを見てしまっていたら、キリハはそれを誤魔化す必要があったかもしれません。かなり厄介な仕事を任されている訳なので、彼女が孝太郎に悪戯をするのも許されるべきでしょう。その辺りの事は多分、四月五日時点の孝太郎とキリハは織り込み済みだろうと思いますし。『つまり我にだけ苦労をしろと？』『そ、そういう訳では………』みたいな感じで（笑）という訳でキリハは、この件に関して事実を追いかけるのと同時に、孝太郎達が余計な事に気付かないように誤魔化し続けます。今後の彼女の活躍にも御期待下さい。

　そうそう、ゆりかは駄目キャラ枠をナルファに奪われそうになっていますが、この巻でゆりかは駄目の方向性がステップアップ。より本質的な駄目っぷりを発揮するようになりました。そうなんです、実はなんだかんだでゆりかも成長してきているので、元々ここしばらくは物理的な意味での駄目さは卒業気味だったんですよね。今後は物理方面はナルファに譲り、ゆりかはこの方面で生きていくようです。彼女の今後の活躍を温かい目で見守ってあげて下さい。

　この巻の内容をご覧になると、今後何が起こるのかが色々と想像できるようになったと思います。先に書いた人間関係の問題だけでなく、やはり複数の世界が接触すると様々な問題が起こってしまいます。先進技術を持ち込む事で、どうしても社会や経済に大きな歪みが生じてしまうのです。加えてこれらは日本にフォルトーゼの科学技術が持ち込まれる事で起きるだけに留まらず、フォルトーゼに魔法や霊子力技術が持ち込まれても起こります。技術を手にした者はその独占を考え、しかし周囲はそれを許さず、場合によっては暴力的な手法で独占を崩そうとする。そうなると一番危険なのはやはり最初のステップ。孝太郎達が三年生になった、この一年間でしょう。また他にもちらほらと問題が見え隠れしています。孝太郎達はその難しい舵取りをしながら、高校卒業という一つのゴールへ向かって走っていく事になるのでしょう。




　丁度今後の話になったので、そのまま今後の話をしていきたいと思います。次の巻である三十一巻は、これまで通りのペースなら二〇一九年の春頃に発売になります。ここで読者の皆さんに思い出して欲しいのが、『六畳間の侵略者!?』の第一巻は二〇〇九年の春に発売されたという事実です。そう、実は本作は次の巻でぴったり十周年を迎える事になるのです。本当なら三十巻で十周年が綺麗だったのですが、残念ながらそうはなりませんでした。もうちょっとサボっておくべきだったかもしれません（笑）そして以前からお話しさせて頂いていた通り、第三十一巻では十周年記念企画を行います。

　まず本の内容なのですが、中編が一本と短編が三本という構成で、この短編三本はＨＪ文庫の姉妹サイトの『読める！ＨＪ文庫』（http://yomeru-hj.net/）に定期的に掲載している『六畳間の侵略者!?　へらくれす！』のものです。イラストが付いて書籍化される訳ですね。でも今回注目すべきはそこではなく、中編の方です。中編は十周年記念を考慮して『付き合ってみた（仮称）』シリーズの第一回を収録する予定となっています。この『付き合ってみた（仮称）』の第一回を誰にするべきかは非常に悩みました。先にキャラの人気投票でもした方が良いんじゃないかという声もありましたが、人気投票こそ十周年の時にやるべきじゃないのかとか様々な問題があり、またタイミング的にも間に合いそうにありませんでした。そこで投票をすれば上位確実の桜庭さくらば晴はる海み先輩に白羽の矢が立ちました。これは桜庭先輩なら一位ではなくても二位か三位にはなりそうですから、彼女で大きな誤りは無かろうという判断です。そんな訳で『付き合ってみた（仮称）』シリーズの第一回は桜庭晴海編となりました。

　気になるその内容ですが、孝太郎が高校三年生になったのを機に晴海と付き合い始めた世界を、しばらく覗いてみるというものです。この三十巻とは違う四月六日を迎えた世界とでも言いましょうか。そこでは孝太郎と晴海は恋人同士になっています。五十六億七千万の並行世界には、探せばどこかにそういう世界があるのです。そんな二人の平和な毎日をちょっとばかり覗き見してみようという、幸せが透けて見えるような企画となっております。ご期待下さい。

　ただ担当編集のＳ君と『Ｓ君さ、これだけじゃ十周年企画としては弱いんじゃない？』『そうですねぇ』というようなやりとりがあり、我々は色々と考えました。その結果、三十一巻には通常版だけでなく、特装版を発売する事に決めました。通常版はいつも通りの本ですが、特装版にはドラマＣＤが付きます。そしてこのドラマＣＤの内容もまた『付き合ってみた（仮称）』シリーズとなります。しかしここが重要なのですが、このドラマＣＤは本文の桜庭晴海編をドラマＣＤ化したものではありません。ドラマＣＤの内容はアライア編です。これはアライア殿下を止むを得ず現代へ連れて来る必要があった並行世界でのお話で、彼女が現代日本で暮らしながら孝太郎と関係を深めるという非常に豪華な内容となっております。

　実はこのドラマＣＤを作る為に、私は『付き合ってみた（仮称）』シリーズのアライア編を小説として書きました。それをアニメで脚本を担当して下さったヤスカワショウゴ氏にお渡しして脚本化を依頼。晴れてドラマＣＤとなる次第です。いつも通りの作業工程ですので、クオリティは皆さんが既にご存知のレベルに仕上がるものと思います。楽しみにお待ち頂ければと思います。

　それと例によって電子版でも、タイミングは多少ずれるかも知れませんが、ドラマＣＤの音源が付く特装版が出る予定となっています。皆さんの都合に合わせてご利用頂ければと思います。




　さてもうちょっとページがあるようなので、もう少し何か書こうと思います。何かないかな。ああそうそう、この十月に掲載した『へらくれす！』の中で少し触れているのですが、ゆりかと真ま希きが使う現代語魔法と、晴海が使う古代語魔法の差について、ちょっと解説してみようと思います。以前から設定はしてあったのですが、よく考えると本編の方では触れていなかった気がします（笑）

　古代語魔法と現代語魔法で同じ魔法を発動させた場合、発動に時間がかかる代わりに細かい調整が可能な古代語魔法、発動が素早く手続きが簡単な代わりに比較的微調整が苦手な現代語魔法という差が生じます。また古代語魔法は発動に道具を必要とせず、現代語魔法には発動に杖や衣装が必要になります。

　古代語魔法には特定の決まりはなく、儀式言語を用いてその場その場で即興的に呪文を唱えて掌印を組み、魔法を発動させています。晴海やアライアが唱えている呪文は全てアドリブなのです。ですから状況に合わせて魔法を発動させられる強みがある反面、本人の才能による部分が多く、自由自在に魔法を扱える人間がごく少数になってしまうというのが古代語魔法の欠点でした。

　その欠点を改良したのが現代語魔法です。現代語魔法には明確なルールがあり、あらかじめ定型文として用意された簡略化された呪文を唱え、掌印を結びます。ですからゆりかと真希が唱えている呪文はアドリブではなく、呪文書に記載されているものを学習したものです。その呪文を状況に合わせて修正していくのですが、その呪文修正の指定も定型文（と定型印）で行われるので、どうしても段階的になってしまいます。それが現代語魔法の弱点です。例外は儀式魔法の場合で、この場合は微調整が効くのですが、戦闘中にのんびり儀式をやっている訳にもいかないので、現場レベルでは使う魔法の選択が重要になってきます。わざと効き難い魔法を使う事で殺さないようにする、というような工夫をする訳です。古代語魔法ならアドリブなのでどの魔法でも殺さないように調整する事が可能ですから、こうした工夫は要りません。

　両者のもう一つの違いは道具の使用の有無です。古代語魔法を使う場合は身体一つで構いません。体内の魔力を自分の意志と技術で変換して行使するのです。それに対して現代語魔法では杖や衣装といった、発動を助ける道具が必要になります。これは呪文を定型文にする段階で、発動に必要な術式の一部を道具にあらかじめ組み込んである為です。古代語魔法の使い手の視点で言うと、現代語魔法は発動の半分を術者が、残りの半分を道具が行っているように見えます。それが現代語魔法の早さと扱い易さを生んでいるのです。その反面、道具が手元にない状態では魔法の威力や発動時間が大きく損なわれます。これは便利になった代償と言えるでしょう。

　現代語魔法が成立した経緯は、やはり古代語魔法が個人の才覚に依存し過ぎているという点でした。別の世界へ追放されたフォルサリアの人々は、生き残る為に一人でも多くの魔法使いを必要としていました。その為に魔法をより一般化、多くの魔法使いを生み出す為に作り上げられたのが現代語魔法なのです。高速化はあくまでその副産物であり、初めからその効果を狙って作られた訳ではありません。またそうした経緯が魔法至上主義的な土壌を生んでしまった負の側面もあります。

　古代語魔法と現代語魔法にはこうした違いがありますので、晴海は戦闘中に後方から動きません。発動に時間がかかるので、前に出ると危ないのです。逆に真希やゆりかは平気で前に出ます。発動が早い魔法があるので、前に出ても戦えるのです。真希が好んで使う短時間の記憶消去などがそうです。こうして見てみると、古代語魔法と現代語魔法には一長一短があり、どちらが優れているという事はありません。むしろ両方が居る事が、孝太郎達の強みになっていると思います。強いて言えば現代語魔法がなければ、真希の物理攻撃と魔法を併用するスタイルは生まれなかった、というくらいでしょう。

　古代語魔法の使い手が晴海だけなので、解説が後回しになってしまっていましたが、二つの魔法の違いはこんな感じになっています。そうそう、ちなみにティアなんかは王権の剣との契約があっても魔法を使う才能に乏しく、魔力を物理攻撃力の上昇にしか使えていません。どちらかと言えばこれはアルゥナイアと同じ方面の力の使い方です。分かり難いですが、実は晴海も十分に魔法の天才なのです。




　あとがきを沢山書いてと言われた時にはどうなるかと思いましたが、意外と何とかなりました。そろそろお別れです。最後にいつものご挨拶を。




　この本を制作するにあたって御尽力頂いた編集部の皆さん、今回は新キャラ二人で相当な苦労がうかがわれるイラスト担当のポコさん、そして三十巻に至っても変わらず応援して下さっている読者の皆さんに心より御礼を申し上げます。




　それでは記念すべき十周年となる三十一巻のあとがきでまたお会い致しましょう。





二〇一八年　十月　

健速　
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